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（午前 10時06分 開議）

○ 議長 仲地宗市

おはようございます。これより、本日の会

議を開きます。

本日の議事日程はあらかじめお手元に配付

したとおりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 仲地宗市

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、３番宮里洋一議員、４番

仲村昌慧議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 仲地宗市

日程第２、会期の決定を議題とします。

お諮りします。

本臨時会の会期は、本日２月２日の１日間

とします。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。従って、会期は本日

２月２日の１日間に決定しました。

日程第３ 久米島町副町長定数条例につい

て

○ 議長 仲地宗市

日程第３、議案第１号、久米島町副町長定

数条例についてを議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

おはようございます。それでは、

議案第１号

久米島町副町長定数条例

上記議案を提出する。

平成19年２月２日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町副町長定数条例（地方自治法第16

1条第２項）の規定に基づき、副町長の定数

を１人とする。

附則

（施行期日）

１．この条例は平成19年４月１日から施行す

る。

（条例の廃止）

２．久米島町に収入役を置かない条例は廃止

する。

提案理由

地方自治法の一部改正により副町長の定数

を条例で定める必要がある。また、同法の一

部改正により収入役が廃止されることから、

久米島町に収入役を置かない条例を廃止する

必要がある。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

今回、副町長を置くということで、従来の

助役制度から副町長制度に変わるわけですけ

ど、提案理由の中で、今回、地方自治法の一

部改正により副町長の定数を条例で定める必
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要があると。こういうことになっております

が、何で助役ではいけないのか。今回、副町

長に変わったのか。そういったことを具体的

に説明をしていただきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

ただいまの内間議員の質問にお答えしま

す。今回の地方自治法の一部改正でございま

すが、これは平成18年６月７日に地方自治法

の一部改正が行われたわけですが、この今回

の改正は、第28次地方制度調査会の答申であ

る地方の自主性、自律性の拡大及び地方議会

のあり方に関する答申を受けて改正されたも

のでございます。

この答申の中においては、地方の自主性、

自律性を拡大するためにはどうした方がいい

かというような議論がなされております。そ

れから議会のあり方、それから道州制度のあ

り方、この３点について答申をしているわけ

ですが、今回の助役制度から副町長制度への

移行につきましては、地方の自主性、自律性

の拡大を図るという観点から、関係機関と調

整して、特に助役制度、収入役制度、議会制

度に関する改正が行われております。今、特

にこの答申の中で市町村の地方分権の進展に

よって市町村の役割、業務量というのはます

ます増大してきているということでございま

す。そういうことで、この増大している業務

に対応していくためには、町長と助役の役割

分担を明確にするとともに、そして副町長の

権限を強化して、増大する業務量に対応して

いくということになっております。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

ただいまの説明で、平成18年６月ですか、

地方自治法の改正によって、この副町長制度

を設置するということができるということに

なっているようですが、他の市町村はどうい

った状況になっているのか。久米島だけどう

して真っ先に助役制度から副町長制度に先に

なってやるのか。他の市町村の状況を見てそ

れを実施するのが、習わしではないかと思う

んですけど、そのへんはどなっていますか。

○ 議長 仲地宗市

大田治雄助役。

○ 助役 大田治雄

ただいまの質問にお答えします。これは県

においては既に各市町村全部集めて説明会も

やっております。そして地方自治法の改正に

伴いますので、これはもうやらないというこ

とにはなりません。全てが３月議会までには

この議案を提案されると思います。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑ありませんか。

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

１点だけお願いします。今回、収入役が廃

止をされ、会計管理者を置くことになります

が、会計管理者の職務の重要性を考えた時に、

その給与体系がどうなるのか。これまで特別

職としての位置づけで一定の給与を、仕事に

見合う給与というかたちからすれば、今後、

会計管理者の給与体系そのものも変更される

のかどうか。給与体系そのものにも検討する

必要があるという気もするんですが、そこら

へんは今後どうなりますか。

○ 議長 仲地宗市
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仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

ただいまの平田議員の質問にお答えしま

す。収入役の廃止と会計管理者制度の創設に

つきましては、大きく変わる点は、名前が収

入役から会計管理者に変わるという点が、ま

ず１点目です。

それから、収入役が特別職であったのに対

して会計管理者は一般職であるということに

なります。従って一般職ですから議会の同意

も不要になるということでございます。

この会計管理者の給与の位置づけにつきま

しては、一般職同様、久米島町の職員の給与

に関する条例が適用されます。本町が課制度

を敷いておりますので、課長相当職としての

給与の適用を受けるということになります。

それから、課長相当職でも５級と６級の位

置づけがございますが、この会計管理者はど

の級に位置づけていくのかということにつき

ましては、これから検討していきたいと考え

ております。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

確かに課長相当というかたちでスタートす

ると思うんですが、この会計管理者の職務の

重要性とか責任の問題、度合い等、そこらへ

んを勘案して、その責任と仕事に見合った給

与というんですか、そこらへんの部分は検討

をしないと、重責の割には他の課長と同じ給

与体系ですよというのでは、今後、ここで不

具合が出てくるのではないのかなという気も

します。そこらへんを検討すべきだと思いま

すが、いかがですか。

○ 議長 仲地宗市

平田光一総務課長。

○ 総務課長 平田光一

今回の自治法改正の収入役廃止につきまし

ては、これまで各市町村における、県も含め

てですが、現状を踏まえてということになっ

ています。といいますと、実際に収入役とし

て出納業務だけに従事するということではな

くて、殆ど多くが町長の補佐役といいますか、

それも兼ねてという行政的な役割も果たして

いたと。そういうことで、その出納業務等に

ついては十分一般職でも対応できるというこ

とで今回の収入役廃止、そして会計管理者の

設置ということになっております。

会計管理者、久米島町においても十分、今、

検討しているのは、課長相当職ということで

対応できるということの見通しですから、同

じような給与を適用するということになりま

す。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから議案第１号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第１号、久米

島町副町長定数条例については、原案のとお

り可決されました。
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日程第４ 地方自治法の一部を改正する法

律の施行に伴う関係条例の整理

に関する条例について

○ 議長 仲地宗市

日程第４、議案第２号、地方自治法の一部

を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理

に関する条例についてを議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

それでは、議案第２号についてご説明申し

上げます。

地方自治法の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整理に関する条令

上記議案を提出する。

平成19年２月２日提出

久米島町長 平良朝幸

地方自治法の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整理に関する条例

「久米島町議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得または処分に関する条例の一部改

正」

これの第１条の中で、第３条中「または不

動産」を「または財産」に改めることであり

ます。

次、久米島町特別職の職員で常勤の者の給

与及び旅費に関する条例の一部改正、これは

条文の中第２条で、第１条第１項第２号中「助

役」を「副町長」に改めるものであります。

続きまして、「久米島町国民健康保険給付

準備基金条例の一部改正」

第３条中、これも「収入役」を「会計管理

者」に改めるものであります。

次、「久米島町印鑑の登録及び証明に関す

る条例の一部改正」についてであります。

第４条、第17条中「当該吏員」を「当該職

員」に改めるものであります。

続きまして、「久米島町会務条例の一部を

改正する条例」

第５条であります。その中で、第８条中「当

該吏員」を「当該職員」に改めるものであり

ます。

続きまして、「久米島町税条例の一部改正」

第６条、第２条第１項第１号中「町吏員」

を「町職員」に改めるものであります。

附則

この条例は公布の日から施行する。

ただし、第２条から第６条までの規定は、

平成19年４月１日から施行する。

提案理由

地方自治法の一部改正により関係する条例

の字句の置き換えを整理する必要がある。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

３条についてお聞きします。これは久米島

町国民健康保険給付準備基金条例の一部改

正、これの３条中「収入役」を「会計管理者」

に改めるということになっておりますが、管

理者というのは決まっているのかどうか、そ

のへん説明いただけますか。

○ 議長 仲地宗市

大田治雄助役。
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○ 助役 大田治雄

お答えします。管理者については、新たな

４月の人事において、どういう体制で持って

いくかというのは、これからの調整に入りま

す。

○ 議長 仲地宗市

平田光一総務課長。

○ 総務課長 平田光一

会計管理者ですが、町長の行政を担当する

職からはできないと。会計を担当するところ

からということで、限られてくると思います。

今現在、町においては会計担当は出納室です

ので、そういうかたちになると思います。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

管理者は決まってないということですか。

それはいつ頃。

○ 議長 仲地宗市

大田治雄助役。

○ 助役 大田治雄

先程も申し上げたとおり、４月の人事に伴

って、これからの調整になります。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから議案第２号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第２号、地方

自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関

係条例の整理に関する条例については、原案

のとおり可決されました。

日程第５ 久米島町地域集会施設及び農村

公園条例の一部を改正する条例

について

○ 議長 仲地宗市

日程第５、議案第３号、久米島町地域集会

施設及び農村公園条例の一部を改正する条例

についてを議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第３号

久米島町地域集会施設及び農村公園条例の

一部を改正する条例

上記議案を提出する。

平成19年２月２日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町地域集会施設及び農村公園条例の

一部を改正する条例

久米島町地域集会施設及び農村公園条例の

一部を次のように改正する。第２条から第４

条まで次のように改める。

「施設の名称及び位置」

第２条、施設の名称及び位置は次のとおりと

する。これは表のとおりでありますので、ご

覧になって下さい。

「指定管理者による管理」

第３条、施設の管理は地方自治法第244条

の２第３項の規定により法人、その他団体で
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あって、町長が指定するものに、これを行わ

せる。

「指定管理者が行う業務」

第４条、指定管理者は次の業務を行うもの

とする。

（１）施設の利用の許可に関する業務

（２）施設の維持管理に関する業務

（３）施設の運営に関する業務

（４）施設の事業として町長が認める業務

第５条を第７条とし、第４条の次に次の第

２条を加える。

「指定管理者が行う管理の基準」

第５条、指定管理者はこの条例及びこの条

例に基づく規則の定めるところに従い、適正

に施設の管理を行わなければならない。

（施設の利用）

第６条、施設を利用しようとするものは予

め指定管理者の許可を得なければならない。

２ 指定管理者は施設の管理上必要がある

と認めたときは、前項の許可をするにあたり、

条件を付することができる。

３ 指定管理者は次の各号の何れかに該当

するときは第１項の許可をしないことができ

る。

（１）利用の目底を達成することができな

いと認めるとき。

（２）施設における秩序または風紀を乱す

恐れがあるとき。

（３）前２号に定めるもののほか、施設の

管理上支障があると認めるとき。

附則

この条例は平成19年４月１日から施行す

る。

提案理由

地方自治法第244条の２第３項の規定に基

づき、施設の管理を業務委託から指定管理者

制度へ改める必要がある。これがこの条例案

を提出する理由であります。

新旧対照表も添えてありますので、ご覧に

なって下さい。ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

３番宮里洋一議員。

○ ３番 宮里洋一議員

施設の名称及び位置の中で、名称のところ

で、例えば字具志川の場合に、今まで具志川

地区農村センターという看板があったんで

す。それが具志川公民館と表示されており、

具志川地区農村センターという看板を外し

て、具志川公民館とされております。これは

いつ変更されたか。

それと２点目は、第４条の施設の事業とし

て町長が認める業務、その内容、例えばどう

いうものがあるか説明をお願いしたいと思い

ます。

そして、次のページに、指定管理者のとこ

ろで、許可しないことができるの中で、営利

業者の対応についてはどう考えているか伺い

たい。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

まず、１点目の名称でございますが、これ

は合併以前から具志川公民館という名称にな

っていて、当初から構造改善センターであっ

たのかどうかということは把握いたしており

ません。その合併時点の設置条例で具志川公
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民館となっていたということです。

それから２点目に、町長が認める業務とい

うことなんですが、これも今現在のところ、

現在の公民館の管理の実態と、特に今変えて

いくということは想定しておりませんので、

これは指定管理者として指定する予定の各区

長の皆さんの判断だと考えております。

それから、営利業務につきましても、例え

ば公民館を利用していろんなメガネの販売を

するとか、補聴器の相談とか販売とかも実際

に各公民館で行っておりますが、それについ

ては各区長さんの判断になるかと思います。

特に町長の方から、これはだめ、これはＯＫ

ということをする予定はございません。各自

治会の判断だということです。

○ 議長 仲地宗市

３番宮里洋一議員。

○ ３番 宮里洋一議員

許可する、許可しないについては、今、各

部落まちまちになっているかと思うんです。

それを町として統一する見解はないのかどう

か。例えば今のように営業目的でやる場合に

は町内一切許可しないとか、そういう統一し

たのはないのかどうかお尋ねします。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

現在のところ、こういったことを統一しよ

うということは考えておりませんが、区長か

らの意見も聞いて、統一する必要があるとい

うことであれば、検討してまいりたいと思い

ます。今のところはございません。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

議案第３条は久米島町地域集会施設及び農

村公園条例の一部を改正する条例となってい

ますが、今回、この条例は地方自治法第204

条の２項第３項の規定に基づき施設の管理及

び委託から管理委託制度に改めるということ

で、今回、この条例が上程されているわけで

すが、業務委託から管理委託制度に移行する

ことでありますが、この中の第５条で「管理

者はこの条例及びこの条例に基づく規則の定

めるところに従い、適正に施設の管理を行わ

なければならない」ということになっており

ます。そこでお聞きしますが、この規則とい

うのはできあがっているのかどうか。規則が

できあがらないと、施設というのはいろんな

管理業務が十分に行われない、機能しないの

ではないかと思いますけど、そこのところは

どうなっているんですか。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

この条例に基づく規則も現在未制定でござ

います。これは規則の必要性も含めて、今後

は検討していきたいと思います。

公民館ですからあまり細かい縛りをつくり

すぎると逆にまた部落での公民館の運営がや

りづらくなるという点もございますので、そ

こらあたりも勘案して、現在の基本的には各

公民館の管理、運営上、特に問題があるとい

う点はまた規則を制定して、そういったとこ

ろを直すようなかたちでやっていきたいと考

えておりますが、基本的にはそういった話と

いうのはこちら町の方には届いておりません

ので、現行通りの運営を基本として考えてい
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きたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

この条例は、今日議決すると19年４月１日

から施行するということになっておりますの

で、その間、十分時間もあると思いますので、

規則等も整理して、ぜひこの施設が機能する

ようにしていただきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

名称についてお伺いしたんですが、昭和63

年の事業で、具志川、山里の構造改善の事業

でした。その時に北原、具志川もそうだった

と思います。看板には「山里地区農村構造改

善センター」という看板を掲げておりました

が、地域の集会場というのは、これまでみん

な公民館というような呼び方で、看板はそう

書かれているんですが、公民館というような

呼び方をされています。そこで、公民館とい

う名称への変更はできるのかどうかお伺いし

ます。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

ただいまの質問にお答えします。この施設

の名称及び位置の欄で、確かに今おっしゃる

ように、構造改善センター、集落センターと

いった事業名称をそのまま適用している部分

と、あるいは公民館とつけている部分がござ

いますが、これについては、特に名称は公民

館と改めることは可能だと考えております。

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

名称はそうですが、実質的には公民館と呼

んでいますので、この構造改善センターとい

う名称を公民館とやったほうがいいんじゃな

いですか。そういう方向で今後提案したほう

がいいんじゃないですか。どうですか。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

これにつきましては、その区長さんの意向

も確認して、次の改正の機会で検討させてい

ただきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

実は、タイミングといいますか、昨日、一

昨日銀行から電話がありまして、当時の組合

の規約があるかということと、その時にはこ

の構造改善組合という組合長名、いわゆる区

長が組合長になったという経緯がありまし

て、その時の通帳もあります。通帳は組合長

でそのままずっと引き継がれているというこ

とで、それを通帳を廃止して、公民館の区長

名でやった方がいいのではないかということ

もありましたので、もう20年も経過しており

ますので、公民館として名称を変えて、これ

も山里地区ですが、役員会で検討することに

なっていますので、ぜひそこを踏まえて、今

後提案していただきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

２点ほどお願いします。比屋定農村公園と
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いうのが、これから削除になっていますね。

これの説明をお願いします。

あと１点、業務委託から指定管理者に変更

をする関連で、この条例に該当する各字の公

民館と該当しない公民館があります。それを

含めてどうなのかというのがちょっと疑問な

んですが、区長の業務関連の条例を見ても事

務委託というかたちになっています。それ以

外は条例で探しきれないんですが、この業務

委託をした時の現行の区長の手当が、この従

来の管理委託の部分も加味されていたのかど

うか。もし加味されていたのであれば指定管

理者になった時に関わりが出てくるのか。こ

のへんの現行の区長の事務委託との関連はど

うなのか。該当する部分と該当しない部分が

あるのでどうなのかなという気もするんです

が、具体的な説明をお願いします。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

まず、１点目の比屋定農村公園でございま

すが、これは今の公営住宅に変わって、その

実態、農村公園の実態が全くなくなっており

ます。そういう関係で削除してあります。こ

れは財産の処分もしたということで、そのも

のが実際にないということでございますの

で、今回は、この条例からは削除させていた

だいております。

それから、該当する公民館と該当しない公

民館は、これに載ってない公民館がございま

す。例えば、該当しない公民館がございます

が、これについては補助金を投入して、町の

事業として設置した公民館は基本的に公の施

設として、この条例に載っけるということで

す。それから、例えば高等弁務官資金あたり

を使って、その字が実施主体になって造った

公民館、それは載ってないということになり

ます。基本的にはそういうことで、載ってい

る公民館と載ってない公民館があるというこ

とですね。

それから３点目に、現在の区長の業務委託

料に、この公民館の管理の業務委託が入って

いるかということですが、これは入っており

ません。基本的には公民館を造る段階におい

て、今現在ですと一部地元負担もやっていた

だいておりますし、造った後の維持管理につ

いては、基本的にはその部落でやってもらい

ますよという取り決めのもとで公民館の建設

を進めていますので、その維持管理について

は部落の負担という考え方で行っておりま

す。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

確かこの中に儀間の公民館は載ってない、

弁務官資金と農協の賃貸契約の関係で、農協

で造ってもらった経緯がある。その各公民館

の所有権というのは部落なのか、行政なのか。

この指定管理者になった場合には町のものだ

と思うのだけど、儀間の場合には入ってない

ものですから、土地の所有権とかどのように

なるのか、お聞きしたい。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

お答えします。公の施設として、この条例

に載っているものの所有権は町にございま

す。あと、載ってない公民館につきましては、
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それについては、建物については町のもので

はないかということなんですが、部落が法人

としてその所有権登記ができるには認可団体

としての認可を受けないと法人としての能力

がないということになりますので、今現在の

ところ、所有権は部落のものであるというこ

となんですが、法的な裏付けはちょっと難し

いかなと考えております。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

今、ちょっと難しいということなんですが、

これは要するにはっきりできないのか、それ

を確認したいと思います。

○ 議長 仲地宗市

平田光一総務課長。

○ 総務課長 平田光一

土地については、これまで、例えば字名義

でしたら何名かの共有でされていたり、それ

が生きているうちはいいんですけど、それが

その名義でずっと残っていて非常にやりにく

い面があるということで字からの申し出もあ

ったりして、それについては町有地にしてい

ます。まだやってないところもあります。そ

れについてまた字と相談をしていきたいと思

います。

建物については、字の建物ですから、それ

については町の名義ということは今は考えて

おりません。

○ 議長 仲地宗市

他にありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから議案第３号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第３号、久米

島町地域集会施設及び農村公園条例の一部を

改正する条例については、原案のとおり可決

されました。

休憩します。（午前 10時47分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 10時57分）

日程第６ 久米島町島の学校体験交流施設

条例について

○ 議長 仲地宗市

日程第６、議案第４号、久米島町島の学校

体験交流施設条例についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第４号

久米島町島の学校体験交流施設条例

上記議案を提出する。

平成19年２月２日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町島の学校体験交流施設条例

条文については割愛してご報告申し上げた

いと思います。

第１条は設置についてであります。

第２条、施設の名称及び位置についてであ

ります。
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第３条、指定管理者による管理についてで

あります。

第４条、指定管理者が行う業務についてで

あります。（１）から（５）まであります。

第５条、開館時間についてであります。こ

れは午前９時から午後10時までとなっており

ます。

第６条、休館日についてであります。

第７条、利用の許可についてであります。

次ページをお開きになって下さい。第８条、

権利、譲渡等の禁止についてであります。

第９条、許可の取り消し等についてであり

ます。

第10条、原状回復の義務についてでありま

す。

第11条、利用料金についてであります。

第12条、利用料金の減免についてでありま

す。

第13条、利用料金の不還付についてであり

ます。

第14条、損害賠償の義務についてでありま

す。

第15条、委任についてであります。

附則

この条例は、平成19年４月１日から施行す

る。

次のページお願いします。

別表の11条関係の施設の利用についてであ

ります。ご覧になって下さい。

備考として、１、利用時間は準備時間を含

む。

２、利用者が入場料もしくは、これに類似

するものを徴収する時は、利用料金の２倍を

徴収する。

３、冷房を利用する時は１時間につき500

円を加算する。

４、施設利用には備品使用料及び燃料費は

含まないものとし、別途利用者の負担とする。

となっております。

提案理由

地方自治法第244条の２第１項の規定に基

づき、久米島町島の学校体験交流施設条例を

制定する必要がある。これがこの条例案を提

出する理由であります。ご審議よろしくお願

いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

別表の第11条関係、この中で利用料金の関

連、「備品使用料及び燃料費は含まれないも

のとする」というのが備考の部分にあるんで

すが、この備品の利用料金は指定管理者が別

途備品台帳に基づいて細かい利用者の使用料

みたいなものを設定するのかどうか。

それと、この備品は耐用年数そのものは短

いと思うんですね。今後、備品の取り替えが

生じた時の扱いはどうなるのか。町が備品を

交換するのか、あるいは指定管理者が備品は

交換するのか。そのへんはどうなるのか説明

をお願いします。

あと１点、地域の人や島を訪れる人に島の

文化等を広く紹介していくというかたちで第

１条にあります。交流拠点ということになる

んですが、利用が多く見込まれるのが島を訪

れる修学旅行が主体になると思うんです。こ

れは、久米島高校、久米島の各小中学校がこ
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の施設を利用する時と、修学旅行で来て利用

する時と、利用料金というのは全く同じもの

なのか。これは利用料金の減免という第12条

の減免の部分で、一定の減免をしていく考え

なのかどうか。そこらへんの考え方があれば

説明をお願いします。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

お答えします。備品関係に関しては、当然

耐用年数は来るんですが、耐用年数を過ぎた

備品に関しては、次に購入する場合は町から

の補助ではなくて、島の学校の皆さんが購入

する方針で考えております。

それから、学校関係が島外から来た学校と

の交流に関しての料金体系なんですが、基本

的には使用料として料金を取ります。ただ、

島内の学校関係が利用する場合は減免の対象

となります。

備品の利用料金に関しては、その指定管理

者の方で個別に設定を致したいと考えており

ます。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

当然、備品の交換の時には指定管理者が基

本的にやりますという、島の学校がやるとい

う話をしていたんですが、指定管理者に指定

をする時の条例では、公募をすることになっ

ていますよね。島の学校というＮＰＯでの部

分を想定していると思うんです。この間、一

度も公募というのがないんですね。これだけ

の施設を維持管理をしていく時に、本当に維

持管理が賄えるのかなと考えた時に、有効活

用して、町の持ち出しがゼロの方が一番いい

ですが、そのためには、運営、管理能力等を

含めての公募というものをもっと活用しても

いいのではないかという気もするんですが、

このへんの公募とかは考えてないのかどう

か、説明をお願いします。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

おっしゃるとおり、指定管理者の募集につ

いて、現在、公募しなくてもできるという規

程になっております。基本的には公募という

ことになっております。ただ、この島の学校

の施設についても、その計画段階から、島の

学校の人材育成を町が補助金を投入して人材

の育成やプラグラムの編成に取り組んできて

おりますので、これについてはあくまでもそ

の島の学校の施設を運営するという前提のも

とでそういったプログラムの作成とか人材の

育成をやってきたと思いますので、今回は公

募しないということになるということです。

そのあたり、ご理解をいただきたいと思いま

す。

今後の新しい施設については、公募もあり

得るということを念頭に置いてやっていきた

いと考えております。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

最後に１点、今、答弁のあった部分は、ぜ

ひ公募を原則にしながら、公募が全くないと

いうかたちが続けば、公募しないことができ

るという部分が原則になりかねない。今後は、

いろいろ町民に誤解されないように、そのへ

んの検討はしていただきたいと思います。
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それと、備考の２の関係です。これは、修

学旅行等で来た時に、体験学習とかをいろい

ろやる時に、この修学旅行者の皆さんは、イ

ンストラクターに対して１人いくらという感

じで金を払ったりしていますね。そうなった

時に、この２番でいう、利用者が入場料もし

くはそれに類するものを徴収する時とした時

に、倍の使用料を徴収するとなりますよね。

このへんとの関係、どうなりますか。ここは

ちょっと明確にしておかないと、この条例、

この利用料金との関連で齟齬が生じたら困る

と思うんですが、このへんの考え方はどうな

りますか。利用料金に類するものとみなすの

か、みなさないのか、ここの意識は統一して

いた方がいいと思うのですが。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

修学旅行生が、その施設でいろんな体験、

交流を行うということは、この施設の本来の

目的でございますので、この２項の２は該当

しないということです。この２項の部分は、

例えばそこでいろんな物品販売であるとか、

有料でいろんなコースを選ぶ、そういったこ

とに関しての規定でございます。体験学習、

本来の目的を実施する場合には、この２項の

２は該当しないと考えております。

○ 議長 仲地宗市

本件に関する質疑は既に３回になりました

が、会議規則第55条但し書きの規定によって、

特に発言を許します。

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

こういう理解でいいですか。自らイベント

みたいなものをして不特定多数の人からその

入場料みたいなものを徴収する。あるいは営

利を目的にして会場を使用して、何かをする、

そういう時には、この利用料金は倍取ります

よと、こういう理解でいいのか。そうなった

時に、当初から営利目的がわかっている部分

にも、そこは貸しますよということで、最初

から認めているということになりますね。二

つの質問のかたちになりますが、最後にそこ

らへんの説明をお願いします。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

お答えします。内容にもよるんですが、審

査しながら、施設の目的に沿うようなかたち

の中でも収益事業ができるのであれば、維持

費確保のためにそういうこともやりたいと考

えています。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

条例ができて、指定管理者制度ということ

で、特殊非営利活動法人島の学校久米島とい

うところに指定管理させると思うんですが、

そうなった場合に、もし資金面でいろんな運

転資金とかを借入した場合に、もし赤字にな

った時に、その責任はどのようになるのか。

例えばバーデハウスの例では、赤字を出して

も前の役員は何も責任を問われてないわけで

す。そういうことになりはしないのか。そう

いう面の資金の明確化はどのようにするつも

りなのか、お願いしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實
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基本的には、その指定管理は３年という一

つの期限がございまして、その団体が管理不

可能であれば、即、引いていただくというこ

とになります。その団体の赤字の分に関して

も、町は補てんする責任はございません。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

確かに、いろんな団体に指定管理を任せる

のはいいんですが、そういう面の明確化が今

までおろそかになっていないか、懸念される

わけです。それは建物、施設は確かに町のも

のなんです。指定管理者制度に移行させて、

赤字を出した場合の責任の明確化というの

は、今後どうしても出てくると思うんです。

そういう面の明確化をきちんとお願いして、

質問を終わりたい。

○ 議長 仲地宗市

３番宮里洋一議員。

○ ３番 宮里洋一議員

第６条の、「施設には休館日は設けないも

のとする」と。「但し、臨時に休館日を設け

ることができる」とあるんですが、そうする

と今のところ正月とかも休みでないというこ

とが考えられるわけなんですが、そのような

方向で行くのかどうかということと、備考欄

の３番目、冷房を利用する時はとあるんです

が、暖房を使う時はないのかどうか。それを

考えていなかったのかどうか。もし、暖房を

使う時がある場合どうするのか。冷暖房と書

いた方がよくないかと思うんですが。その２

点についてお伺いします。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

お答えします。基本的には１年間無休とい

うことで実施していきたいというふうに考え

ております。相手からすれば休みとか祭日は

関係ございませんので、何らかの事情がない

限りは365日開館するように努力していきた

いと考えております。

暖房の件ですが、基本的には冷房もあまり

使わないようにしようと今考えています。こ

れは維持コストの問題もありますが、なるべ

くは、冷房とか暖房とかという部分は使わな

いで、あくまでも自然の中で、運営、施設の

管理はやっていきたいというふうには考えて

おります。

なお、施設は、暖房はついてないです。冷

房もなるべく使わないで、自然の中でいろん

なことを体験させていきたいというふうに考

えております。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

休館日について補足しますと、島の学校体

験滞在交流施設という名称からいって、結局

修学旅行とか、いろいろな観光に来る皆さん

のプログラムをつくる時に、エージェントを

通じたりとか、そういうことをやった場合に

休館日があると商品としてつくれないという

ことは、以前からこれは言われていることで、

観光施設について、特に体験滞在交流施設に

ついては、休館日を設けないということでや

っております。

○ 議長 仲地宗市

３番宮里洋一議員。

○ ３番 宮里洋一議員

６条の休館日の件なんですが、臨時に休館

日を設けることができるという場合に、２、
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３日前とか１週間前に休みですと言われて

も、特に臨時に設けた場合にちょっと困る時

があると思うんですが、皆さんが今お答えの

ように、休館日を設けないという基本線でい

きますと、臨時の休館日はないのではないか

と思っております。その件についてもう一度

お願いします。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

なるべくは365日開館ということを考えて

いますが、台風とか何らかの異常気象とか、

そういう事態の時には仕方なくということに

なります。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

第２条についてお聞きしたいんですけど、

名称がアジマー館という名前になっています

ね。これはどういったかたちで決まったのか。

それと、先程も備考欄の２について平田議

員からありましたけど、２倍の料金、利用者

は入場料もしくはこれに類似するものを徴収

する時は利用料金の２倍を徴収する。これを

はっきり決めたら２倍取るということになる

わけですよね。だからこれは取らなくてもい

いというかたちのうたい方がいいのではない

か。取ることができるというかたちのやり方

がいいのではないかと思うんですが、この場

合は、書いた人は２倍を必ず徴収しなさいと

いうことのうたい方なんですが、これでいい

のかどうか。どうですか、そのへんは。

○ 議長 仲地宗市

平田光一総務課長。

○ 総務課長 平田光一

今、町における、例えば改善センターとか

についても同じようにうたってあります。２

倍で。そして内間議員が今おっしゃるような

特殊なものがある場合は、その減免措置とか

そういうものに該当するかということは、ま

た審査をしていけるようになっています。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

名称の件ですが、交流施設としての拠点で

あるということで、この事業名をそのままつ

けるよりは、やはり皆さんに馴染んでいただ

きたいという思いで、方言名でアジマーと命

名しました。この名称はいろんな方から公募

をしていただいて、最終的には皆さんの意見

で決定しております。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

この備考欄の２番目についてもう１回お尋

ねしたいんですけど、利用者が、この２倍と

いうのは、この減免措置にもうたわれている

とおり、減免することができますかね。それ

に当てはめることもできるわけですか。

○ 議長 仲地宗市

平田光一総務課長。

○ 総務課長 平田光一

料金、入場料を取る場合には、他の施設も

そうですが２倍の料金を取っております。そ

の利用する団体とか内容とかによっては、利

用料金を全部免除する時もあるし、一部免除

する時もあるし、電気料に相当するものを徴

収する時もあるし、いろいろなケースの場合

には、それを免除する場合もあるということ

です。原則としては２倍の料金を徴収します
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よということです。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

これは利用者が利用した場合には２倍を徴

収するということになっていますよね。これ

の利用料金の減免の条文には当てはまらない

と思うんですけどね、そのへんはどうお考え

ですか。

○ 議長 仲地宗市

平田光一総務課長。

○ 総務課長 平田光一

これについては、１人ひとりが利用者とな

ってそこの使用料を払うということで、誰か

が主催をして、そこを借りて、その利用者か

ら入場料を取るという時に、これは該当しま

すよということです。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

今、総務課長からありました減免の規定、

説明については、この条例の12条の中にもう

たわれております。それに基づいて、その内

容を判断して、実施団体であるとか、あるい

はそれが公共的な要素を含んでいるのかどう

なのか。そういった部分を勘案して、この12

条に基づいて減免をやっていくということに

なりますので、よろしくお願いします。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから議案第４号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第４号、久米

島町学校体験交流施設条例については、原案

のとおり決定されました。

日程第７ 久米島町家畜市場条例の一部を

改正する条例

○ 議長 仲地宗市

日程第７、議案第５号、久米島町家畜市場

条例の一部を改正する条例についてを議題と

します。

本案について、提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第５号

久米島家畜市場条例の一部を改正する条例

上記議案を提出する。

平成19年２月２日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島家畜市場条例の一部を改正する条例

久米島家畜市場条例の一部を次のように改

正する。

第２条「1445番地」を「1645番地」に改め

る。

附則

この条例は公布の日から施行する。

提案理由

家畜市場の位置を訂正する必要がある。こ
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れがこの条例案を提出する理由であります。

これは当初の条例設置の時に、先程申し上

げた２条中の1645番地を1445番地としたため

でありますので、ご了承を願いたいと思いま

す。ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

議案第５号、久米島家畜市場条例の一部改

正する条例、第２条の改正なんですけど、普

通、地積の大きいのを取ってその地番を決め

るということが、登記ではそういうことにな

っているんですが、今回、そういったことが

あっての改正なのか。そこの内容がわからな

いんですけど、どういったかたちで、当初の

あれが間違っていたのかどうか。そのへんち

ょっとはっきりしないんですけど。

○ 議長 仲地宗市

大田治雄助役。

○ 助役 大田治雄

先程提案理由で申し上げたとおり、当初の

条例の設置時点で、これは一つのタイプミス

になっております。地番が大きい、小さいと

いうことではなく、本来、1645番地を提案す

べきのが、1445番地で提案されたということ

になっております。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから議案第５号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第５号、久米

島町家畜市場条例の一部を改正する条例につ

いては、原案のとおり決定されました。

日程第８ 久米島町総合行政情報システム

構築委託業務契約について

○ 議長 仲地宗市

日程第８、議案第６号、久米島町総合行政

情報システム構築委託業務契約についてを議

題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第６号

久米島町総合行政情報システム構築委託業

務契約について

久米島町総合行政情報システム構築委託業

務について、下記のとおり請負契約を締結す

るため、地方自治法第96条第１項第５号の規

定により議会の議決を求める。

記

１ 契約の目的 久米島町総合行政情報シ

ステム構築

２ 契約の方法 提案評価方式

３ 契約の金額 7,135万2,000円

４ 契約の相手方 熊本県熊本市九品寺１
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丁目５番11号 株式会社ＲＫＫコンピュータ

ーサービス 代表取締役社長 野田 照幸

平成19年２月２日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

提案理由でありますが、久米島町総合行政

情報システム構築委託業務の請負契約につい

ては、久米島町議会の議決に付すべき契約及

び財産の取得または処分に関する条例第２条

の規定により議会の議決を得る必要があるた

めであります。

別紙で、システム構築委託業務契約書等を

添付しておりますので、ご覧になって下さい。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

この件で契約方法ということで提案評価方

式、これはどういう方式なのか。それと、今

まで事務委託業ということで毎年莫大なお金

が今まで掛かってきたわけです。そういうの

から見ますと、もっと経費の掛からないよう

な方法はないのかどうか。年間の予算を見た

場合に。この４年間、ものすごい金額だと思

いますよ。そういうのを見直さないで、また

こういうシステムを使うということはどうし

ても避けられないのかどうか。それをお聞き

したいと思います。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

提案評価方式というのは、それぞれの業者

が使っている機器、それから処理するシステ

ム等々を町が仕様書で基本的な部分は示し

て、それぞれの会社が持っているノウハウを

それぞれに提案してもらって、その中から操

作性とかいろんなものをプレゼンテーショ

ン、コンピューターで見せてもらって、その

内容を審査して決定していったということで

す。それで、その経費等も含めて審査して決

定しました。

それから、運営管理ですが、どうしても中

のシステムについては、会社の特許みたいな

かたちになりますので、中身を知っている会

社じゃないと、この保守等々はできない状況

ですので、どうしても運営管理については委

託せざるを得ないということです。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

行政システムについては、皆さんご存じの

とおり予算に上がっておりますが、これにつ

いては、当初、１億円近くの見積もりが出て、

これを予算に載せたわけですが、その中で企

画財政課長に指示をしまして、最低３社とい

うことで、３社からの提案を一応受けて、そ

して維持管理委託料に関しては当初の５年

間、法改正、いろいろ改正があってもプログ

ラム修正については無料にするという案を私

の方から提起をして、その当初の機器導入か

ら５年間のシステムの委託料も全て出させて

決定したということをご理解いただきたいと

思います。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員
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といいますのは、過去４年間、今年で５年

目になるんですが、この委託料というのがも

のすごい金額なんです。片一方では、行政改

革というのを進めながら、片一方ではそれは

どうしても必要だということでやっている。

何で、１万人弱の町で、自分たちの独自のシ

ステムは作れないのか。委託業者を利用しな

ければならないのか。厳しいと皆さん方言い

ながら、何千、何億近くの予算を使っている。

町民から見れば、行政の皆さん方は何をやっ

ているのかと。確かに委託業者にやれば便利

ではある。すぐにデータを取り出せますから。

その間の仕事というのが全然見えてこないわ

けです。そういうのを考えた場合に、どうし

てもこのシステムでいいのかどうか。疑問を

持つんです。もっと経費の掛からないような

方法はないのかどうかもっと議論してもらい

たいと思うんですが。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

今、いろんな業務が複雑多様化する中で、

どうしてもコンピューターを使わないとやっ

ていけない。それを使わなければ、人をその

分だけ配置しないといけないということから

しても、どうしても費用対効果の面でも、今

の時代コンピューターに対応せざるをえない

ということであります。それで、経費の面に

ついても、先程、町長からも説明がありまし

たように、業者に提案させて、経費の掛から

ないよう競争させ、経費を抑えていったとい

うことです。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

提案理由でも説明があるのかなと思ってい

たんですが、これでは判断のしようがないん

ですね。行政総合システムという感じで提案

しているんですが、そのシステムの概要、イ

メージというんですか、これが全く見えない。

現在、利用しているアプリケーションソフト

とかいろんなシステムを構築してやっていま

すが、それらを総合的に一つにまとめて各端

末機からデータや、情報が共有できるという

システムにしようとしているのか、全くもの

が見えないですね。何をどういうふうにしよ

うというのか全く見えない。その中で、この

金額が妥当ですかという判断を求められて

も、何を根拠にして私たちは判断をしていい

のか、全くわからないんですね。これは一体

何をどうしようとしているんですか。このシ

ステム概要なり、そのへんのイメージみたい

なものをまず説明してもらえませんか。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

今回、更新しようとするのは、合併前から

使用しているシステムの統合と、その器機等

が耐用年数に来ているということで、いつ不

具合が生じる恐れがあるということがありま

すので、この時期にやらないといけないとい

うことで、電算システムと器機の更新を図る

ということです。

そして、合併交付金の最終年度になるとい

うことで、その経費を活用します。これまで

行政でやっている業務を新しいシステムに載

せ替えし、業務がスムーズに移行しなければ

なりません。そこで、こういう経費になると

いうことになります。この経費が妥当なのか

というものについては、これは各いろいろな
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市町村の導入実態、その中で判断して決定し

て行っているんですが、今回、提案方式にし

てやった結果、他の市町村で導入したものよ

りもだいぶ低価格で導入できたというふうに

考えております。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

今の説明、まだちょっと理解できてないん

ですけど、これは現在使っている、例えば財

務会計システム、税務課の徴税関連とか、現

行利用しているシステムを全てこの部分に新

たに更改するという意味ですか。例えば他の

分はいろいろ使っている部分もありますね。

アプリケーションソフトでやっている部分も

ありますよね。そこらへんの部分も含めて、

それを一つのシステム化をしていこうという

ことなのか、この部分のこれだけが新たに耐

用年数が来たので交換ですよということなの

か。このへんの部分をもうちょっとはっきり

説明してもらえませんか。総合行政システム

を構築するんだという格好になっているもの

ですから。そうであれば、更改なら更改とい

うかたちになればまだもっと理解しやすいん

ですが、そのイメージの部分がどうもよく見

えないんです。この提案では。今の説明を聞

いたら、どうも新たな器機の更改だなという

感じがするんですけれども。新たに構築する

のであれば、じゃあ他の部分も全て全部更改

になってくるという、当然そういうかたちに

なると思うんですが、そこらへんのイメージ

の部分で、もうちょっとはっきり説明しても

らえませんか。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

今使っている器機がオフコンとクライアン

ト方式の二つを使っているんですが、今回は

ウエブ版といって全く新しいシステムになり

ますので、器機やシステムも全く新しくなり

ますので、新たな構築ということで、その名

称も構築というかたちにしております。です

から、今やっているものをそのまま移行して

改修のかたちになるんですが、システムその

ものも全く新しくなりますので、構築という

ことです。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

あとは細かい部分はもうちょっと説明して

ほしいんですが、メンテの関係ですね。先程、

町長は５年間のプログラムの修正の関連の部

分も言っていましたが、５年間の保守委託料

の部分も全部出させて総合的な判断をしてい

るんですか。通常、器機、ハードそのものの

メンテの部分と、ソフトそのもののメンテの

部分とはちょっと違ってくると思うんです

ね。例えば実費保守というかたちで通常はや

りますが、そこらへも全く抜きにして年間メ

ンテ料いくらですよという、定額でのメンテ

契約になっているのか。実費保守というかた

ちになった時に、これは熊本ですから、当然

熊本往復の旅費とか、そのへんまで入り込ん

できたらかなりの高額になるなというのがち

ょっと心配なんです。先程、町長がこういう

説明をしていたので、そこは定額でやるのか

なという気がしてきているんです。例えばハ

ードの部分では、部品の取り替え等があった

時には、定額でやる部分プラスの部品代とい

うかたちになるのか。そこらへんの具体的な
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メンテ契約も今回は条件としてできているの

か。そのへんも含めて、メンテの具体的方法

等を含めて説明をお願いします。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

メンテについては、５年間でいくらという

ことで見積もりを出してもらって、その中で

年度割りして定額というかたちになります。

器機の保守につきましては、仕様書で提案し

て、その器機保守の範囲内の部分と、そうじ

ゃないものについては協議してやるようなか

たちになりますので、仕様書で提案している

中身については、当然この定額で処理してい

くということになります。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

専門の分野に入って、さっきからの議論は

あまりよく知りませんでした。だんだんこう

だろうなということがわかってきたことは、

あれですか、合併以前に具志川の情報システ

ムがありましたね、コンピューターのね。仲

里は仲里でありましたね。今、それを使って

いると。ところで、これではなかなか事務的

な面でうまくいかないので、二つを取っ払っ

て新しい器機を採り入れようということなん

ですか。そして具志川、仲里統一しようとい

うことの提案なのか、どうなのか、ちょっと

お聞きしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

まず、この機会にやるというのは、先程も

言いましたように、器機が耐用年数になって

いるということで更新せざるを得ないという

ことです。それで、旧具志川・仲里それぞれ

やったものをこの機会に統一して、全部一つ

のシステムの中で処理できるようにしていき

たいということです。その方がいろんな操作

性とか、そのシステムを使うにおいても非常

に利便性も高まっていくということで統一し

ていくということです。

○ 議長 仲地宗市

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

今、上江洲盛元議員が質問されたとおりで

ございますが、この機械を取り替えて、さら

にその業務を、その会社に委託していくわけ

ですよね。今回、7,100万円余りという金額

は今年限りのものなのか。そしてこれを継続

して、また同じように出ていくのか、それが

そういったイメージがちょっと湧かないもの

ですから、その説明をお願いします。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

今回のこの契約の部分は、器機の導入とソ

フト関係です。システムの導入に掛かる経費

です。維持管理については別途19年からまた

発生していきますので、その分については、

先程答弁したように５年間の見積もりを出し

て、それで年度年度で定額の額で保守契約し

ていくというかたちになります。

○ 議長 仲地宗市

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

この履行期間というのは、やっぱり50日と
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書かれているものですから、それは機械の取

り替えだなというふうに理解できるわけです

よね。次年度からまた見積もりを取ってとい

うことになると、だいたい予測してどのくら

いになりそうですか。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

今回、提案していただいた時点で５年間の

見積もりも全部もらっております。ですから、

その保守に掛かる経費についても、その三社

のうちの安い方を選定しました。結果、５年

間で約1,300万円余りの保守料を見積もって

いますので、割れば300万円までいかないか、

200万円ちょっと余りになると思います。

○ 議長 仲地宗市

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

今の数字というのは、１カ年単年度に出る

数字ですか。200いくらかというのは。

○ 企画財政課長 山城保雄

はい、そうです。

○ ８番 幸地良雄議員

わかりました。はい、よろしいです。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから議案第６号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第６号、久米

島町総合行政情報システム構築委託業務契約

については、原案のとおり可決されました。

休憩します。（午前 11時54分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 １時28分）

日程第９ 久米島町家畜市場の指定管理者

の指定について

○ 議長 仲地宗市

午前に引き続き会議を開きます。

日程第９、議案第７号、久米島町家畜市場

の指定管理者の指定についてを議題としま

す。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第７号

久米島家畜市場の指定管理者の指定につい

て

久米島家畜市場の指定管理者を次の団体に

指定したいので、地方自治法第244条の２第

６項の規定により議会の議決を求める。

記

１ 施設の名称及び位置 久米島家畜市場

久米島町字比嘉島川原1645番地

２ 団体の名称 沖縄県農業協同組合久米島

支店 住所 久米島町字謝名堂905番地15

代表者 久米島支店支店長 渡慶次朝夫

３ 指定の期間 平成19年４月１日から平成

24年３月31日まで

平成19年２月１日提出
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久米島町長 平良朝幸

提案理由

久米島家畜市場条例の改正に伴い指定管理

者を指定する必要がある。これがこの議案を

提出する理由であります。

以下、添付書類を備えておりますので、ご

覧下さい。ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

確か指定管理者制度は３年に１回の見直し

じゃなかったですか。これ、５年になってい

るのはどういうことですか。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

お答えします。法律上は期間というのは特

に定めがございません。市町村がその施設の

状態を考慮して、その期間は定めるというこ

とになります。従って３年もありますし、５

年もありますし、10年ということもあります。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

施設によって年度は変えられるということ

で理解してよろしいですか。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

施設によってとか、例えば同じ施設でも、

これまでの過去の実績の運営が素晴らしかっ

たということであれば、最初は３年にして、

次は５年ということもあり得ますし、その施

設の特性、相手方の能力、運営状況、そうい

ったものを考慮して、その期間は定めていき

ます。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

指定管理者制度に移行する時に、基本的な

考えとしての基本条例を作りましたよね、町

の。この部分では３年ということではなかっ

たですか。ものによって何年とか云々という

のは、その時点では特段出てきたような記憶

がないんですが、そこらへんもうちょっと説

明してもらえませんか。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

指定管理者の指定手続に関する条例の中で

も、年数というのはうたわれてございません。

ただ、一般的に３年というのからスタートす

るというのが通例として多いということでご

ざいます。従って、先程も答弁したとおり、

その施設の性格や、あるいは相手方の運営能

力、そういったものを勘案して、その期間は

定めていきます。

例えば公民館、これから３月の定例議会で

指定管理者を各字の区長に指定していくわけ

ですが、この地区の公民館というのは、その

地区以外の方々が利用するというのは、基本

的には想定しておりませんので、その自治会
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以外に管理を委託するということは想定外と

いうことになります。そういった場合は10年

くらいの長い期間を想定しております。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

基本条例ですけど、その時の議論の中で、

事業計画は３年ですよね、公募で提出が義務

づけられている資料とかは。その基本条例を

つくる時に、提出資料何々で、３カ年間の事

業計画というかたちで議論してきたはずなん

ですね、その時には。ですからバーデもどう

なるんですかという、具体的な例としてバー

デを例に挙げていろいろ議論したはずなんで

すね。その経過からすると、当然、３年が原

則だというかたちになると思っています。で

あれば、それは施設によって５年もあれば10

年もありますという部分であれば、基本条例

の議論の部分と若干意味合いが違ってくるの

ではないかなという気がするんですが、そこ

らへんちょっと説明をお願いします。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

事業計画は、確かに３年分は提出していた

だいております。事業計画は、例えばあまり

５年分求めても、５年の間にいろんな経済情

勢の変化が生じて誤差が生じてきますので、

せいぜい３年分で十分だろうということで、

３年分の事業計画を出していただいておりま

す。今回の指定にあたっても、期間は５年な

んですが、計画は３年分の計画を出していた

だいております。そういうことで、事業計画

書の期間イコール指定期間ではないというこ

とでご理解をいただきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

わかりました。最後に確認したいんですけ

ど、これは例えば３年、５年とか10年もあり

ますという話をしていたんですが、これは規

則か何かでそれを、その期間を判定する基準

の根拠は何に基づきますか。これは単に行政、

執行部の皆さんが、これはこの施設はこれだ

から５年にしましょうとか何とかという部分

が決められるのか。規則、規定、あるいは根

拠となる何か基準があるのかどうか、最後に

そこをお伺いします。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

お答えします。法律上、その指定管理の規

定というのは法律では定められておりません

ので、行政内部で判断していくことになりま

す。そういうことで、先程も申し上げたとお

り、その施設の性格とか役割、あるいは相手

方の能力、実際の運営状況等、そういったも

のを総合的に勘案して期間を設定していきま

す。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午後 １時37分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 １時42分）

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男
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ただいま平田議員から質問のございました

指定管理者の指定期間の判断基準についてお

答えします。その期間につきましては、指定

管理者の選定委員会の中で、その施設の設置

目的ですね、どういう経過でもって設置した

かということ、例えばセリ市場ですと、本来

なら農協が事業主体になって、そのセリ市場

を設置してもいい施設でございますが、いろ

んな補助金等の絡みがあって、町が事業主体

となって、その施設を農協さんと一体になっ

て建設を進めてきたという経緯がございま

す。そしてその一部の事業費についても農協

さんに負担していただいているという、その

経過もございますので、そういったものも含

めて、その指定期間を通常より長く、５年に

設定したということでございます。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから議案第７号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手多数）

○ 議長 仲地宗市

挙手多数です。従って、議案第７号、久米

島家畜市場の指定管理者の指定については、

原案のとおり可決されました。

日程第10 漁船保全修理施設の指定管理者

の指定について

○ 議長 仲地宗市

日程第10、議案第８号、漁船保全修理施設

の指定管理者の指定についてを議題としま

す。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第８号

漁船保全修理施設の指定管理者の指定につ

いて

漁船保全修理施設の指定管理者を次の団体

に指定したいので、地方自治法第244条の２

第６項の規定により議会の議決を求める。

記

１ 施設の名称及び位置 鳥島漁港漁船保全

修理施設 久米島町鳥島漁港内

仲里漁港漁船保全修理施設 久米島町仲

里漁港内真泊地区であります。

２ 団体の名称 久米島漁業協同組合 住所

久米島町字宇根402番地 代表者 代表理

事組合長 棚原哲也

３ 指定の期間 平成19年４月１日から平成

24年３月31日まで

平成19年２月２日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

久米島町漁船保全修理施設条例の改正に伴

い、指定管理者を指定する必要がある。

これがこの議案を定収する理由でありま

す。

以下、参考資料を添付してありますので、

ご覧下さい。ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市
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これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから議案第８号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第８号、漁船

保全修理施設条例の指定管理者の指定につい

ては、原案のとおり可決されました。

日程第11 久米島町花卉集出荷貯蔵施設の

指定管理者の指定について

○ 議長 仲地宗市

日程第11、議案第９号、久米島町花卉集出

荷貯蔵施設の指定管理者の指定についてを議

題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第９号

久米島町花卉集出荷貯蔵施設の指定管理者

の指定について

久米島町花卉集出荷貯蔵施設の指定管理者

を次の団体に指定したいので、地方自治法第

244条の２第６項の規定により議会の議決を

求める。

記

１ 施設の名称及び位置 久米島町花卉集出

荷貯蔵施設 久米島町字兼城 兼城港湾地

内

２ 団体の名称 沖縄県花卉園芸農業協同組

合 住所 沖縄県浦添市伊奈武瀬１丁目10

番１号 代表者 代表理事組合長 外間勝

嘉

３ 指定の期間 平成19年４月１日から平成

24年３月31日まで

平成19年２月２日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

久米島町花卉集出荷貯蔵施設条例の改正に

伴い、指定管理者を指定する必要がある。

これがこの議案を提出する理由でありま

す。

以下、参考資料を添付してありますので、

ご参照下さい。ご審議よろしくお願いします。

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから議案第９号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手多数）

○ 議長 仲地宗市

挙手多数です。従って、議案第９号、久米
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島町花卉集出荷貯蔵施設の指定管理者の指定

については、原案のとおり可決されました。

日程第12 久米島薬用作物等農産品加工施

設の指定管理者の指定について

○ 議長 仲地宗市

日程第12、議案第10号、久米島薬用作物等

農産品加工施設の指定管理者の指定について

を議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第10号

久米島薬用作物等農産品加工施設の指定管

理者の指定について

久米島薬用作物等農産品加工施設の指定管

理者を次の団体に指定したいので、地方自治

法第244条の２第６項の規定により議会の議

決を求める。

記

１ 施設の名称及び位置 久米島薬用作物等

農産品加工施設 久米島町字上江洲288番

地

２ 団体の名称 株式会社久米島物産公社

住所 久米島町字上江洲288番地 代表者

代表取締役 島袋邦雄

３ 指定の期間 平成19年４月１日から平成

24年３月31日まで

平成19年２月２日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

久米島薬用作物等農産品加工施設条例の改

正に伴い、指定管理者を指定する必要がある。

これがこの議案を提出する理由でありま

す。

以下、参考資料を添付してありますので、

ご参照下さい。ご審議よろしくお願いします。

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

久米島物産公社ですか、これは会社になっ

ていますよね。法人、会社だと思うんですけ

ど、均等割課税というのが当然町に納められ

ると思うんですけど、この会社はそういった

のを納めてないんですか、町に、課税してな

いのか、納めているのか。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

この添付資料の中に納税証明書が添付され

ているかと思いますが、それは両方含んだ金

額になっているはずです。均等割も含めたト

ータルの金額になっているはずです。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

ただいまの答弁では、両方含まれていると

いうことでございますけど、後ではっきりし

た資料をいただきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

３番宮里洋一議員。

○ ３番 宮里洋一議員

ちょっと気になるところがありますのでお

尋ねします。この申請書を久米島町役場の受

付の印鑑は使われているんですが（特に漁業

組合とのものについては、割印もされてい
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る）、受付番号が入ってないんですが、これ

でいいのかどうか、ちょっとお尋ねします。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

この事務処理の場合、一般文書受付の統制

はいたしておりません。その指定管理者選定

委員会の受付の方で処理をいたしておりま

す。

○ 議長 仲地宗市

３番宮里洋一議員。

○ ３番 宮里洋一議員

そうしますと、町役場の窓口の受付番号は

付しない、記入しなくてもいいということで

理解します。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから議案第10号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第10号、久米

島薬用作物等農産品加工施設の指定管理者の

指定については、原案のとおり可決されまし

た。

日程第13 南部広域市町村圏事務組合規約

の変更について

○ 議長 仲地宗市

日程第13、議案第11号、南部広域市町村圏

事務組合規約の変更についてを議題としま

す。

本案について、提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第11号、南部広域市町村圏事務組合規

約の変更について。

地方自治法第286条第１項の規定により、

別紙のとおり南部広域市町村圏事務組合規約

を変更することについて、同法第290条の規

定に基づき議会の議決を求める。

平成19年２月２日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

地方自治法の一部を改正する法律の施行及

び南部広域市町村圏事務組合の事務所の位置

の変更に伴い、同組合規約を変更するには、

地方自治法第290条の規定により議会の議決

を必要とするので、この案を提出する。

２枚目にありますとおり、一部改正の規約

を添付しております。新旧対照表等も添付し

ております。ご審議よろしくお願いします。

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

提案理由で「市町村圏事務組合の事務所の

位置の変更に伴い」ということになっていま

すけど、今回、住所がはっきり打ち出されて

ないんですが、そういうかたちでそういった



- 31 -

位置を定めることができるのかどうか、答弁

をお願いします。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

内間議員の質問にお答えします。住所が那

覇市旭町の自治会館内から那覇市内になって

いるということですが、これについては、こ

の自治会館の区域が那覇市の都市計画地域に

入っていまして、４月から自治会館を取り壊

して、その間、南部広域市町村圏事務組合は

他へ移動するということで、自治会館が新し

く建設された場合にはまた移るということ

で、都合上そういう住所になっているという

ことです。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから議案第11号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第11号、南部

広域市町村圏事務組合規約の変更について

は、原案のとおり可決されました。

休憩します。（午後 ２時４分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 ２時５分）

日程第14 議員定数調査特別委員会報告に

ついて

○ 議長 仲地宗市

日程第14、報告第１号、議員定数調査特別

委員会報告についてを議題とします。

本案について、委員長の報告を求めます。

翁長英夫委員長。

（翁長英夫議員登壇）

○ ２番 翁長英夫議員

報告いたします。

議員定数調査特別委員会報告書

平成19年１月30日

久米島町議会議長 仲地宗市殿

議員定数調査特別委員会委員長 翁長英夫

本義員定数特別委員会に委ねられた久米島

町議会の定数に関する調査について、審査の

経過と結果についてご報告申し上げます。

平成11年７月に成立した地方分権一括法に

おいて地方自治法が改正され、議会議員の定

数を定めることになり、平成15年１月１日に

施行され、現在の久米島町議会議員の定数を

定める条例は18人となっております。こうし

た中、町当局から平成18年８月３日付で本町

の実情に応じた議員定数に関する議会改革の

推進の依頼が議長にあり、それを受けて議会

における行政改革の推進を図る目的で、平成

18年９月28日の９月定例会において議員定数

調査特別委員会設置に関する決議をし、８人

の委員が選出され、久米島町の議員定数につ

いて協議していくことになりました。

これまで９回の委員会を開催し、検討資料

として沖縄県町村議会議員の定数の状況等を

元に、県内町村の国調人口比較、面積比較、

議員一人当たりの人口比較、財政力指数、経

済収支比率、法定数に対する改正比較等を参
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考にして議論を重ねてまいりました。また、

久米島町行政改革実施計画大綱について、町

長、行政改革推進室長、総務課長、企画財政

課長の出席を求めて行政改革大綱で示されて

いる議員定数12人の根拠について説明を受け

ました。

第３回の委員会で、これまでの資料等、執

行部の説明を受けて検討した時に、各委員と

も議員定数削減については、削減せざるをえ

ないという認識で一致しました。

だが、合併間もないことや類似町村との単

純比較ではなく、人口、面積、年齢構成、交

通機関、地理的条件等の背景を考慮し、住民

の意見を議会に反映させるには行政改革で示

されている議員定数12人では余りにも少なす

ぎるということで、委員全員の意見が一致し

ました。

第４回委員会で委員個々の定数に関する考

えを述べてもらいました。議員定数は何人か

が適正化ということで、各委員それぞれ意見

を求めたところ、14人案と15人案に意見が分

かれました。定数を14人とする委員からは、

住民との対話の中で12人は余りにも少なすぎ

るという声である。３つの条件、財政状況、

人口、議員定数、県内町村議会と比較すると

14人が適切ではないか。

議員定数については、本町の人口減少が見

込まれるとともに、厳しい財政事情の下にあ

ることを踏まえなければならない。他方、議

会は、住民の代表機関であり、多様な住民意

志の反映や、議員の専門性の向上のためには

一定の議員定数は必要である。そういうこと

で、他町村の比較の中で人口、面積等いろん

な背景、財政力等の資料等を見て判断した結

果、14人が適正であると思う。

特別委員会を設置した段階で地域住民から

何回か意見を聞いたりしたが、14人というこ

とであれば行政が進めている経費節減にもつ

ながり、他町村との均衡も取れる。

定数を15人とする委員からは、合併して住

民の執行部に対する意見の反映もいきなり12

人では少なすぎる。合併後、32人から18人に

なり、さらに12人というのは議会の存在が非

常に薄れるような気がする。法定数は2,000

人以上5,000人未満で16人、12人というのは

人口2,000人未満の議会の法定数の上限であ

る。一定の住民の意思を反映する議会の機能

の責任ということを考えた時、久米島町の字

の数とか人口、面積、高齢化等からして15人

が適正である。単なる経費の削減ではなく、

議会改革も必要であるという意見でした。

このような議論の末、本町の抱えている行

政課題の解決に向けて、これまで述べた各種

状況を総合的に検討した結果、議員定数を削

減せざるを得ないという意見は一致している

ので、14人案と15人案に別れている意見を両

論並記にするか、一本化にするかということ

で、時間を掛けて議論をしました。いろんな

角度から検討した結果、最終的に多数決でも

って委員会の結論とすることで決定しまし

た。

最終の第９回目の委員会で、採決の結果14

人案が４人、15人案が３人で、委員会の結論

として14人案と決定しました。

なお、実施時期については、次の一般選挙

から適用すべきであるとの結論に達し、議員

定数調査特別委員会の会議を終了し、臨時会

に委員会報告をすることとしました。

議員の活動には、行政の監視に留まらず、

積極的な政策提言や地方分権への対応が求め
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られ、議会の果たす役割が従来にも増して拡

大してきている状況にあります。そういう中

で、議員自ら資質の向上を図るとともに、民

意の反映に最大限努力し、その結果として議

員並びに議会に対する町民の期待が高まり、

信頼される議会となるように努めなければな

りません。今後ともより一層の自己研鑽と議

会の活性化を図る必要性があることを付記

し、議員定数調査特別委員会の経過及び結果

の報告といたします。

（翁長英夫議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで議員定数調査特別委員会報告につい

てを終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

以上で本臨時会に付された意見は全て終了

しました。

会議を閉じます。

これで平成11年久米島町議会第１回臨時会

を閉会します。

お疲れさまでした。

（午後 ２時15分）
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。

久 米 島 町 議 会 議 長 仲 地 宗 市

署名議員（議席番号３番） 宮 里 洋 一

署名議員（議席番号４番） 仲 村 昌 慧



平成19年（２００７年）

第２回久米島町議会定例会

１日目

３月９日
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平成19年 第２回久米島町議会定例会

会議録 第１号

招 集 年 月 日 平成19年３月９日 （金曜日）

招 集 の 場 所 久 米 島 町 議 会 議 事 堂

開 散 会 日 時 開 会 ３月９日 午前10時00分 議 長 仲 地 宗 市
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（午前 10時00分 開議）

○ 議長 仲地宗市

おはようございます。３月定例会の開会に

先立ち一言ごあいさつを申し上げます。今定

例会の会期日程及び議案等の取り扱いについ

ては、３月２日の議会運営委員会で決定され

ました。今定例会は町長の施政方針をはじめ、

平成19年度の当初予算を審議する重要な議会

であります。

なお、新年度予算につきましては、予算審

査特別委員会で審査されたことになっており

ます。執行部におかれましては、円滑な議会

運営及び議案審議が行われますよう、議案等

の説明にあたっては関係資料を十分準備して

臨んでいただきたいと思います。

また、各議員におかれましては、本会議に

おいて適正妥当な決議に達せられますようお

願い申し上げまして、開会のあいさつと致し

ます。

ただいまから平成19年第２回久米島町議会

定例会を開会します。

これより本日の会議を開きます。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 仲地宗市

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、５番宮田勇議員、６番上

里朝幸議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 仲地宗市

日程第２、会期の決定を議題とします。

お諮りします。

本定例会の会期は、本日３月９日から３月

23日までの15日間としたいと思います。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。従って、会期は本日

３月９日から３月23日までの15日間に決定し

ました。

日程第３ 議長諸般の報告

○ 議長 仲地宗市

日程第３、議長諸般の報告を行います。

平成18年12月26日から私が出席しました会

議等の概要をお手元に配布してありますの

で、ご覧になっていただきたいと思います。

これで諸般の報告を終わります。

次に、地方自治法第235条の２第３項の規

定により、例月出納検査の結果報告をお手元

に配布しました。朗読は省略します。

日程第４ 町長施政方針

○ 議長 仲地宗市

日程第４、これから、町長の施政方針を行

います。

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

平成19年度の施政方針を述べさせていただ

きます。

平成19年度施政方針

はじめに

平成19年３月定例議会の開会にあたり、町
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政運営に対する私の所信を申し上げ、町民の

皆様並びに議員各位のご理解とご協力を頂き

たいと思います。

ご存じのとおり全国の地方自治体は、三位

一体の改革や地方分権の流れの中で、地域の

知恵と創意工夫を活かし、地域の活性化に向

けて「自己決定」、「自己責任」により行政

運営に取り組むことが求められています。

私は昨年の５月に就任以来、課題山積の中、

まっしぐらに突き進んできた感があります。

この間たくさんの町民や内外の皆様からの意

見を拝聴することができ、久米島町の厳しい

財政状況をなんとかしないといけない、経済

の閉塞状態をなんとかしないといけないとい

う一身で行政に関わってきました。

これからの行政運営においても、役場職員

が変われば久米島町が変わるという信念のも

と、たいへん厳しい財政状況の中、久米島町

の活性化と町民サービスの向上のため、町民

の皆さんと情報を共有し、一緒に考え、協力

して、選挙公約に掲げた基本理念、子ども達

が「心豊かで元気」のある町づくり、若者が

将来に「夢と希望」が持てる町づくり、お年

寄りが「安心」して暮らせる町づくりを実現

するため、全力を傾注して参る所存でありま

す。

次に、平成19年度予算案について、ご説明

申し上げます。

平成19年度予算は、一般会計予算が60億4

千6百77万4千円で、対前年度比8億3千7百3万

6千円（12.2％）の減となっています。

主な要因としまして、久米島総合運動公園

整備事業（久米島野球場）や仲泊８号線改良

事業、具志川中学校改築事業、島の学校体験

交流施設整備事業の完了によるものでありま

す。

特別会計は総額27億3千9百14万1千円で、

対前年比1億9千4百6万2千円（7.7％）の増と

なっています。

平成19年度に実施する事業について項目毎

にご説明申し上げます。

１．行財政改革の推進

私は、昨年５月に就任以来、収入役の廃止、

助役、教育長の内部登用、勧奨退職の推進等

により、職員定数の削減に取り組んできまし

た。

今年度はさらに行財政運営の効率化と経費

削減を図るため、機構改革と事務事業の見直

しを行います。その概要は次のとおりであり

ます。

(1) 公共施設の管理一元化による効率的な

行政運営

施設管理課を新設し、各課が管理している

公共施設の管理を施設管理課へ一元化するこ

とにより、主管課は本来の業務に集中できる

ようにすると共に、本庁各課の人員配置を見

直し、施設管理に一般職員を充てることによ

り、委託料や賃金の大幅な削減を行います。

(2) 雇用定住促進のためのプロジェクト推進

室の設置

公的部門の経済が縮小する中において、本

町の産業を振興し、雇用の確保と定住を促進

し、若者が将来に夢と希望をもてるまちづく

りを行うには、企業誘致、高速船導入、ゴル

フ場開発などの本町が抱える重要プロジェク

トに重点的に取り組み、これらの課題を解決

する必要があります。そのため、プロジェク

ト推進室を設置し、これらの課題に取り組ん

でまいります。さらに、行政運営にあたって

は、町民と協働のまちづくりを進めると共に、
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職員の意識改革を図り、行財政改革を推進し

てまいります。

２．産業の活性化

(1) 農業の振興

本町の基幹産業である農業は、引き続き、

主要産業として位置づけし、積極的に振興を

図ってまいります。農業を取り巻く環境は、

依然として厳しく、農業従事者の高齢化に加

え、農業の担い手不足の問題、市場の産地間

競争や気象状況の変化による出荷取引価格の

問題等の不安定要素がありますが、その対策

については、栽培技術や経営の改善向上など

抜本的な対策を講ずる必要があるため、関係

機関との連携強化を図りながら取り組みをし

てまいります。

サトウキビについては、栽培農家の高齢化

問題、気象条件、地力による反収低下の問題

等があり、反収増加による生産拡大に向けて

サトウキビ振興協議会を中心に取り組みの強

化を図ってまいります。

野菜、花卉、果樹栽培については、引き続

き栽培技術の向上による安定的な所得の向上

を図り、担い手農家の育成、後継者の育成等

に努めてまいります。また、安定的な花卉生

産を推進するため、花卉集出荷貯蔵施設を整

備し、共同選別作業等による労力軽減により、

生産拡大を図ってまいります。

葉たばこ栽培については、天候不良により

生産量の減収及び品質低下が続いており、抜

本的な対策が必要であり、引き続きサトウキ

ビとの輪作体系を維持しながら、地力を高め、

病害虫防除対策に努めてまいります。

畜産については、肉用牛の飼育環境が良く

なり、飼育頭数も増加傾向にありますので、

引き続き肉用牛生産地の定着を目指して、優

良牛導入事業の推進、家畜防疫体制の強化、

家畜共済加入支援等を行い、所得の安定向上

を図ってまいります。

特殊病害虫防除対策については、現在、国

・県が防除を実施しているアリモドキゾウム

シ、イモゾウムシについては、引き続き防除

事業を実施してまいります。

アリモドキゾウムシについては、平成19年

度において根絶される見込みでありますの

で、根絶事業と並行して、甘藷栽培について

も積極的に生産振興を図ってまいります。

平成18年度から建設している堆肥化施設が

平成19年度において完成することになってい

ますので、運営体制を確立し、畑作栽培の基

本的な部分である地力増進対策に向けて、有

効な活用が図れるよう取り組みしてまいりま

す。

(2) 漁業の振興

漁業は農業とともに島の基幹産業であり、

引き続き、漁業後継者の育成や所得向上に積

極的に振興を図ってまいります。

また、モズク養殖の安定的な栽培を推進す

るため、平成19年度において、国・県の強い

水産業づくり交付金事業を導入し、モズク種

苗施設の整備を図ってまいります。

(3) 製造業の振興

海洋深層水関連企業については、事業所毎

に色々と新しいアイテムも開発され、売れ行

きも順調に伸びていることから、今後とも新

規企業の誘致を目標に、用地の確保や立地条

件の整備等々を行い、積極的に企業立地を支

援してまいります。

また、特産品の開発についても、地元で生

産される農産物や海産物を利用した製品開発

や久米島紬の後継者育成も引き続き支援して
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まいります。

(4) 観光の振興

プロ野球球団「東北楽天ゴールデンイーグ

ルス」のキャンプも今年で３年目を終えまし

た。キャンプ期間中、マスメディアによる本

町の宣伝効果により、観光産業をはじめ、そ

の他産業振興への波及効果も大きく期待でき

ることから、引き続き受け入れ態勢を強化し、

同球団によるキャンプ地として定着できるよ

う取り組んでまいります。

建設中であった体験滞在交流施設の完成を

期に、「島の学校」の拠点施設としてインタ

ープリターの養成、強化及び資質の向上等を

図り、観光客の受け入れ態勢の充実、体験滞

在型プログラムの充実を図り、観光入域客の

増大に努めてまいります。

また、「バーデハウス久米島」の施設を観

光商品として「いやしの里久米島」をキャッ

チフレーズに、県内外へのＰＲも積極的に行

い、観光端境期といわれる冬場対策について

も積極的に取り組んでまいります。

３．環境保全・地域美化の推進

島の豊かな自然環境を保全していくために

は、町民の意識改革が必要であり、環境教育

やボランティア組織の育成などを通して、自

然保護思想の普及や意識の高揚を図っていき

ます。また、ごみの排出量を減らすための施

策を推進するとともに、分別方法の見直しに

より、資源化率を高め、資源ゴミを島外へ搬

出することで、処理施設の延命化を図ってま

いります。

島をきれいにして、島の自然を取り戻すこ

とによって、島を訪れる観光客等のリピータ

ーを増やし、地域の活性化を図っていきます。

そのためには、海や河川、海岸等の再生、保

安林等の整備、島全体の美化を推進してまい

ります。

４．教育環境の向上・人材育成の推進

私は、教育や人材育成は最も重要なことだ

と思います。社会的に困窮している時こそ人

材の育成が不可欠であると考えます。

久米島の将来を担う子ども達の教育水準の

向上のための施策を推進し、教育環境の改善

に努めてまいります。

国の教育基本法が改正され、平成19年度か

ら教育内容が大幅に見直されるところであ

り、県においても今年度から平成23年度にお

いて、学力向上対策として、「夢・にいぬふ

ぁ星プランⅡ」が実施されます。本町といた

しましても、国、県の動向を踏まえ、適切な

対応等を講じて、本年度も幼児、児童・生徒

の学力向上のための諸施策を継続してまいり

ます。

国際化に対応するため、国際理解教育の支

援として、小学校への日本人英語講師の派遣

やＡＬＴ（外国語指導助手）を採用し、小中

学校の英語教育の支援を行います。また、児

童生徒自ら目標を定めて国語力・英語力の向

上を図るため、漢字検定及び英語検定等を継

続支援してまいります。

町民が心身共に健康で生活できるように生

涯学習の機会提供を各種団体と連携して推進

してまいります。

久米島は琉球王朝時代から中国を主とする

東洋文化の影響を受けて、沖縄の中でも独自

の文化を発展させてきました。歴史文化・民

族的見知からみても独自性をもつこの島の伝

統行事や伝統芸能の継承、文化財の保護啓発

・保全に努めてまいります。

５．福祉の充実
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近年、独り暮らしの高齢者や高齢世帯が増

加する一方、人と人とのつながりが希薄化し

つつあるなかで、地域や家庭における「見守

り」、「介護力」の低下が指摘されるなど、

高齢者を取り巻く環境が厳しい状況となって

います。

地域住民がお互いに助け合い、ともに生き

るまちづくりを目指して、高齢者、障害者、

障害児、児童などを含むすべての町民が、身

近な地域で生きがいを持ち、明るく住みよい

社会生活を実現するために、町社会福祉協議

会、関係機関と連携を密にし、各種福祉サー

ビスの充実強化に努めてまいります。

老人福祉及び介護保険事業については、介

護保険制度の改正により、新たに創設された

地域支援事業において、介護予防事業、包括

的支援事業等を実施し、保健、福祉、介護及

び医療、健康づくり等が一体となった予防重

視型のシステムの構築を図ってまいります。

障害福祉については、障害者、障害児の福

祉増進を図るとともに、障害の有無にかかわ

らず、人格と個性を尊重し、安心して暮らす

ことができ、自立した日常生活を営むために

必要な障害福祉サービスの支援をしてまいり

ます。

児童福祉については、他市町村同様、出生

率の低下と共に、次世代を担う児童生徒の減

少が大きな社会問題となっております。子育

てをしている全ての家庭が安心して子育てが

できるよう、子育て支援センターを中心に、

保育士、保健師、栄養士、児童委員などさま

ざまな分野の専門家が子育てに関わる地域の

身近な相談委員として、関係者間の連携を強

め、子育て家庭への多面的な支援を推進して

まいります。

町民が健康で豊かな生活がおくれるように

するためには、健康づくり事業の推進、公立

久米島病院や老人福祉施設、社会福祉協議会

との連携など、町民が安心して暮らせる環境

づくりを推進してまいります。

平成19年度予算案の総額は次のとおりであ

ります。

一般会計 60億4千6百77万4千円。

国民健康保険特別会計 10億9千5百57万円。

老人保健特別会計 10億4千5百18万4千円。

下水道事業特別会計 2億7千6百7万3千円。

農業集落排水事業特別会計 3百98万9千円。

水道事業特別会計 3億1千8百32万5千円。

合計 87億8千5百91万5千円。

以上、平成19年度の町政運営にあたり、私

の所信や予算案などについて述べてまいりま

した。

私は「子どもに愛を、若者に夢を、お年寄

りに安心を」をモットーに、久米島町の発展

と町民の幸せのために頑張りますが、そのた

めにも久米島町の財政を建て直すことが最重

要課題であり、私を含めて職員一同、報酬、

給与の削減、各種団体への補助金削減や廃止

等を実施せざるを得ない状況であり、町民の

皆様並びに議員各位のご理解とご協力をお願

い申し上げ、私の施政方針と致します。

平成19年３月９日 久米島町長 平良朝幸

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで町長の施政方針を終わります。

日程第５ 久米島町水道事業給水条例の

一部を改正する条例について

○ 議長 仲地宗市

日程第５、議案第12、久米島町水道事業給
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水条例の一部を改正する条例についてを議題

とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

議案第12号、久米島町水道事業給水条例の

一部を改正する条例。

上記議案を提出する。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町水道事業給水条例の一部を改正す

る条例。

久米島町水道事業給水条例の一部を次のよ

うに改正する。

第15条に次の１項を加える。

２、給水装置の新設工事申請は、１給水装

置につき、口径別納付額表の加入金を納付し

なければならない。

口径別納付額表

口径13㎜が1万5千円、20㎜3万5千円、25㎜

5万4千円、30㎜11万9千円、40㎜18万4千円、

50㎜36万2千円、75㎜87万8千円。

附則、この条例は平成19年４月１日から施

行する。

提案理由

加入金の納付に伴い、本条例を改正する必

要がある。これがこの条例改正案を提出する

理由である。

２ページ目に、久米島町水道事業給水条例

の新旧対照表がございますので、よろしくご

審議お願い申し上げます。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

これの改定することによって、どのぐらい

の給水量で増水が見込めますか。

○ 議長 仲地宗市

又吉敏雄水道課長

○ 水道課長 又吉敏雄

お答え致します。この条例案は加入金の納

付の条例案でありまして、増水については件

数によって変わってきます。メーター１個に

対しての納付金額でありますので、それでい

くらというのはちょっと予想ができないよう

な状態であります。

○ 議長 仲地宗市

17番國吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

最近は建築ブームとまでは言われておりま

せんが、アパートや住宅が建設されている中

で、口径のミリ数が大きくなってくると、周

辺の住宅の方に水の供給の影響はないのかお

伺いします。

○ 議長 仲地宗市

又吉敏雄水道課長。

○ 水道課長 又吉敏雄

お答え致します。口径が大きくなれば周辺

に影響がないかというご質問ですけど、極端

に側に13㎜がきて、すぐ隣に50㎜があれば影

響は出てきます。今、久米島一円においては、

住宅を新設する場合、殆どがタンクを設置し

ております。そういうことでタンクを設置す

れば、そういう影響はなくなると思われます。

○ 議長 仲地宗市

17番國吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員



- 43 -

今、各住宅は殆どタンクを設置されており

ますが、アパートとか大きな施設の場合はど

うしても、タンクはありますが、そのタンク

に水を供給するまでの間、例えば地域とか、

浄水場から中間のタンクがありますよね。そ

のタンクに取水するとき取水量に影響がない

のかお伺いします。

○ 議長 仲地宗市

又吉敏雄水道課長。

○ 水道課長 又吉敏雄

お答えします。今、久米島町には18カ所の

各地域のタンクがございます。そして、その

18基というのは浄水場が水を供給できない状

態から12時間以上持つように計算されており

ます。そういうことで、浄水場が稼働してい

る限り、そういう影響はないと思います。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

議案第12号、提案理由で加入金の納入に伴

いということで、今回この条例を提案してい

るわけですけれど、平成19年度の予算を見ま

すと、3億1千832万5千円ということで今回提

案することになっていますが、水道会計特別

会計の予算、今回一般会計から持ち出しがあ

るのか。財政が苦しくはないのかどうか、水

道特別会計においては。そのへんはどうなん

ですか。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 10時25分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 10時26分）

議長 仲地宗市

休憩します。（午前 10時27分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 10時28分）

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

この件については予算の中でまた質問した

いと思います。

○ 議長 仲地宗市

他に質問はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから議案第12号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第12号、久米

島町水道事業給水条例の一部を改正する条例

については、原案のとおり可決されました。

日程第６ 議決内容の一部変更について

（町道奥武島号線上部工工事

請負契約）

○ 議長 仲地宗市

日程第６、議案第13号、議決内容の一部変

更（町道奥武島１号線上部工工事請負契約）

についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

おはようございます。それでは、議案第13

号、議決内容の一部変更について。
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平成18年第７回久米島町議会臨時会で議案

第56号をもって議決された町道奥武島１号線

１号橋上部工工事請負契約にかかる議決内容

の一部を次のように変更する。

記

請負金額「2億2千417万5千円」を「2億4千

189万9千円」に変更する。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

町道奥武島１号線１号橋上部工工事につい

て、工事内容を一部変更する必要がある。こ

れがこの議案を提出する理由であります。

別紙において、工事改定契約書、そして平

面図を貼付しておりますので、ご参照下さい。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

13番真栄平勝政議員。

○ 13番 真栄平勝政議員

提案理由での工事内容の一部変更とありま

すが、これは図面見ても自分達が理解できな

いんですけれど、その内容の説明をお願い致

します。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 10時31分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 10時34分）

お諮りします。本件については、12番大田

哲也議員に直接の利害関係がある事件である

と認められますので、地方自治法第117条の

規定によって、議員の除斥したいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

異議なしと認めます。従って、12番大田哲

也議員を除斥することに決定しました。

（大田哲也議員退席）

○ 議長 仲地宗市

ただいま13番真栄平勝政議員の質問に、神

里稔建設課長が答弁をします。

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

ただいまの一部変更の内容についてご説明

申し上げます。町道奥武島１号線１号橋上部

工工事につきまして、今回変更の内容でござ

いますが、上部工橋梁内における防水工、排

水工、高欄取付用ボルト、基礎工事等でござ

います。

これにつきましては、平成18年10月19日に

契約締結した１号線１号橋でございますが、

まず別件工事において契約を締結した場合、

高所での複数業者の施工となり、作業員の安

全性の確保や出戻り工事が生じないよう施工

順序等を勘案して、今回一部変更して改定契

約しようとするものであります。よろしくお

願いします。

○ 議長 仲地宗市

別に質疑ございませんか。

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第13号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成
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の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第13号、議決

内容の一部変更（町道奥武島１号線上部工工

事請負契約）については、原案のとおり可決

されました。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 10時38分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 10時38分）

日程第７ 沖縄県介護保険広域連合規約

の変更について

○ 議長 仲地宗市

日程第７、議案第17号、沖縄県介護保険広

域連合規約の変更についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第17号、沖縄県介護保険広域連合規約

の変更について

地方自治法第291条の３の規定により、沖

縄県介護保険広域連合規約を次のとおり変更

する。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

沖縄県介護保険広域連合規約の一部を改正

する規約。沖縄県介護保険広域連合規約の一

部を次のとおり改正する。

第11条第２項中「その定がないとき」を「そ

の定めがないとき」に改め、同条第３項中「事

務吏員」を「職員」に改める。

第13条の次に次の１条を加える。

（会計管理者）

第13条の２、広域連合に会計管理者を置く。

２ 会計管理者は、第14条に定める職員の

うちから広域連合長が命じる。

第14条中「吏員その他の職員」を「職員」

に改める。

附則

この規約は平成19年４月１日から施行す

る。

提案理由

地方自治法の一部を改正する法律の施行に

よる会計管理者の設置の規定の整備すること

等に伴い、沖縄県介護保険広域連合規約を変

更するため、地方自治法第291条の11の規定

に基づき、この案を提出する。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第17号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第17号、沖縄

県介護保険広域連合規約の変更については、

原案のとおり可決されました。



- 46 -

日程第８ 久米島町部門設置条例の一部

を改正する条例について

○ 議長 仲地宗市

日程第８、議案第18、久米島町部門設置条

例の一部を改正する条例についてを議題とし

ます。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第18号、久米島町部門設置条例の一部

を改正する条例

上記議案を提出する。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町部門設置条例の一部を改正する条

例。久米島町部門設置条例の一部を次のよう

に改正する。

第１条中「税務部門」を削り、「福祉部門」

を「町民生活部門」に改める。

第２条２、「総務部門」中、第７号を削り、

第８号を第10号とし、第６号の次に次の３号

を加える。（７）町税に関すること。（８）

基準財政収入額に関すること。（９）地方譲

与税交付金に関すること。

第２条中「税務部門」を削る。

第２条「福祉保健部門」中、「福祉保健部

門」を「町民生活部門」に改め、第６号の次

に、次の一部を加える。（７）戸籍・住民基

本台帳及び印鑑登録に関すること。

第２条「環境整備部門」中、第７号の次に、

次の１号を加える。（８）公共施設の管理に

関すること。

附則

この条例は平成19年４月１日から施行す

る。

提案理由

効率的、効果的な行政運営を行うため、機

構を改革する必要がある。これがこの条例を

提出する理由であります。

別紙において新旧対照表を貼付しておりま

すので、ご参照下さい。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

提案理由の中で、効率的、効果的な行政運

営を行うため機構改革するとなっているんで

すが、これは確か機構改革してからまだ２カ

年ぐらいしか経ってないんですよね。発展的

改革なのか。議会から見ていて非常に疑問が

ある。内部をかき回してるだけじゃないかと、

職員に不安を与えているだけじゃないかと、

そういう感じもするんですが。また同じよう

な文言で改革をしようとしている。ある面で

は能がないということも言えると思うんで

す。どのように考えているのか。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

ただいまの上里議員のご質問にお答えしま

す。確かに機構改革をして２カ年しか経って

おりませんが、この２カ年の財政状況、社会

状況も含めて激変しております。従って、時

代に適用するように組織は弾力的に変えてい

くということです。
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それと併せて、組織というのはやってみな

いと分からないという部分がございます。や

ってみてまずい部分は直すということで、柔

軟に対応するということです。特に今回の場

合は、非常に厳しい財政状況がより尚一層厳

しくなったという認識の下に徹底した経費の

削減を行うということを主眼に機構の改革を

行っておりますので、ひとつご理解をよろし

くお願い致します。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

いい方向に改革すればいいんだけど、また

元に戻っている状態なんです。それをどう判

断するか、要は、そこがおかしいと言ってい

るんです。それに対しては職員は不満いっぱ

いだと思いますよ。だから全然つじつまが合

わないと思うんですが。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

ただいま上里議員からご質問がありました

とおり、確かに元に戻った部分もございます。

例えば、総務にあった消防、防災、交通安全、

選挙関係、それがそっくりそのまま総務課に

戻ったということです。これについては当初

の考え方は、町民生活に密接した部分は町民

課に集めてやっていこうということでござい

ましたが、今回、特に本庁の事務部門を類似

市町村並に絞ってやっていく。その余剰人員

を施設管理に充てていくということでやって

おりましたので、これまで一人でやっていた

事務を1.25あるいは1.3、一人で1.3ぐらいの

事務をやっていかないと対応できないという

現実的な問題がございます。例えば、総務課

ですと、これまで８名、９名配置されていた

職員が、１年間で正職員が２名、臨時が１名、

含めて３名、約３分の１減るわけですよね。

従って、総務課の担当事務の部分は、これま

での1.2倍、1.3倍一人でやらないと事務が処

理できないということになりますので、ある

程度人数を集めてこないと、総務課の元々持

っている事務を処理できないということにな

りましたので、今回元に戻しております。

それから、ある程度、消防、防災、危機管

理の部分はある一定の人数がいないと機動的

に対応できない、緊急時に対応できないとい

う部分もございます。そうした事情を勘案し

て元に戻しました。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑ありませんか。

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

１点だけ質疑します。管理部門が出てきま

すね。この中で委託費とか賃金の大幅削減と

いうことが主目的となっていますが、関連し

て考えてほしいなというのが１点あります。

現在かなりの雇用効果が生じていると思うん

です。雇用の場がないということで島がどう

なんだろうというかたちで議論をしようとし

ている。こういう状況の中で、雇用機会が大

幅に失われた時に、これらの雇用をどこでど

う吸収していくのか。そこらへんまで関連を

して、財政の部分で考えないと、雇用の部分

まで含めて考えているのかどうか、そこらへ

んの説明をお願いします。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

ただいまの質問にお答え致します。まさに
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平田議員がおっしゃるとおりだと考えており

ます。これだけ経費を落とすということは反

面雇用が失われていくということでございま

すが、確かにそのとおりでございます。しか

し、長期的な町の行財政運営を考えると、あ

る程度やむを得ない部分もあるということ

と、それと併せて雇用を確保するために、今

回、雇用定住推進室を設置したということで、

並行してその新たな雇用の確保策も取り組む

ということでご理解をいただきたいと思いま

す。それから今、最優先されることは、町の

財政を建て直して、持続ある行政運営ができ

るようにやっていくということが最重要課題

だと思います。

それから長い目で見て町の雇用の確保、定

住の促進、産業の振興につながっていくとい

うことでご理解をお願い致します。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

あとは一般質問の中でもやりますが、ただ

考えてほしいのは、雇用が減少していった時

に、波及効果として税収への跳ね返りの問題、

あるいは国保との関連の問題とか、目に見え

ない部分であちこちに波及をしていくという

部分があります。そこらへん一方の効率化に

伴って、他方で雇用の場が失われていく。逆

にそのことによって若者が島を離れていくと

いう、それを促進するかたちになるのか。そ

のへんも十分考えて、そこらへんは具体的な

雇用プロジェクトをやるんだといっておりま

すので、そこらへんもうちょっと具体的考え

があれば、説明をお願いします。あと細かい

部分は一般質問の中でやります。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

確かに相当数の雇用が失われるということ

は非常に心の痛い思いであります。しかし、

我々が今、課された重要課題というのは、久

米島町を財政破綻させないためにというのを

最重要、最優先課題としておりますので、そ

れで心を鬼にするという部分もあります。

また、その辞めていく臨時職員については、

久米島商工会の理事の皆さんとも話し合っ

て、どうにか雇用できる場所を探してくれと

いうこともやってきました。そして、大原に

あるサイプレスリゾートの皆さんにもお願い

をしてあります。ただ、短期的に雇用、解雇

される皆さんについては、今のところそれし

か為す術がないということが現状でありま

す。しかしながら、我々の財政が本当に健全

なものになっていけば、長期的に見れば、将

来雇用効果を生むということも考えて、全体

的に考えたことでご理解いただきたいと思い

ます。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑ありませんか。

13番真栄平勝政議員。

○ 13番 真栄平勝政議員

附則のところで、提案理由で条例は19年４

月１日から施行されますけど、対照表では附

則の方で、そのまま18年４月１日になってい

ますけれど、これはどういうことですか。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

新旧対照表の附則の方ですが、これは現在

ある分だけしか載っけてございません。新し

い条例の附則の分はまだ載っけてないという
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ことで、附則はあくまでも、その改正案の附

則、19年４月１日施行ということでお願いし

たいと思います。

○ 議長 仲地宗市

真栄平議員、よろしいですか。

（「はい」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

５番宮田勇議員。

○ ５番 宮田勇議員

効果的な行政運営をという目的で税務部門

を無くすんだが、今、町税の徴収率が低い中

で税務部門を無くすということは、今後の自

主財源確保はもちろんのことだが、税務課の

任務内容に支障はないか、そのへん答えて下

さい。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

今回の税務部門を廃止して総務部門に編入

ということにつきましては、やはり税と財政

というのは一体化、一つであるという考え方

です。特にそれと併せて今後の徴収態勢につ

いては全庁的な横の連携をとって、徴収強化

に取り組んでまいりたいと考えております。

それから、既に終わったんですが、今回旧

具志川地域を全課長動員して、地域を割り振

りして横断的に集中的に特定の時期に徴税に

取り組むということもやってまいりました。

今後とも、この全職員を動員して、課を横断

的にこの徴税の強化に取り組んでまいりたい

と考えております。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第18号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第18号、久米

島町部門設置条例の一部を改正する条例につ

いては、原案のとおり可決されました。

休憩します。（午前 10時58分）

○ 議長 仲地宗市

引き続き会議を開きます。

（午前 11時09分）

日程第９ 沖縄県市町村自治会館管理組

合規約の変更について

○ 議長 仲地宗市

日程第９、議案第19号、沖縄県市町村自治

会館管理組合規約の変更についてを議題とし

ます。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第19号、沖縄県市町村自治会館管理組

合規約の変更について

地方自治法第286条第１項の規定により、

沖縄県市町村自治会館管理組合規約の一部を

次のとおり変更する。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

沖縄県市町村自治会館管理組合規約の一部
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を改正する規約。沖縄県市町村自治会館管理

組合規約の一部を次のように改正する。

第４条中「那覇市旭町116番地30沖縄県市

町村自治会館内」を「那覇市内」に改める。

第６条及び第８条中「および」を「及び」

に改める。

第９条の見出し中「および」を「及び」に

改め、同条第１項中「管理者、副管理者およ

び収入役」を「管理者及び副管理者」に改め、

同条第２項中「および」を「及び」に改め、

同条第３項中「副管理者および収入役は」を

「副管理者は、」に改める。

第10条中「管理者、副管理者および収入役」

を「管理者及び副管理者」に改める。

第11条第１項中「および」を「及び」に、

「ならびに」を「並びに」に改め、同条第３

項を削り、同条の次に次の１条を加える。

（会計管理者）

第11条の２ この組合に会計管理者を置

く。

第12条第１項中、「吏員その他」を削る。

第13条を次のように改める。

（監査委員）

第13条 この組合に監査委員２人を置く。

ただし、条例でその定数を増やすことができ

る。

２ 監査委員は、管理者が組合の議会の同

意を得て組合議員及び識見を有する者のうち

から選任する。この場合において、組合議員

から選任する監査委員の数は１人とする。

３ 監査委員の任期は２年とする。ただし、

組合議員のうちから選任された者にあって

は、組合議員の任期による。

第14条中「および」を「及び」に改める。

附則

（施行期日）

１ この規約は、沖縄県知事の許可の日か

ら施行する。

（収入役に関する経過措置）

２ この規約の施行の際現に在職する収入

役は、その任期中に限り、なお従前の例によ

り在職するものとする。この場合においては、

この規約による改正後の沖縄県市町村自治会

館管理組合規約（以下「改正後の規約」とい

う。）第９条、第10条及び第11条の２の規定

を適用せず、この規約による改正前の沖縄県

市町村自治会館管理組合規約（以下「改正前

の規約」という。）第９条、第10条及び第11

条の規定は、なおその効力を有する。

（監査委員に関する経過措置）

３ この規約の施行の際現に在職する監査

委員は、その任期中に限り、なお従前の例に

より在職するものとする。この場合において

は、改正後の規約第13条の規定を適用せず、

改正前の規約第13条の規定は、なおその効力

を有する。

提案理由

地方自治法の一部を改正する法律の施行及

び沖縄県市町村自治会館管理組合の事務所の

位置の変更に伴い、同組合規約を変更するた

め、地方自治法第290条の規定に基づき、こ

の案を提出する。

次ページ以降は新旧対照表を貼付しており

ますので、ご参照下さい。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

16番本永朝辰議員。
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○ 16番 本永朝辰議員

第４条中、これまで自治会館、那覇市旭町

の116番地の30とありますが、今回、那覇市

内となっていますね。そこでその住所がない

んだが、これは暫定的なものだから住所を入

れてないだけなのか、そこをお願いしたい。

○ 議長 仲地宗市

平田光一総務課長。

○ 総務課長 平田光一

自治会館を壊して再整備ということで、そ

の暫定ということです。

○ 議長 仲地宗市

16番本永朝辰議員。

○ 16番 本永朝辰議員

そうしますと、これは番地はないんですか。

現在那覇市内とありますね。現在の自治会館

のあとの住所ですよ、そこはどうなんでしょ

うか。どこに事務所を移すのか。

○ 議長 仲地宗市

平田光一総務課長。

○ 総務課長 平田光一

新しい施設が整備されるまでは、他の施設

を間借りして行うということであります。

○ 議長 仲地宗市

16番本永朝辰議員。

○ 16番 本永朝辰議員

まだ決まっていないということですか。ま

だどこに移るということは、住所があると思

うんですが。

○ 議長 仲地宗市

平田光一総務課長。

○ 総務課長 平田光一

元の県庁を建設する時の壷川庁舎がありま

したが、そのところとの今調整中ということ

で、実際の住所は入れてありません。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第19号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第19号、沖縄

県市町村自治会館管理組合規約の変更につい

ては、原案のとおり可決されました。

日程第10 沖縄県町村交通災害共済組合

規約の変更について

○ 議長 仲地宗市

日程第10、議案第29号、沖縄県町村交通災

害共済組合規約の変更についてを議題としま

す。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第29号、沖縄県町村交通災害共済組合

規約の変更について

地方自治法第286条第１項の規定により、

沖縄県町村交通災害共済組合規約を別紙のと

おり変更する。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由
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沖縄県町村交通災害共済組合の事務所の位

置の変更。地方自治法の一部を改正する法律

の施行による収入役の廃止及び会計管理者の

設置並びに監査委員の規定の整備をすること

と等に伴い、同組合規約を変更するため、地

方自治法第290条の規定に基づき、この案を

提出する。

別紙において、規約新旧対照表を貼付して

おりますので、ご参照下さい。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第29号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第29号、沖縄

県町村交通災害共済組合規約の変更について

は、原案のとおり可決されました。

日程第11 沖縄県市町村総合事務組合規

約の変更について

○ 議長 仲地宗市

日程第11、議案第32号、沖縄県市町村総合

事務組合規約の変更についてを議題としま

す。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第32号、沖縄県市町村総合事務組合規

約の変更について。

地方自治法第286条第１項の規定により、

沖縄県市町村総合事務組合規約を別紙のとお

り変更する。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由でありますが、沖縄県市町村総合

事務組合の事務所の移転に伴う住所の変更、

地方自治法の一部を改正する法律の施行によ

る収入役の廃止及び会計管理者の設置並びに

監査委員の規定の整備をすることに伴い、同

組合規約を変更するため、地方自治法第290

条の規定に基づき、この案を提出する。

別紙において、規約並びに新旧対照表を貼

付しておりますので、ご参照下さい。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第32号を採決します。
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本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第32号、沖縄

県市町村総合事務組合規約の変更について

は、原案のとおり可決されました。

日程第12 平成18年度久米島町一般会計補

正予算（第５号）について

○ 議長 仲地宗市

日程第12、議案第21号、平成18年度久米島

町一般会計補正予算（第５号）についてを議

題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第21号、平成18年度久米島町一般会計

補正予算（第５号）の概要についてご説明申

し上げます。

平成18年度久米島町一般会計補正予算（第

５号）は、歳入歳出とも1千556万1千円を追

加し、76億9千575万8千円と定める。

２ページ以降の資料をお開きになって下さ

い。歳入につきましては、主に補助事業の変

更に伴い、国庫支出金495万9千円をマイナス

にし、県支出金2千188万4千円がマイナス、

町債2千10万円のマイナス減額であります。

増額としましては、地方特例交付金335万5

千円、普通交付税865万9千円、財産収入の町

有地売払5千911万1千円となっております。

４ページ以降の歳出につきましては、主に

退職者増に伴い、退職者特別負担金2千990万

円、電算統一移行事業委託料の確定により、

マイナス2千136万7千円、離島空路確保対策

分負担金3千641万6千円であります。また、

国民健康保険特別会計3千997万2千円、老人

保健特別会計186万1千円の繰り出しとなって

おります。その他は事務事業費の変更に伴う

補正となっております。

以上が平成18年度久米島町一般会計補正予

算（第５号）の主な概要となっております。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願い致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 11時27分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 11時30分）

これから質疑を行います。

16番本永朝辰議員。

○ 16番 本永朝辰議員

歳入の15ページ、先程もちょっと質問があ

ったんですが、財産収入の不動産売払収入が

5千911万1千円、町有地売払収入とあるんで

すけれど、これはどこの財産売り払いなのか。

それから、歳出の31ページ、農林水産業費、

農業費の構造改善事業の18節備品購入費、14

6万9千円、この説明ですね。

それから、34ページ、８款土木費、空港費

の飛行場管理費の中で需用費、修繕料が162

万4千円、これの説明をお願いします。

○ 議長 仲地宗市

平田光一総務課長。

○ 総務課長 平田光一
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15ページの不動産売払収入の内訳ですが、

仲里小学校の側の県道への町有地売払で662

万5千710円。それから、阿里の２期で３月中

に見込みで６区画、島の学校の下の６区画が

今予定されています。それが4千647万円とい

うことで、合計5千900万円ということになっ

ております。

○ 議長 仲地宗市

仲地泰空港管理課長。

○ 空港管理事務所長 仲地泰

空港管理費の修繕費についてお答えしま

す。これにつきましては、空港南側のフェン

スの方が破壊されております。これは漂流物

によって、台風で壊れた部分。それから、長

年の塩害によって腐食したもの。そういった

ものが含まれております。

あと、もう１点としまして、飛行場灯台、

駐車場の南側の方に飛行機に対して照明でも

って飛行場の位置を知らせる灯台がございま

すが、それが長年の風雨によって塗装がはげ

ていると。錆びる前に対策を講じるというこ

とで、県の方と調整しまして予算措置してご

ざいます。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

31ページの備品購入費についてですが、こ

れについては15節の工事請負費に新山村振興

等農林漁業特別対策事業、これで実施される

助成、若者等活動促進施設。この工事費の中

に含まれている予算の組み替えで、備品購入

費に移してあります。これについては椅子、

テーブルの備品購入を予定しております。

○ 議長 仲地宗市

17番國吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

歳入10ページの町民税の中の固定資産税が

現年度課税分で592万4千円減額なっておりま

すけど、説明の方で土地家屋償却資産とあり

ますが、その内訳ですね、土地の場合は何件

ぐらいか。その家屋については何件ぐらいの

件数であるのか、説明お願いします。

○ 議長 仲地宗市

平田明税務課長。

○ 税務課長 平田明

これは当初予算をつくる際に、去年の12月

時点での資料で試算して新年度予算を組んで

あるわけなんですが、この補正によって直近

の根拠資料を基に補正した訳なんですが、今

ご指摘の詳細の増減については今、資料が手

元にございませんので、後ほどご提示したい

と思いますので、よろしくお願いします。

○ 議長 仲地宗市

17番國吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

これは過剰見込みということでの試算のあ

れですか。

○ 議長 仲地宗市

平田明税務課長。

○ 税務課長 平田明

過剰見込みとのご指摘だと思いますが、１

カ年前の時点での資料と直近の試算の資料と

の差額分ですね。それが差額となって補正額

として出てきております。

○ 議長 仲地宗市

17番國吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

あと１点質問致します。歳出の方の37ペー

ジと38ページ、教育費の中の備品購入、学校

管理備品が小学校分で420万6千円減額となっ
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て、中学で210万3千円減額になっております

が、どういう理由でそう高額の減になってい

るのか説明お願いします。

○ 議長 仲地宗市

平良進学校教育課長。

○ 学校教育課長 平良進

37ページの18節420万6千円の減額と、それ

から38ページの18節小学校分の備品購入210

万3千円、この２件につきましては、当初は

町単独の一般財源予算で、各学校のパソコン

関係の機器機材の購入費を予定しておりまし

た。この事業が企画財政の電算関係の事業で

やるということで、この事業は全部減額にし

ております。とりあえず事業は昨年の11月か

ら12月の間に完了しております。

○ 議長 仲地宗市

17番國吉弘志議員の本件に関する質疑は既

に３回になりましたが、会議規則第55条但し

書きの規定によって、特に発言を許します。

17番國吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

この備品購入については、いま課長の答弁

では町単で購入予定ということで答弁があり

ましたが、そういう高額の金額は補助金の方

でどうにかできなかったのか、それを聞いて

質問終わります。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

お答えします。先程教育課長からもありま

したように、一般単独の予算を投入しようと

いうことでありましたが、合併特例債を充て

ることが可能だということで、教育委員会の

方の財源を落として、企画財政課の予算で対

応したということであります。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

30ページの構造改善事業費の報酬のところ

で、06赤土等流出総合対策事業ということで、

マイナスの23万3千円となっていますが、こ

れはどういう報酬なのか聞きたいんですが。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

お答え致します。構造改善事業の赤土等流

出総合対策事業の報酬については、赤土防止

対策の作業員を動員した時の報酬で支払われ

ております。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

赤土対策協議会がありますが、これの報酬

とは違うわけですか。それで、赤土対策事業

の委員の報酬ということなんですが、事業は

どういうものなのか聞きたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

農家の皆さんにもチラシ等で配布してあり

ますが、その中にも説明されております。主

に緑肥作物の推進事業、そして赤土等防止板

ですね、板で枠をつくって防止する、土が流

れるところに、それを設置する事業です。

それから、赤土流出を兼ねた防風林、グリ

ーンベルトの設置で、その苗の配布に対する

助成です。その他、赤土防止対策に対応でき

るような予算であります。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。
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○ ６番 上里総功議員

今説明があったようにいろんなことをやっ

ているということなんですが、赤土がまた問

題になっておりまして、海の汚れがひどいと

いうことで、漁民の皆さん方から要望がある

んです。対策をなんとかしてくれということ

で。牧草地とか公共工事は沈砂池が設置され

だいぶ進んでいるんですが、その他の特にサ

トウキビ畑からの対策が全然なされていな

い。それにも関わらず、そういう予算を削る

ということはどういう事なのかということな

んです。予算があれば使うべきだと思うんで

すが、マイナスになっているということは事

業をやっていないということなんですが。そ

れを聞きたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

この事業については、今までやってきた事

業の予算組み替えであります。事業費そのも

のは全額県の委託を受けての事業ですので、

全額実施することになっております。報酬に

ついては減額になりますが、ほとんど原材料

費に組み替えをやって、実施することになっ

ています。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

80ページの工事請負費、トクジム農道整備

工事についてお聞きします。今回、1千151万

2千円減になって、これに伴って県の支出金

も1千269万円ですか、基盤整備促進事業とい

うことで減になっていますけど、この減にな

った理由を説明して下さい。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

お答え致します。30ページ、15節の工事請

負費が減になった理由は、現在行っておりま

すトクジム農道が平成18年度で完了します。

ですから、それに伴いまして事業費の確定に

よる減でございます。その関係で委託料とか

財産購入費等が減になっております。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

ただいまの説明では、完了に伴っての減と

いうことですけれど、これは工事請負費、入

札の減によるものとして理解してよろしいで

すか。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

一部確かに入札残もございます。まず、事

業をやる場合、最初で事業計画を立てまして。

その総事業費の枠を取るわけでございますけ

れど、事業を進捗していく中で増額したり、

あるいは減額したり出てくる場合がございま

す。今回はトクジム農道が完了することによ

って、事業費の確定による減でございます。

○ 議長 仲地宗市

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

８ページの繰越明許費、5億600万円あまり

の明許繰越がありますが、これは毎年指摘さ

れているんですけれど、先程、奥武１号線に

ついては改定契約で既に４月まで工期延長し

て繰り越しされているわけですが、その他に

ついてその繰り越しされた理由ですね、何か
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予想しえなかったことがあったのか説明お願

いします。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

まず、１番目の総務費の久米島町総合行政

情報システム構築委託業務について説明しま

す。これについては、これまで三者の業者を

選定しまして、いろんな内容を提案してもら

いまして、審査をし、この三者が実際に他の

市町村で稼働している現場も調査をし、そう

いう経緯を踏んで、去った１月の臨時議会に

おいて契約の運びになりましたが、そういう

諸々の調査に相当時間を要しまして、どうし

ても繰り越しして、電算の統一を図らなくち

ゃいけないということで、また当日において

も相当時間を要しないとスムーズにいかない

部分が出てきますので、急いで年度の初めに

間に合わすということは、大きな作業負担に

もなりますので、慎重に電算の統一が図られ

るようにということで、今回繰り越しをして、

10月までに完了させていきたいと考えており

ます。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

農林水産業費の繰越についてですが、女性

・若者等活動促進施設整備事業です。これを

実施するにあたって、指定管理は農協が受け

るということでこれまで進めてきたんです

が、町の考え方とＪＡの考え方に相違があっ

て、用地の負担の問題とか、事業の負担の問

題とか、そういったものをすり合わせするた

めに、11月頃まで調整にかかりました。工事

を発注したのが12月で、工期がかなり厳しい

ということで、５月末まで工期を延長し、そ

の分の繰越になっています。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

私の方から、久米島町総合運動公園事業に

ついて繰越の理由をご説明申し上げます。こ

の工事につきましては、駐車場の整備、園道

の整備でございますが、昨年の12月に工事を

発注してございます。その中で、実際、楽天

のキャンプがあるということで、楽天の皆さ

んが１月の23日に現地入りして、それから工

事一時中止命令を出しております。ですから、

それから３月４日まで工事が全くできない状

態で、その間については工事を中止しましょ

うということで、キャンプが終わったら再開

するということでの繰越を予定しておりま

す。それで、残りの園路につきましては、今

後は発注しまして、最終的に公園整備事業が

完了する予定は９月を予定しております。

次の奥武島につきましては、よろしいです

か。

海洋深層水区域内道路整備につきまして、

去年の12月に出した企業用地の方、目的外使

用の、議会の承認を得ましたけれど、それが

県の方からの許可が下りないということで、

我々設計して準備はしているんですが、それ

を待って工事を発注するということで繰越す

るものであります。

○ 議長 仲地宗市

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

それぞれ理由はあると思うんですが、やは

りこれだけ５億円の金額が年度内に支払われ

ないということは、地域に及ぼす経済の影響
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も大きいと思うんです、ですから、事業を執

行する場合には、やはりそういった事業が年

内に完了するように、前もってすり合わせの

検討が十分必要だと思うんです。今後そうい

うことがないように、やはり毎年指摘されて

いることですから、それだけの５億円という

金額は地域経済に及ぼす影響は大きいと思い

ます。今後そういうことのないように注意し

てもらいたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第21号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第21号、平成

18年度久米島町一般会計補正予算（第５号）

については、原案のとおり可決されました。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 11時55分）

○ 議長 仲地宗市

午前に引き続き会議を開きます。

（午後 １時28分）

日程第13 平成18年度久米島町国民健康保

険特別会計補正予算（第３号）

について

○ 議長 仲地宗市

日程第13、議案第23号、平成18年度久米島

町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

についてを議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第23号、平成18年度久米島町国民健康

保険特別会計補正予算（第３号）の概要につ

いてご説明申し上げます。

予算書の１ページから説明します。

平成18年度久米島町国民健康保険特別会計

補正予算（第３号）は、歳入歳出予算それぞ

れ1千504万2千円を減額し、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ11億3千885万4千円と定める

ものでございます。

概要を申し上げます。歳入におきましては、

２ページをお開きになって下さい。

第１款の国民健康保険税を実績として収納

率88％を見込み、補正前の額2億4千532万8千

円から3千523万4千円減額し、計2億1千9万4

千円。

第３款、使用料及び手数料を督促手数料の

収納状況を勘案し、補正前の額80万1千円か

ら20万1千円を減額し、計60万円。

第４款、国庫支出金を現在申請中の金額と

して、補正前の額4億9千908万8千円から2千8

4万9千円を減額し、計4億7千823万9千円。

第５款、療養給付費交付金を社会保険検診

料報酬支払い基金から通知に基づき、補正前

の額5千228万2千円に633万6千円を増額し、

計5千861万8千円。

第６款、県支出金を国庫支出金と同様に、

現在申請中の金額として、補正前の額5千55

万9千円から2千200万9千円を増額し、計7千2
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56万8千円。

第８款、共同事業交付金を国保連合会から

の通知を基に、補正前の額1億1千551万8千円

から2千762万3千円を減額し、計8千789万5千

円。

第９款、繰入金を歳入歳出の状況を勘案し、

補正前の額1億8千635万9千円に3千997万2千

円を増額し、計2億2千633万1千円と致します。

続きまして、３ページ、歳出おきましては、

第１款、総務費を補正前の額2千584万9千円

から42万8千円減額し、計2千542万1千円。

第２款、保険給付費を補正前の額6億3千13

万1千円から2千338万2千円減額し、計6億674

万9千円。

第５款、共同事業拠出金を国保連合会から

の通知に基づき、補正前の額1億2千105万円

から663万6千円を減額し、計1億1千441万4千

円。

第６款、保険施設費、補正前の額1千100万

円に7万4千円を増額し、計1千107万4千円。

第９款、諸支出金、補正前の額80万1千円

に1千533万円増額し、計1千613万1千円と致

します。

この補正は現在負担金や補助金に関わる変

更申請を行っており、現在における実績見込

みとして歳入を計上し、歳出においては、過

去10カ月の医療費の動向を踏まえて計上いた

しました。

以上が、平成18年度久米島町国民健康保険

特別会計補正予算（第３号）の概要となって

おります。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願い致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

国民健康保険の収納についてと、ペナルテ

ィについてお伺いしたいと思います。実は１

月の25日に市町村の国民健康保険運営協議会

の会長並びに課長会議に参加させていただき

ました。その時の報告の中で、久米島町が収

納率が一番下であると。それが83.41％。そ

の次が宮古で88.54％です。80％台は久米島

町、宮古、沖縄市であります。県平均が92.1

9％であります。今まで平成14年から16年ま

では88％で推移していました。16年と17年の

対比が5.38％低下しています。16年、17年度

のそれだけの低下した理由は何なのかお伺い

します。

それから、このペナルティというのが93％

以上はペナルティはかかりませんが、人口１

万人未満の人口のところで、91％以上93％未

満は５％のペナルティがかかります。そして、

88％から91％未満が７％。これまで７％の減

額率で久米島町はだいたい年間1千400万円か

ら1千500万円のペナルティが科されておりま

す。しかし、17年度のこの83％になると、ペ

ナルティが11％科されることになります。単

純計算すると、2千300万円前後のペナルティ

を科されるものと予測されますが、現実的に

はどのぐらいのペナルティが科されるのかお

伺いします。

○ 議長 仲地宗市

神里勇健康づくり課長。

○ 健康づくり課長 神里勇

ただいまの件についてお答え致します。こ
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れといった原因ははっきりしたことは掴んで

おりませんが、一つは、17年度は保険税の改

定のため、地域から高いという声はありまし

た。その原因でないかと思っております。

他には、収納課を設置し徴収率をアップし

ようとしましたが、連携が取れないというこ

とで、17年７月から健康づくり課に移しまし

た。ということも原因であると思います。し

かし、その他にも保険税に対する認識等が考

えられますが、細かいことについては分析は

しておりません。

そういうことで、17年度が極端に悪いとい

うことになっております。本年度はそれを踏

まえて、徴収員が戸別訪問し、不在のところ

に、「納税相談に行きましたが不在でした」

というチラシを入れております。その反応か

もしれませんが、滞納も去年は１千万円でし

たが、現在１千300万円は超しております。

１月末の現年度分徴収率をみますと、昨年よ

り４％増で、今年度は昨年より10％増予想し

ております。そういうことで改善はしつつあ

ります。

それから、徴収率によってペナルティがあ

りますが、本年度のペナルティが2千189万2

千円で、これを基にして財政調整交付金が交

付されます。

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

徴収率についてでありますが、今、税に対

する認識、払える人、払えない人、非常に生

活が苦しくて払えない人。その区別をして徴

収する方法も考えるべきじゃないかという、

運営協議会での意見が出ました。

それから、13市町村においては、預金、所

得税の還付金、不動産、軍用地料とか家屋、

土地、供託金、電話の債権とか、そういった

ものの差し押さえを13市町村でやっていると

いうことであります。同じようなことを強化

して、なかなかそれでも先程の助役の説明で

は、平成18年度の見込みとして88％しか見込

まれないと。88％あっても県下今最下位なん

です。88％あっても７％のペナルティが科さ

れると。本来でしたら93％以上、ペナルティ

を科されないような徴収をすべきだと思いま

すが、そのためには、これまでのようなこと

はもう、何か厳しい、このような法的な手段

も取るべきじゃないかなと、いつも決算の度

にこういうことを言われますが、なかなかそ

れに踏み込めないのはどうしてなのか、お伺

いします。

○ 議長 仲地宗市

神里勇健康づくり課長。

○ 健康づくり課長 神里勇

健康保険税は、今までは納税相談によって

短期交付実施しておりますが、議員がおっし

ゃるように、最悪の事態ですので、滞納差し

押さえ等も検討していかないといけないだろ

うと考えております。

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

先程の課長の答弁の中で、今年度は徴収率

が10％ぐらいアップするんじゃないかなと。

現在の徴収状況の中で、先程助役は88％の見

込みと言っていましたが、だいたい18年度は

どのくらいの見込み予算をされるのか、現在

の徴収状況のなかでは、最後にお願いします。

○ 議長 仲地宗市

神里勇健康づくり課長。
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○ 健康づくり課長 神里勇

徴収率については、健全な国保運営をする

ためには、100％徴収ですが、難しいものが

あります。18年度は88％をとらないと、歳入

の不足が生じるということで、最低限88％徴

収するということです。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第23号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第23号、平成

18年度久米島町国民健康保険特別会計補正予

算（第３号）については、原案のとおり可決

されました。

日程第14 平成18年度久米島町老人保健特

別会計補正予算（第３号）につ

いて

○ 議長 仲地宗市

日程第14、議案第25号、平成18年度久米島

町老人保健特別会計補正予算（第３号）につ

いてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第25号、平成18年度久米島町老人保健

特別会計補正予算（第３号）の概要について

ご説明申し上げます。

１ページ目から進めます。平成18年度久米

島町老人保健特別会計補正予算（第３号）は、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ2千387万8千

円増額し、歳入歳出予算の総額を11億7千394

万9千円と定めるものでございます。

概要について申し上げます。歳入におきま

して、主なものを説明致しますと、６ページ

を開けて下さい。第１款の支払基金交付金を

補正前の額5億9千331万3千円に、1千193万9

千円を増額し、計6億5千252万円。

６ページの第２款、国庫支出金を、補正前

の額3億6千761万4千円に795万9千円を増額

し、計3億7千557万3千円。

第３款の県支出金を補正前の額9千76万1千

円に199万円を増額し、計9千275万1千円。

第４款の繰入金を補正前の額9千505万1千

円に、186万1千円増額し、計9千691万2千円

と致します。

続きまして、８ページお願いします。一方、

歳出におきましては、第１款第１目医療費給

付金を、補正前の額10億9千843万2千円に2千

387万8千円を増額し、計11億2千231万円と致

します。これは１目の医療費給付費の医療費

で、歳出の99.6％を占めており、近年の医療

の支出状況を勘案し計上しております。

以上が平成18年度久米島町老人保健特別会

計補正予算（第３号）の概要となっています。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願い致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市
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これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第25号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第25号、平成

18年度久米島町老人保健特別会計補正予算

（第３号）については、原案のとおり決定さ

れました。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午後 １時50分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 １時55分）

日程第15 団体営ため池等整備事業（仲

地地区）計画変更について

○ 議長 仲地宗市

日程第15、議案第26号、団体営ため池等整

備事業（仲地地区）計画変更についてを議題

とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第26号、団体営ため池等整備事業（仲

地地区）計画変更について。

団体営ため池等整備事業（仲地地区）計画

変更について、別紙のとおり議会の議決を求

めます。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由でありますが、団体営ため池等整

備事業（仲地地区）計画変更については、こ

の団体営ため池等整備事業計画変更におきま

しては、土地改良法96条第３の規定により、

議会の議決を必要としております。

本事業の内容としましては、概要表の現況

にありますように、本地区は仲地集落の北側

に位置しているが、上流の上溝１号、２号た

め池からの排水路が未整備であったため、降

雨時には土砂の流出及び法面の崩壊があり、

農産物に被害を与えておりました。よって、

本事業の整備により、農地の被害を未然に防

止し、農業経営の向上を図ることを目的とし

て、平成15年度に事業採択され、平成16年度

で事業を完了しております。

平成16年度の工事実施にあたりましては、

当初設計書の見直しによる各工種、土工、法

面工、水道工、用壁工、事業量の減及び工事

の入札残があり、事業費減額になったことが

本事業の計画変更の内容になっております。

それに伴いまして、事業費が当初3千100万

円から2千168万9千円に減額になったことか

ら、計画変更で事業の減額申請を行っており

ます。

以上が今回の議案第26号、団体営ため池等

整備事業の計画変更についての提案理由であ

ります。

ご審議よろしくお願い致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市
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これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第26号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第26号、団体

営ため池等整備事業（仲地地区）計画変更に

ついては、原案のとおり可決されました。

日程第16 久米島町職員定数条例の一部

を改正する条例について

○ 議長 仲地宗市

日程第16、議案第28号、久米島町職員定数

条例の一部を改正する条例についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第28号、久米島町職員定数条例の一部

を改正する条例。

上記議案を提出する。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町職員定数条例の一部を次のように

改正する。

第２条第１号中「３人」を「２人」に改め、

同条第２号中「157人」を「136人」に改め、

同条３号中「42人」を「41人」に改め、同条

第４号中「事務局長は町長の事務部局が兼ね

る」を削り、同条８号中「７人」を「６人」

に改め、同条の合計「240人」を「216人」に

改める。

附則

施行期日、この条例は平成19年４月１日か

ら施行する。

提案理由

本町の厳しい財政事情等を踏まえ、定数の

見直しが必要であります。

これがこの条例を提出する理由でありま

す。

別紙に新旧対照表を貼付してありますの

で、ご参照下さい。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

質問したいんですが、これは定年退職分の

定員削減の件なのか、それとも勧奨退職とか

そういうのをひっくるめたものなのか、それ

をお聞きしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

お答えします。条例定数の見直しにつきま

しては、定年、勧奨を含んだ職員定数の規定

でございます。

○ 議長 仲地宗市
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他に質疑はありませんか。

３番宮里洋一議員。

○ ３番 宮里洋一議員

改正の中で、２条の職員定数の中の（1）

番、議会の事務局職員が３名から２人になっ

ているんですが、議会開会中の取り扱い、今

３名態勢でやっているんですが、２人になっ

た場合にはどういう方向でいくかお答え願い

ます。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

お答えします。議会の事務局の職員を３人

から２人ということになっております。今回

の人員配置の見直しにおきましては、議会ば

かりではなくて、他にもほぼ同じようなかた

ちで定数の削減を受けています。そういった

配置の見直しによって十分に事務の対応がで

きない部分については、また横の連携で対応

してまいりたいと思っております。

仮に議会の会議の運営を３人でみるという

ことであれば、また総務課との連携も考えて

対応したいと思います。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第28号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第28号、久米

島町職員定数条例の一部を改正する条例につ

いては、原案のとおり可決されました。

日程第17 久米島町職員の給与に関する

条例及び久米島町職員の勤務

時間、休暇等に関する条例の

一部を改正する条例について

○ 議長 仲地宗市

日程第17、議案第30号、久米島町職員の給

与に関する条例及び久米島町職員の勤務時

間、休暇等に関する条例の一部を改正する条

例についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第30号、久米島町職員の給与に関する

条例及び久米島町職員の勤務時間、休暇等に

関する条例の一部を改正する条例。

上記の議案を提出する。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町職員の給与に関する条例及び久米

島町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の

一部を改正する条例。

（久米島町職員の給与に関する条例の一部改

正）

第１条 久米島町職員の給与に関する条例

の一部を次のように改正する。

第13条第３項中「のうち２人まで」を削り、

それぞれを「１人につき」に改め、その他扶

養親族については１人につき５千円を削る。

（久米島町職員の勤務時間、休暇等に関する
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条例の一部改正）

第２条 久米島町職員の勤務時間、休暇等

に関する条例の一部を次のように改正する。

第６条を次のように改める。

（休息時間）

第６条 任命権者は１日の勤務時間が６時

間を超える場合においては、少なくとも１時

間の休息時間を勤務時間の途中におかなけれ

ばならない。

２ 任命権者は１日の勤務時間が６時間を

超え８時間以下の場合において、前項の規定

による職員の健康及び福祉の重大な影響を及

ぼすときは、規則の定めるところにより、前

項の休息時間を45分以上１時間未満とするこ

とができる。

３ 第１項の休息時間は職務の特殊性、ま

たは当該公署の特殊の必要がある場合におい

ては、規則の定めるところにより、一斉に与

えないことができる。

第７条を次のように改める。第７条を削除。

第９条を次のように改める。

（休日）

第９条 職員は休日には特に勤務すること

を命ぜられない限り、正規の勤務時間中にお

いても勤務することを要しない。

次のページ。

２ 前項の休日とは、次の各号に掲げる日

とする。（１）国民の祝日に関する法律に規

定する休日。（２）12月29日から翌年の１月

３日までの日。（３）６月23日慰霊の日。

３ 前項第１号に規定する休日にあたる時

は、休日が週休日にあたるときは、これに変

えてその日の後日において最も近い休日でな

い正規の勤務時間の割り振られている日を休

日とする。

附則

この条例は平成19年４月１日から施行す

る。

提案理由

人事院及び沖縄県人事委員会の給与勧告並

びに他市町村との均衡を図るため、条例の一

部を改正する必要がある。これがこの条例案

を提出する理由であります。

別紙で新旧対照表を貼付しておりますの

で、ご参照下さい。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

この提案理由のところでちょっと腑に落ち

ないのは、人事院及び沖縄県人事委員会給与

勧告並びに他市町村との均衡を図るため、と

いうことになっているんですが、これは今ま

で歳出削減ということでやってきたと思うん

ですが、他市町村との均衡を図るためとか、

そういうのは当たらないような気がするんで

すが。

それと、もしこの条例でもってどの程度の

歳出削減になるのか。今後この条例はいつま

で続けていくのか、それもお聞きしたいと思

います。

○ 議長 仲地宗市

平田光一総務課長。

○ 総務課長 平田光一

他市町村との均衡については、金額の問題

ではなくて、勤務時間のことです。人事院の

勧告によって、これまで勤務時間中に取れま
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した休息時間、15分の、それが勤務中には取

れないということで、現在８時半から５時15

分までの通常勤務ですが、その15分がお昼の

12時から15分までの休息時間がこれまであり

まして、そしてその後の45分の休憩時間があ

りまして１時間のお昼の休憩時間ということ

になっておりましたが、その15分の休憩時間

がなくなって、１時間のお昼の休憩時間をと

るということであれば、あと15分は勤務時間

を延ばすということで、現在の５時15分から

５時半までの勤務ということになります。他

市町村においても、８時から５時までの勤務

とか、５時15分までの勤務という市町村もあ

りますが、多くの市町村が８時半から５時半

までの勤務ということで、そういうことで他

市町村と歩調を合わせるということでありま

す。

○ 議長 仲地宗市

上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

これは金額はどの程度なのか、それとこの

制度をいつまで続けるのか。

○ 議長 仲地宗市

平田光一総務課長。

○ 総務課長 平田光一

金額については、勤務時間ですから、金額

はどの程度のものが出るということへの影響

はありません。そして、いつまで続けるのか

といいますと、今回、国そして各地方公共団

体全体の休息時間をなくすという、勤務時間

から除くということの制度ですから、それが

変わるのかどうか、そのままずっと続くのか

ということで、それが変化がない限りはこの

ままだと思います。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

第13条のことについてお聞きしたいんです

けれど、その他の扶養親族については１人に

つき５千円を削るということになっています

けれど、現在の職員でこの５千円の該当者が

あったのかどうか。それと、もしこれを削っ

た場合、そのへんは労組の理解を得られてい

るのか、そのへんについて説明いただけます

か。

○ 議長 仲地宗市

平田光一総務課長。

○ 総務課長 平田光一

これにつきましては、３名以上の子どもが

いるところは殆ど該当しています。職員の中

にもいます。そして、これまで２人までは６

千円と。そしてその３名以上になりますと５

千円というところが、それも６千円になりま

すよということの、１千円上がるということ

です。これにつきましては職員にも提示をし

て合意を得ております。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第30号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第30号、久米
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島町職員の給与に関する条例及び久米島町職

員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を

改正する条例については、原案のとおり可決

されました。

日程第18 久米島町議会議員の報酬、費

用弁償及び期末手当に関する

条例の一部を改正する条例に

ついて

○ 議長 仲地宗市

日程第18、議案第31号、久米島町議会議員

の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例

の一部を改正する条例についてを議題としま

す。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第31号、久米島町議会議員の報酬、費

用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改

正する条例。

上記の議案を提出する。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町議会議員の報酬、費用弁償及び期

末手当に関する条例の一部を改正する条例。

久米島町議会議員の報酬、費用弁償及び期末

手当に関する条例の一部を次のように改正す

る。

第２条第１項中「26万5千円」を「26万4千

円」に、「22万円」を「21万9千円」、「20万4

千円」を「20万3千円」に改める。

附則

この条例は平成19年４月１日から施行す

る。

提案理由

沖縄県町村特別職給与等基準設定審議委員

会の答申に基づき、町議会議員に支給する報

酬額を改定する必要がある。これがこの条例

案を提出する理由であります。

別紙で新旧対照表を貼付しておりますの

で、ご参照下さい。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第31号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第31号、久米

島町議会議員の報酬、費用弁償及び期末手当

に関する条例の一部を改正する条例について

は、原案のとおり可決されました。

日程第19 久米島町への松の伐採木等の

移動の制限に関する条例につ

いて

○ 議長 仲地宗市

日程第19、議案第33号、久米島町への松の

伐採木等の移動の制限に関する条例について
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を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第33号、久米島町への松の伐採木等の

移動の制限に関する条例。

上記の議案を提出する。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町への松の伐採木等の移動の制限に

関する条例。条文の中身については省略し、

申し上げたいと思います。

第１条は目的を示しております。

第２条は条例の定義について示しておりま

す。

第３条は移動の禁止について示しておりま

す。

第４条は移動の届出について示しておりま

す。

次のページにいきまして、第５条は立入検

査について示しております。

第６条は勧告について示しております。

第７条は公表についてであります。

第８条は罰則について示しております。

第９条は両則規定についてを示しておりま

す。

第10条は規則への委任について示しており

ます。

附則

この条例は平成19年７月１日から施行す

る。

提案理由でありますが、松食い虫の侵入防

止上、適切な措置を講じ、久米島町の松林の

保全を図るため、条例を制定する必要があり

ます。これがこの条例案を提出する理由であ

ります。

ご審議よろしくお願い致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

第３条についてお聞きします。移動の禁止

ということで、規則で定める地域から島内の

松の伐採木等（討伐駆除が行われているもの

を含むの移動）を禁止する。とありますけれ

ど、盆栽等の移動も禁止する考えはないのか、

そのへんは考えたことがなかったのかお聞き

します。

○ 議長 仲地宗市

田端智環境保全課長。

○ 環境保全課長 田端智

お答えします。今ご質問の件ですが、松の

伐採木等というのが第２条にございますが、

その中で伐採された松、その他土地から分離

した松の幹という部分がありまして、枯れ木、

用材とかそういったものでもなく、生きた盆

栽等もその対象になるということでありま

す。

○ 議長 仲地宗市

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

これは今まではどういうふうに規制されて

いたのか。それと、今質問がある盆栽じゃな

くて、松の苗木ですね、そういったものを、

久米島は無病地区だということで、実際島外

から入っていないですよね。それは何か規制

があったのかどうか。この条例が出来て始め
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てそういう規制というのができてくるとなっ

ているんですが、今まではどうだったのか。

○ 議長 仲地宗市

田端智環境保全課長。

○ 環境保全課長 田端智

お答え致します。従来から県道の植栽工事

とかそういったもので松を使う場合は、県の

方との申し合わせといいますか、久米島には

そういうものを持ち込んでいけないというこ

とで、地元にある樹を使って植栽等をやって

おります。

○ 議長 仲地宗市

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

私もそういう認識をしていたんですが、今

これが出てきたものだから、今出てくるのは

遅いような気がするわけですよね。それと、

建築用材の中に米松がありますよね。あれは

対象外なのか。松というのはリュウキュウマ

ツのことなのか。そういったところはどうな

っていますか。

○ 議長 仲地宗市

田端智環境保全課長。

○ 環境保全課長 田端智

建築用材等につきましては、薬剤処理がさ

れているものという認識でやっておりまし

て、薬剤処理がされていないものについては、

この条例で届出をしてもらって、大丈夫かど

うかということを確認しながらやっていくこ

とになると思います。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

先程の質問と重複するかもしれませんが、

久米島は全体は自然保護地域にされておりま

す。それで、松とかそういうのは以前から規

制がされていると思うんですが、今回また改

めてこれをやる理由というのは、松食い虫の

侵入を防ぐためなのか。

それと、盆栽を那覇からきて、久米島のお

土産として持ち出すのを規制するのかどう

か、そこのところを聞きたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

田端智環境保全課長。

○ 環境保全課長 田端智

お答え致します。従来から県の方では松食

い虫の防除に関する条例というもので、これ

はもちろん全県的なもので、それで規制をさ

れておりましたが、やはり久米島も五枝の松

をはじめ松林が多いものですから、ぜひ町と

してもそういう条例を制定して、持ち込み規

制をして、森林を守るということで、県の方

からも非常に強い要望があり、今回そういう

かたちで条例を制定し、更に松食い虫の被害

を防ぐため、侵入防止のために条例制定を提

案してございます。

持ち出すことについては、こちらはまだ被

害を受けておりませんので、被害を受けた地

域から出す分については、別の条例等での規

制があると思います。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑ありませんか。

15番仲原健議員。

○ 15番 仲原健議員

１点だけですが、附則、どうして７月１日

になっているのか。施行がなんで４月１日で

はまずいのかどうか。こういったのは早いほ

うがいいんじゃないですか。どうして４月１

日じゃなくて、７月１日になっているか、そ

の理由を聞かせて下さい。
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○ 議長 仲地宗市

田端智環境保全課長。

○ 環境保全課長 田端智

７月１日の施行ということは、周知期間を

設けまして、町民は広報等で、そしてまた業

者あたりにも文書等でこういう条例ができま

すということで、周知等をするために７月と

してございます。

○ 議長 仲地宗市

15番仲原健議員。

○ 15番 仲原健議員

こういったのは３月の議会で承認されれば

別に４カ月先の７月じゃなくて、すぐ４月１

日でもいいんじゃないかなと思うんですが。

周知期間というのはそんなに必要かどうか、

もう一度。

○ 議長 仲地宗市

田端智環境保全課長。

○ 環境保全課長 田端智

周知期間を設けるということで７月１日と

なっております。

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

この際お聞きしたいんですが、県道を舗装

していますね、拡張したり。松がどんどん植

えられていますが、もちろんちゃんとした薬

品等で処理されていると思いますが、この松

はどこから持ってくるんですか。久米島内で

すか、それとも他所から。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

お答え致します。現在、県で植栽している

松はみんな久米島内から採取しております。

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

どこにあるのか分かりませんが、前もって

根切りしていますか。あれは根切りして３カ

年か４カ年ぐらい後でしょうね。たまに枯れ

るのもあるもんだから、これは根切りの問題

と、もう一つは散水の問題だと思いますが、

そこいらどうですか。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

まず場所について、だいたい１年ぐらい前

に県からの相談が来るんです。一応建設課を

窓口にしたんですが、元のパイン園、雑種地

になっているところ、個人有地で自然に生え

た松が結構あるところがあるんです。そちら

を個人の方をお願いしまして、根切りをして

います。それから時期になったら持ってきて

移植すると。

あと、枯れる松については、確か散水とか

いろいろあるかと思いますが、これにつきま

しては県の方に植え替えてもらうとか、そう

いう調整したいと考えております。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第33号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。
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（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第33号、久米

島町への松の伐採木等の移動の制限に関する

条例については、原案のとおり可決されまし

た。

日程第20 久米島町道路、路線の廃止に

ついて

日程第20、議案第34号、久米島町道路、路

線の廃止についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第34号、久米島町道路、路線の廃止に

ついて。

道路法第10条第１項の規定により、久米島

町道路の路線の廃止について、別紙案のとお

り議会の議決を求めます。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

本路線、下阿嘉８号線は町道として認定さ

れておりますが、この路線は真謝地区地滑り

地域に指定され、現在、県農林水産部におい

てその対策事業を行っているところでありま

す。よって、本路線を町道を廃止し、農道に

認定し、地滑り対策事業を行うとするもので

あります。これが本路線を廃止する理由であ

ります。

延長については1,607ｍ。

幅員2.5ｍ～4.5ｍ。

２枚目の平面図で線路を示しております。

ご審議よろしくお願い致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

議案第34号について、町道を廃止して農道

に認定換えするということでありますが、町

道とか農道については交付税の算定にいろい

ろ左右されると思うんですが、額においては

あまり差がないのかどうか。これによって受

ける影響とか、そのへんはどうですか。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

この廃止によって交付税がどうなるかとい

うことなんですが、交付税の影響について確

認していないんですが、減る分については算

定では影響は出るものと思いますが、どの程

度出るのか確認とらないと分かりませんの

で、この場ではお答えできませんので、よろ

しくお願いします。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

多分変更した理由としては、町道を農道に

変えて、そこを整備する目的で変更したと思

うんですが、この道路はそういうことで理解

して、またその農道に認定して、その農道は

整備されるのかどうか、そのことについてご

説明お願いします。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

この道路につきましては、以前、県営の農
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地保全事業で整備されております。今回やろ

うとすることは、そちらに法面保護の間知ブ

ロック構造物がありますけど、それが相当傾

いてきて、ひっくり返りそうになっているん

ですよ。ところが町道のために、今県が行っ

てる地滑り対策事業で対策できないわけなん

ですね。ですから、これを県の方と相談しま

したら、災害でひっくり返る前ということに

なれば、災害でひっくり返ってはじめて災害

に認定されるものですから、相当の時間を要

すると。いつひっくり返るか危険があると。

それよりも、町道を廃止して農道に認定換え

したら、県の方で地滑り対策事業でこの法面

の保護をやりますから、その方がいいんじゃ

ないですかということの調整の下で、今回こ

の道路を認定換えするものであります。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

１番山城宗太郎議員。

○ １番 山城宗太郎議員

今の道路の改修の方で、上の間知ブロック

が積まれたところだけなのか、また、下の方

の道路の脇が削られたところも改修に入って

いるのかどうか。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

まず、路線の起点としましては、下阿嘉の

294-25、これは宇根良実さんの牛舎がありま

す。そこが起点で、終点が真謝の安里上原（ウ

イーバル）2048、ちょうど県道のカーブして

いるところまでが終点です。ところが、今県

道と路線がぶつかっているところは洗掘され

ていますね。その部分については地滑りの区

域に入っていないんですよ残念ながら。です

から、その洗掘された部分についてはこの事

業ではちょっと厳しいと考えています。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第34号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第34号、久米

島町道路、路線の廃止については、原案のと

おり可決されました。

○ 議長 仲地宗市

以上で本日の日程は全て終了しました。

本日はこれで散会します。

（散会 午後２時41分）
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（午前９時59分 開議）

○ 議長 仲地宗市

おはようございます。

これより本日の会議を開きます。

日程に入る前に、農林水産課長から、前に

上里議員から質問のありました件についての

答弁がありますので、それを聞いて、後に日

程に入りたいと思います。

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

先日の補正予算の審議の中で、上里総功議

員の質問に間違った回答をしましたので、訂

正したいと思います。

補正予算30ページの構造改善事業の赤土流

出総合開発事業の23万3千円の予算減につい

て、赤土流出防止の作業員賃金の減というこ

とで回答しましたが、これは赤土等流出防止

対策協議会の委員報酬の減ということであり

ますので、訂正したいと思います。この予算

は事業費の範囲内の組み替えで、原材料費で

対応することになっています。

日程第１ 議長諸般の報告

○ 議長 仲地宗市

日程に入ります。

日程第１、議長諸般の報告を行います。

沖縄県後期高齢者広域連合議会議員の選挙

の結果について、平成19年３月８日付で沖縄

県後期高齢者医療広域連合議会の選挙長《香

村かずお》総務課長から、「沖縄県後期高齢

者広域連合議会の議員の選挙に関する要綱第

９条第１項の規定に基づき、選挙すべき委員

の数を超えないので、無投票となりました」

という通知がありました。よって、当議会が

所属する選挙区において、当議会から推薦し

ました上江洲盛元議員と、座間味村議会から

推薦されました《宮平ひでやす》議員が無投

票当選となりましたので、報告いたします。

日程第２ 会議録署名議員の指名

○ 議長 仲地宗市

日程第２、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、７番崎村稔議員、８番幸

地良雄議員を指名します。

日程第３ 一般質問

○ 議長 仲地宗市

日程第３、ただいまから一般質問を行いま

す。

一般質問の発言時間は、会議規則第56条第

１項の規定によって30分以内とします。また、

質問の回数は一括質問を含め、質問事項ごと

に３回までとします。

順次発言を許します。

６番上里総功議員。

（上里総功議員登壇）

○ ６番 上里総功議員

６番上里であります。私の方から２点ほど

質問したいと思います。

まず１点目、定員管理の適正化について。

本町においても、行政改革のためにこれまで

職員及び特別職の給与の適正化、行政経費の

削減、自主財源の確保などの行政改革に取り

組んでいる。また、議員定数の見直しも実施

されようとしている。そこで、久米島町集中

改革プランの定員管理の適正化について伺い

たい。

２点目、赤土等流出対策協議会について。
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合併後の赤土等流出対策協議会の活動状況に

ついて伺いたい。

（上里総功議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

６番上里総功議員の質問にお答えします。

１点目の定員管理の適正化について。集中改

革プランでは、定員管理の数値目標として、

平成17年４月１日現在の職員数233名から平

成22年４月１日までの５年間で25名を削減

し、208名とする計画です。平成19年４月１

日現在で18名を達成しています。今後は、集

中改革プランの勧奨退職者数、新規採用者数

を上方修正し、定員の適正化と職員の新陳代

謝の促進による職場の活性化に取り組みたい

と考えています。

２点目の赤土等流出対策協議会について。

平成17年５月に協議会を立ち上げておりま

す。現在は、土地利用者参加による赤土等流

出総合対策開発事業を活用しまして、赤土流

出防止板の設置事業、グリーンベルト及び防

風林事業、緑肥推進事業などの他チラシによ

る広報活動を行っている状況でございます。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

答弁では、平成22年４月１日までの５年間

で25名を削減し、208名とすると述べられて

いる。また、集中改革プランの長期方針にお

いて、平成24年からは普通交付税の合併特例

の算定替えが始まり、平成28年度には合併特

例が終了し、地方交付税が大幅に減少するこ

とから、平成28年度までに現在の職員から80

名を削減し、150名程度にしますとなってい

る。そこで、定員を削減するにしても、久米

島町は合併特例は平成23年度までしか使用で

きない状況において、勧奨退職を促進するた

めの早期退職優遇制度の創設は可能かどうか

伺いたい。

新聞を参考にしますが、これは宮古島市の

例であります。宮古島市も、市町村合併で肥

大化した職員数の適正化を図ろうと、宮古島

市が定例議会に提出した勧奨退職制度案は、

地方自治法違反を指摘する県の指導を受けて

取り下げる方針が決まったということが書か

れている。

それで、市は、退職事務を委託する県、市

町村総合事務組合に制度の変更を打診した。

しかし、加入60団体との整合性を理由に断ら

れたということになっています。その他に、

いろいろ検討したが代案がないということで

新聞には載っている。そういうことで、早期

退職制度が実現するかどうか、お聞きしたい

と思います。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

ただいま、上里議員のご質問にお答えいた

します。まず、１点目の早期退職優遇制度の

創設が可能かどうかというご質問なんです

が、これは本町がその制度を作ることは不可

能でございます。それをもって、今、沖縄県

市町村総合事務組合に対して、その退職優遇

制度の創設について文書でもって依頼をし

て、また町長が先頭になって制度の創設を働

きかけているところでございます。

それから２点目の宮古島の早期退職優遇制
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度の件ですが、これにつきましては、ご指摘

のとおり、新聞報道等にあるとおり、これは

地方自治法違反になります。これはどういう

ことかと申しますと、地方自治法の284条で

もって、地方公共団体の組合として一部事務

組合を設置できるということでございます

が、その２項の方で、一部事務組合を設置し

た場合は、その構成市町村は、その一部事務

組合の処理に係る事務に関する権限がなくな

るということでございます。従って、本町が

沖縄県市町村総合事務組合に加入すると同時

に、その退職手当に関する権限は本町からな

くなります。従って、本町独自でその制度を

作ることはできないということです。

それから、宮古島市の事例も含めて、本町

においても独自の別の意味の、例えば早期退

職支援金支給条例というようなものはできな

いかということも検討いたしましたが、これ

は名目が早期退職支援金という一つの補助金

であっても、これが退職と同時に支給される

ということであれば、これは過去の判例上、

退職金とみなされると。名前を変えても退職

金とみなされるということで、本町が独自に

この退職金の上乗せをするというすべは、今

のところないということでございます。

それから、今、総合事務組合も、本町、宮

古島市の要請を受けて、全国的な調査をして、

早期退職優遇制度の創設に向けて検討してい

るところなんですが、総合事務組合としても

なかなか踏み切れないという理由が二つござ

います。

それは、一つには、今、全国的に団塊の世

代が退職を迎えているということで、これは

沖縄県も例外ではございません。従って、財

政的には、今、この勧奨退職を押さえよう、

押さえようという方向で全県的に動いている

という点がまず１点です。

それから２点目に、今、地方公務員の退職

金というのが民間に比べてかなり高いという

ことです。30年から35年勤めれば地方公務員

の場合だいたい2,500万円から2,700万円くら

いの退職金が出ます。これは一般企業、例え

ばＪＡあたりでいきますと1,000万円弱なん

です。それだけの差があるということで、地

方公務員の退職金をこれ以上上乗せして支給

することが、これは住民の理解が得られない

ということなんです。この２点がネックとな

ってなかなか動いてもらえない。新しい制度

も創設してもらえないという実情がございま

す。そういうことで一つご理解をお願いした

いと思います。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

今、説明にあるように、本町独自でもでき

ないと。市町村総合事務組合においても、今、

検討中ということなんですが、はたしてその

改革プランに挙げているように、削減ができ

るのかどうか、疑問である。それに対して今

後どのように対応していくのか。

それと、議会は今まで行政改革のために議

員の定数や報酬、費用弁償及び期末手当の削

減に大幅に譲歩してきた。今度は行政側が定

員の大幅な削減に努めて、定員の適正化に努

めるべきではないか、そういうことをひっく

るめて、今後の達成プランの状況や改革集中

プラン計画達成状況の公表は、毎年10月に実

施するということになっているが、今後どの

ように実施するのかを聞いて次の質問に移り

ます。
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○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

まず一つ目に、今からどうやって人員を削

減するとかということについてですが、これ

は、先程、仲村渠課長から答弁があったよう

に、私どもは今まで宮古島市長ともアポを取

って、一緒に総合事務組合に行っていろいろ

なお願いをして、総合事務組合の議員の皆さ

んにもお願いしてきた経緯があります。これ

で不可能だということがわかりまして、その

次にやったことは、職員に対して、この勧奨

退職制度があるうちに、今がチャンスで第二

の人生を考えている人はどうですかという通

知を、全部50歳以上の方に配りました。私が

就任してから勧奨退職10名、その他の退職６

名、平成17年から18名ですが、去年度から今

年見込みまで16名が退職をします。私たちも

努力したつもりです。ただ、私としては、こ

れからもこの総合事務組合の制度が改編され

ない限り自ら努力してやる以外にないと、そ

ういうふうに考えております。もちろんいろ

いろな退職金の手当とか、いろいろな自己負

担分がありますが、しかしそれでもなおかつ

削減していかなくてはならないのは、その退

職金は一時的なものであって、５年、10年と

そういう職員がいる間というのは、町として

も非常に負担になるということです。

一例を挙げますと、私は今まで人件費につ

いて機構改革もひっくるめて、勧奨退職、職

員の給与カットも、この議会に提案しようと

思っています。それを併せて2億5千万円概算

ですが、それを削減しました。それについて

議会の皆さんにもお願いしたいと、そういう

ことでご理解いただきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

ただいま、町長からの答弁がございました

が、まずは150人という数値につきましては、

現在平成19年４月１日の職員の数の見込みが

214人です。あくまでも見込みですが、です

からあと64人減らさないといけないというこ

とになります。しかし、定年退職だけで約50

名、平成27年まで約50人いますので、この数

字は達成可能な数字だと考えています。また、

達成しなければ経営的に成り立たないという

ことです。ただ、非常に難しいのは、職員を

採用しながら減らしていかないといけないと

いう部分が非常に難しいところなんですね。

やはり職員をある程度、せめて５分の１採用

でもしながら、その数を減らしていかないと、

今後の世代交代、あるいは活性化の問題もご

ざいますので、そこは非常に難しいところで、

かなり努力をしないと、採用しながらこれだ

けの数字にするということは難しい課題だと

考えています。

それから、集中改革プランの公表なんです

が、主な事項につきましては、インターネッ

トのホームページで転換の状況とか給与の状

況とか、主な部分は公表いたしております。

また、行財政改革年報も、これは毎年まとめ

てお配りしておりますので、それでやってい

くということなんですが、今、それだけでは

不充分だと考えておりますので、進捗状況の

チェック表を作って、町民にもわかりやすく、

18年度の分から、今年おそらく６月か７月く

らいになると思いますが、そのチェック表み

たいなものを作って、わかりやすく町民にも、

もちろん議会にも、そのようなかたちで公表
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していきたいと考えております。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

今、町長から、削減について2億5千万円に

なっていると、初めてわかったわけです。次

の質問に移ります。

赤土対策の件なんですが、答弁ではいろい

ろな事業や広報活動も実施していると述べて

いる。確かに補助事業導入で実施された牧草

地や公共工事においては沈砂池を設置し、赤

土流出対策が取られているが、問題はさとう

きび畑からの赤土流出である。例えば赤土流

出のために設置されている沈砂池の維持管理

は、現在どのようになっているか。また、19

年度の施政方針に述べられているように、環

境保全、地域美化の推進について、今後、協

議会会としてはどのように対応していくか。

それとこの４年間に協議会の開催は何回した

のか、それをお聞きしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

沈砂池の維持管理についてお答えいたしま

す。沈砂池の維持管理については、現在、土

地改良区の財産でございますので、本来、土

地改良区がやるのが適当と考えております。

○ 議長 仲地宗市

田端智環境保全課長。

○ 環境保全課長 田端智

ただいまのご質問にお答えいたします。赤

土等流出防止協議会の今後の対応なんです

が、現在、その事業を、土地利用者参加によ

る赤土等流出総合対策開発事業ということ

で、その事業をやっておりますが、この事業

の目的として、赤土等の流出は約７割が農地

からの流出といわれております。農家が自ら

対策を推進するためには、効率的で実効性の

高い支援策や、農家の選択幅を広げる対策手

法の検討を行い、農家が自ら進んで取り組め

る対策方法を開発する必要があるということ

で、この事業は入れておりまして、17年から

19年までの３カ年間ございますので、その中

で年間約１千万円程度の予算額なんですが、

農家が経費を掛けないで簡単な対策がとれる

方法を検討しながら、その実証をしていきな

がら対策を取ってもらうということでの事業

であります。

今現在、町内でやっているのは、流出防止

板設置、これは足場板で簡易に農地の流出を

食い止めるということで、今、約60件ですか。

それと総延長５㎞くらいになっていますが、

その対策を中心に行っております。

あと、この緑肥作物の推進ということで、

その種子を町の方で補助しまして、あとは緑

肥が育って、すき込みする時の経費をこの事

業から出しております。防風林とかグリーン

ベルトの設置ですね、それの苗の提供も行っ

ておりまして、その他の広報活動として、カ

ラー印刷のチラシ配布ということで、農家へ

の啓蒙を図りながら、やっているところであ

ります。

また今年から協議会への育成事業というこ

とで新たな事業も入る予定でありまして、そ

れを活用すればまたいろんな専門家の派遣と

か、ガイドブックの作成とか、いろんな事業

ができますので、こういうものでもって対策

は進めていきたいと考えております。

それから、今までの協議会の開催回数なん

ですが、合併後しばらくの間、委員の任期が
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切れていたにも拘わらず、休止状態でありま

したが、平成17年に環境保全課ができて、そ

の年に協議会は立ち上げております。その後、

この事業にそのまま協議会が移行しまして事

業を進めてきたわけですが、17年から約７回

程度の会議を開いております。その中で、建

設業者とか重機のオペレーターなどを対象と

した講習会も２回程度開いております。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 10時26分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 10時26分）

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

沈砂池は土地改良の管理ということであり

ますが、これは土地改良管理であれば、行政

の方から指導すべきではないのか、補助金は

出しているわけですから、今まで沈砂池に関

しては、例えば儀間川周辺の沈砂池を見ます

と、作ったのは作ったんですが、その後の維

持管理が全然なされてない。農家にもそうい

う負担、指導をするのであれば、自分たちの

姿勢を示すべきだと思う。それを今まで全然

なされてない。そのために海はもう汚れ放題。

今、イノーの海は死にかけている。対策協議

会も今まで７回開いたということで活動はし

ているようですが、早急に対策をやってもら

いたいと思います。以上で私の質問を終わり

ます。

○ 議長 仲地宗市

これで６番上里総功議員の一般質問を終わ

ります。

次に、４番仲村昌慧議員。

（仲村昌慧議員登壇）

○ ４番 仲村昌慧議員

４番仲村です。組織の危機管理について質

問させていただきます。

組織の危機管理について、大塚康男氏は次

のように述べています。「一定の人員を抱え

る組織においては、事故や事件は一定の確率

で発生することが考えられる。そこでは、問

題が発生すること以上に、発生した問題を処

理することができないことが一番大きな問題

である。

問題が発生した場合の対応としては、住民

から自治体は何をやっているかという非難が

でる前に迅速な意志決定をし、具体的な対応

をいち早く打ち出すことである。住民から求

められる前に自治体自らが徹底した情報を開

示し、情報を隠さない、情報を小出しにしな

いことである」と述べております。久米島に

おいても合併前、合併後と職員の公金による

不祥事が発生しました。これまでの対応は懲

戒処分の基準によって処分され、監督責任と

して三役や課長の減給処分で責任が執られて

きましたが、情報は開示されず、公にされる

ことはありませんでした。問題が発生した場

合、情報を隠さず、公開する考えはないか、

その対応について町長の見解をお伺いしま

す。

次に、課長級の女性登用について。政府は、

社会の各分野の指導的地位に占める女性の割

合を2020年までに少なくとも30％に拡大する

との政府目標をより明確化し、課長級以上に

女性登用を政府部門で実現を図ると共に、地

方自治体や民間の企業、団体にも協力を呼び

掛けるとしています。本町では、現在課長級

に女性が１人もいない状況であります。課長

級に女性を登用することについて町長の所見

をお伺いします。
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（仲村昌慧議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

４番仲村昌慧議員の質問にお答えします。

組織の危機管理について。職員の給与や定

員管理等については、平成17年４月１日施行

の「久米島町人事行政の運営等の状況の公表

に関する条例」設置後、町の広報誌やホーム

ページで公表しておりますが、懲戒処分につ

いても今後広報誌やホームページで公表いた

します。

課長級の女性登用についてですが、確かに

各自治体には管理職に女性を登用する動きが

あります。久米島町においては、私の方針で

昇任や管理職への登用は年功序列廃止、投票

による推薦方式を採用しております。その中

で推薦を得ることができれば登用も可能で

す。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

組織の危機管理について再質問させていた

だきます。実は私の質問のやり方がまずかっ

たのか、一番聞きたかったのが、万一この不

祥事が発生した場合の対応策を、これはどの

ような考えを持っているかということを聞き

たかったわけですので。まず、タイトルとし

てまずかったなと。この「地方議会誌」の中

で大塚氏はこのように言っております。「人

生には３つの坂があると言われています。こ

の人生の坂とは、人間だけではなく組織とし

ての会社、自治体にも当てはまると。この坂

とは、上り坂、下り坂、もう一つマサカ、こ

れが危機管理だ」と言っています。この「マ

サカ」の対応は危機管理である。この危機管

理の中で、自然災害による危機と人身的な危

機があります。この自然災害というのは、地

震、台風、火災、火山の噴火、津波、集中豪

雨であると。人身によるものといえば、戦争、

テロ、大規模火災、原爆事故、航空機事故、

自治体に関するものとしては公務員の不祥事

であると。その不祥事の中では汚職、官製談

合、公金の着服、セクハラ、体罰はじめ、道

路、河川、学校等の施設での事故があるとい

うことでの組織の危機管理としてのタイトル

をしました。

実は一般質問の締め切りが３月１日であり

ましたので、私は２月26日に質問を提出して、

まさかこの後、新聞報道で３月２日から10日

まで、このように毎日この記事が載るとは予

想もしていませんでした。偶然でした。今ま

での久米島町の対応、そしてこれをこの新聞

記事で振りかえながら、経緯を見ながらこれ

から我々、議会としても、執行部としても対

応を考えていきたいと思っています。まず３

月２日に大きな見出しで載りました。東村の

例です。この時に東村の対応策として、東村

は前助役が村の公金を私的に流用していた問

題で、議会の対応。議会は、村長が議会で経

緯説明とそれをするならば、それ以上追求は

しない。お金は回収されていて、実害はない。

村長は針のムシロだよとの話。今後対応を村

長に一任する考えを示し、議会は真相究明を

行政側へ丸投げしたと、こういっております。

それを沖縄国際大学の照屋寛之教授は、「司

直の手に委ねるべきだ」と指摘し、「チェッ

ク機能を議会が果たさなければ、行政と馴れ
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合いになる。議会の自殺行為だ。議会が徹底

追求し、再発防止を目指さなければ、住民の

不信感はぬぐえない」と議会を厳しく批判し

ました。そしたら、東村議会は６日に議会運

営委員会を持ちました。それが６日の見出し

ですが、議会運営委員会を開き、再発防止を

求める意見書を提出方針を固めました。その

中で議員からは、事実関係を調査する百条委

員会の設置を求める声も上がってきました。

２日の段階で行政に丸投げした議会が、新聞

にこのように報道されて批判報道されて、６

日にこのような議会の対応が変わってきまし

た。２日この新聞記事に載りまして、３日の

沖縄タイムスの社説にも載りました。「村民

が納めた税金を、公金に手を付けることは絶

対に許されない。村長をはじめ村当局は真相

を明らかにし、村民に説明すると同時に、再

発防止を示す責任がある。今回の問題も、通

常の監査や常識的には公金管理をきっちり行

っていれば防ぐことができたはずだ。しかし

このような不祥事が再び起きた以上、あと１

度の厳しいチェック機能を加える必要があろ

う。」というふうに述べています。執行部を

チェックする議会側も、使途不明分の解明や、

村民が納得するような再発防止を求めるべき

だと、このような社説が出ています。

そして東村議会は再発防止の意見書を提出

する。村長は、９日の新聞にこのように載っ

ています。「司直の手に委ね、全容解明する

考えを延べ、刑事告訴する意向を明らかにし

た」と、このように村長の対応も変わってき

ました。そして10日の社説にまた載りました。

10日の社説です。「公金を個人的に使うとい

うことは横領だろう。なぜ、村長と議会側が

きっちりとした対応をしないのか、村民は疑

問に思っているのではないか。問題が発覚し

た時点で、なぜ、司直の手に委ねなかったの

か、議会もまた、なぜ地方自治法における百

条委員会を設けなかったのか。疑問というし

かない。もし全額返却されたことを理由に躊

躇する気持ちがあったのであれば、村政を託

された村長、そして村政を共に運営し監視す

る役割のある議会が責任をとるのはいうまで

もない。村長や議会に求められるものは毅然

とした態度であり、村民の信頼をこれ以上裏

切らないためにも告訴を急ぎ、流用の実態を

明らかにすることだ。今回の場合、解明が遅

れれば遅れるほど、村長、議会双方が村民へ

の説明責任を回避しているように映る。そう

なれば村民の不安と怒りが増幅し、村政への

疑心暗鬼も膨らんでいくのは当然といってい

い。」と言っています。そこで村長は告訴す

る方針を固めました。

最後の、この社説ではこう締めくくってお

ります。「村長が執るべき最優先の課題は、

事件の早期解明であり、司直に委ねるのは村

民の理にかなうと受け止めたい。議会もまた

実体解明に全力を上げなければ、村民の信頼

を失うことを肝に銘ずるべきだ」と、こう述

べています。

さて、冒頭の質問でもしました。合併前、

合併後、こういった不祥事が我が久米島でも

発生しました。その時には執行部の方から議

会への説明はありましたが、議会もあまり厳

しく追及することはありませんでした。小さ

な島だからということでありましょうか。し

かし大塚氏が述べていますように、この問題

が発生すること以上に、発生した問題を処理

することが一番大きな問題であるというこ

と。それを今回東村が、このように新聞に取
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り上げたことによって議会の対応も変わって

きました。

この３月２日から10日までの間に東村、う

るま市、座間味村で、このような不祥事が発

生してきております。まず二度とこのような

問題が起きないように、今後はその対策を執

るべきだと思いますが、再発防止はどう考え

ているのか。もし起こった場合の、その対応

の仕方を町長にお伺いします。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

不祥事の件につきましては、私は組織のあ

り方の問題だと思います。まず、末端の職員

から首長まで、全くそういう危機管理をもっ

てないことに原因があると思います。私自身、

久米島町長になって、就任のあいさつに私利

私欲を捨てて久米島町のために頑張るという

ことを職員の前で申しました。職員もそのつ

もりで仕事をやってほしいということを最初

から言ったつもりであります。

そしてその後、助役、教育長に関しても、

私利私欲を捨てて久米島町のために私と一緒

に頑張ってくれということで２人を登用しま

した。私は現在､職員に対しても、全く私的

な部分を排除して、久米島町のために行政事

務を行うということを今まで随時教育してき

たつもりであります。

もちろん万が一起こった場合には徹底して

事件を究明して、皆さんにその顛末は公表し、

もちろん町民の皆さんに公表する、そういう

ことはやっていきたいと思っております。

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

職員教育ということもありましたが、実は

大塚氏はこのようなことも言っています。「特

に職員の不祥事のような人為的危機の場合、

目の前の現象や出来事の中に危機の兆しが現

れるのである。職員が俗に言う「飲む、打つ、

買う」にのめり込み、職員が公金の着服を行

った場合、最初から公金に手を出すことはま

ずしないと。まず、知人から借金し、次にサ

ラ金業者から金を借りる。そしてどうにもな

らなくなって最終的に公金に手を出すパター

ンが通例であろう。従って、それ以前に、必

ずといっていいほど生活の乱れが現れる。仕

事に熱が入らず、遅刻、早退、欠勤が多くな

り、役所にサラ金業者からの督促電話が頻繁

に掛かってくる。そのような、必ず兆候があ

る。少なくとも同僚や上司はそれを何らかの

かたちで目撃しているものなのである。従っ

て、管理者にとって危機の兆しを感じるセン

スを身につけることが重要である」と言って

います。執行部の皆様方にも、そのようなこ

とで職員を管理してほしいなということであ

ります。

３月２日から10日までに、このような各地

での不祥事が発生したことによって、県は８

日に相次ぐ公務員の不祥事を受け、各市町村

に対して公務員の信頼確保などを求める文書

を送付したといっています。久米島町にも送

付されて、そろそろ届くかなと思っておりま

すが、文書では公務員の汚職事件や飲酒運転、

法令に基づく手続不備などが相次いでいるこ

とを挙げた上で、地方分権が推進される中、

住民の行政に対する信頼を損なう自体と指摘

し、公務員倫理の徹底や、業務執行に当たっ

ての関係法令に基づく透明性、公平性の確保

を求めていくということであります。町長は
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これまで職員に対して厳しく教育してきてお

りますが、今回のこのような不祥事で、再度

職員に対しても、またこのようなことに対す

る対応を、今、町長が述べた対応を再度訓示

の中で申し上げていただきたいと思っており

ます。それについて、町長、いかがでしょう

か。これでこの質問を終わります。

○ 議長 仲地宗市

平田光一総務課長。

○ 総務課長 平田光一

町長からもお話がありましたが、常々、両

庁舎朝礼等においても、機会ある毎に町長か

ら職員に対しての綱紀粛正、そして業務の遂

行とか、それについては助役も含めてやって

いるところであります。町としても、個々に

も通知文書を出したりとかやっております

が、県からあった場合とか、そういう時にも

また随時やっておりますので、今後について

も努めていきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

次の質問の前に。我々議会もこれまでの対

応を反省し、徹底的に追求していくべきでは

ないかと思っています。次の質問に入ります。

課長級の女性登用についてでありますが、

町長は年功序列制を廃止して、投票による推

薦方式を採用していると。今回、投票による

推薦方式で、この投票の範囲というのをお伺

いしたいと思っております。どの範囲へ投票

し、今回の投票の中で女性がどれくらい推薦

されたか。もし推薦されていれば、何名推薦

されていたか、この２点についてお伺いしま

す。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

まず、昇任とか管理職への登用というのは、

管理職自体はその人間の性格、あるいは仕事

ぶりというのをよく把握しているというふう

に感じます。私自身も、投票するからには、

仲良しグループではないんだから、性格がい

い、そういう部分で投票するなと、この厳し

い財政状況の中を乗り越えていく強い意志を

持った仕事のできる職員に投票してほしいと

いうことでの投票であります。もちろんその

中に女性は含まれておりません。今から求め

られるのは、私の方針に基づいて各課を、あ

る時は鬼となってまとめる、そういう管理職

でないと、今からの行政はやっていけないと

私は考えております。そういう意味でこうい

う方式にしたつもりであります。

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

質問の中でも、政府の方では2020年までに

は30％を目指していると。今の中で、今回の

投票の中には女性は含まれてないと。そうな

ると、久米島町においては、その中で推薦を

得ることができれば登用も可能であると。推

薦が得られなければ登用は不可能であるとい

うことにこれは解釈できるわけであります。

積極的に町長が女性を少なくとも１人や２人

でも登用すべきではないかということを持た

ない限りは、ちょっと今、このようなかたち

では女性の登用は難しいかなというようにも

思っています。登用だけではなくて、今、久

米島町の職員の中で、女性にもそういった人

材がいれば登用すべきではないかと。町長の

そのような積極的な姿勢というのはおありな
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のかどうかお伺いします。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

おっしゃったとおり、女性の登用というの

は、私も非常に魅力があると考えております。

しかしながら、年功序列を廃止して、本当に

この厳しい状況の中を部下を引っ張って、私

の方針に一丸となっていける強い管理職が求

められていることを考えた場合に、現在の久

米島町の中での女性職員には、まずどうかな

という部分もありますが、ただし投票の中に

は女性職員の中にも何票か投票されていると

いう事実はございます。これが圧倒的な推薦

じゃないと管理職昇任に結びつかないのが現

状であり、私は引き続きこの方式を採用して

いくつもりであります。

○ 議長 仲地宗市

これで４番仲村昌慧議員の一般質問を終わ

ります。

次に、16番本永朝辰議員。

（本永朝辰議員登壇）

○ 16番 本永朝辰議員

16番本永でございます。一般質問を行いま

す。

まず１点目に、道路整備についてでありま

す。大原下線の末広テント横から南に通じる

道路が今行き止まりになっております。そこ

を前の道路に接続してほしいんだが、どうで

しょうか。

２点目に給食費の未納について。県内の小

中学校で2005年度給食費を納入していない児

童生徒の比率は、全国平均の約６倍の6.3％

に上り、未納率も3.8％と全国ワーストだっ

たことが、文部科学省が公表した初の全国調

査で分かったと報じられております。そこで

次の点についてお伺いしたい。

まず１点目に、久米島町の未納額はいくら

なのか。

２点目に、久米島町は県内でどの位置にあ

るのか、お伺いします。

（本永朝辰議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

16番本永議員の質問にお答えします。１点

目の道路整備について。現地を調査しました

ところ、私道でありますので用地買収等地権

者の同意が必要となります。今日の財政状況

では整備は難しいものがあると考えます。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

比嘉隆教育長。

（比嘉・教育長登壇）

○ 教育長 比嘉・

本永議員の質問にお答えいたします。本町

の平成17年度の給食費の未納額につきまして

は、187万2千165円となっております。これ

は平成17年度の決算額でございます。

また、②の県内の位置づけなんですが、本

町の未納の児童生徒数の割合は7.3％で、沖

縄県平均の6.4％より0.9ポイント高く、未納

額の割合につきましては5.3％で、沖縄県平

均の４％より1.3ポイント高い状況となって

おります。

（比嘉・教育長降壇）

○ 議長 仲地宗市

16番本永朝辰議員。

○ 16番 本永朝辰議員



- 88 -

まず、１点目の道路整備についてでありま

すが、ここはご存じのとおり私道であります。

そういうことで、今、答弁の中で用地買収等、

地権者の同意が必要になるということです

が、もしそこの地権者の同意が得られればで

きるのかどうか。あるいはまた私道につきま

しても、今後、そのように整備できるメニュ

ー等がないかどうか。その点お伺いします。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

ただいまの本永議員の質問にお答えいたし

ます。私道の場合は原則として提供なんです。

個人からの。土地を提供しますので、町の方

で道路整備して管理して下さいということが

必要なんですよ、まず基本的には。ですから、

今、この道路整備については、地権者の同意

等とあるんですが、非常に厳しいものがあっ

て、しかも延長の規定、それから受益面積何

ヘクタール以上という規定がありまして、整

備したいのは山々ではあるんですが、現在、

そういう補助金での整備ができないような状

態で、できましたら個人の方から、その土地

を提供していただく。そしてもう一つ、下流

の方に県営の土地改良をやったもので幅広側

溝が入っているんですよ。これは県有財産で

ありますので、そのへんの調査、協議も必要

でありますので、できましたら、先程、申し

ましたように、個人の方から提供していただ

ければありがたいなと考えております。

○ 議長 仲地宗市

16番本永朝辰議員。

○ 16番 本永朝辰議員

今の道路整備につきましてはわかりまし

た。

次に、給食費についてなんですが、現在、

未納世帯につきましては、どういうふうな方

法で徴収に当たっているのかどうか。そして

ある町村におきましては、未納世帯に対して

督促状を郵送してやっている。

（テープＢ面へ）

夜間訪問等をして徴収に当たっているという

町村もあるんですが、さらに徴収率の改善に

向けて法的措置も検討しなければならないと

いう市町村も出てきております。

そこで将来的な法的な措置も検討せざるを

得ないという声もありますので、久米島町と

しては今後ますます、年々未納額が増えてい

くような状況なんですよね。そこらへんも踏

まえて今後の方針等があればお伺いしたい。

○ 議長 仲地宗市

比嘉・教育長。

○ 教育長 比嘉

今の徴収対策につきましては、督促状の発

送、そして個別訪問、夜間訪問、電話訪問等、

いろいろな手法で今取り組んでいるわけなん

ですが、こと徴収率に関しましては、沖縄県

県下40市町村中18番目ということで悪い部類

に入っております。

今後の法的措置につきましては、徴収対策

委員会、これは本町にございますので、その

会議の中で将来に向けて検討していきたいと

考えております。

○ 議長 仲地宗市

16番本永朝辰議員。

○ 16番 本永朝辰議員

久米島町でも全県平均よりは高いというふ

うな状況なんですが、この給食費の未納につ

きましては、他の諸税との関連もあるんです

が、特に税金関係、それとの関連はあると思
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うんですよね。特に給食費につきましては、

払える能力があるという家庭もあるかと思う

んですよ。そこらへんもちゃんとして徴収に

当たらないと、これは例えば前の保育所の保

育料の関係もありまして、あるいは幼稚園の

保育料の未納、こういうものにつきましても、

払える能力があるのに払ってないというふう

なこともありました。今回の給食費について

もそういうふうに考えられますが、もっと強

化をして、徴収に当たってもらわないと、今

後ますますそれが増えてくるような感じがい

たします。そういうことで、ぜひ教育委員会

も、各戸訪問するなりして、未納額をできる

だけ抑えるというような考えをしてもらいた

いと思います。以上で終わります。

○ 議長 仲地宗市

これで16番本永朝辰議員の一般質問を終わ

ります。

休憩します。（午前 11時01分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 11時12分）

引き続き会議を開きます。

次に、８番幸地良雄議員。

（幸地良雄議員登壇）

○ ８番 幸地良雄議員

８番幸地でございます。私から２点ほど質

問させてもらいます。

まず１点目に、職員の意識改革と能力開発

について。職員の意識改革と能力開発に対す

る施策について質問いたします。町長は「職

員が変われば久米島が変わる」とよく言われ

ます。私もまさにそうだと思います。従来は

国が施策を指導し、結果として全国均一に整

備されてまいりました。しかしこれからは地

方の時代とか地方分権ということで、地域づ

くりは全国画一政策は通用しない。地域がそ

れぞれ独自の課題を設定し、それに見合った

政策を展開していかなければなりません。こ

れまで職員は政策課題を上から与えられるも

ので、行政は法律、規則、通達に従って能率

よく執行するものであると認識しているもの

と思います。これがまた、従来の公務員像で

あったと思う。これからは、地域の政策能力、

住民と職員の能力の程度いかんによって発展

があるものと思う。町長は職員の意識改革及

び能力開発について、どのような方策を持っ

ているか所信を伺いたい。

２点目に、新エネルギー対策について。今

や全国的にエネルギー対策として、太陽熱発

電と風力発電システムの活用がクローズアッ

プしている。これまでエネルギーの基本とな

っている石油は資源が有限であり、最近価格

高騰で住民生活を著しく圧迫している。そこ

で、町内でも最近ソーラーシステムを導入し、

家庭内の光熱費節減に大きな成果を出してい

ると聞く。また、町はバーデハウスの光熱費

削減に風力発電の導入を検討しているとあっ

た。

そこで、次の２点について質問いたします。

１点目、ソーラーシステムについて調査検討

したことがあるか。あるとしたら、その結果

はどうなっているか。もし調査しなければ今

後、する考えがあるか。２点目、バーデハウ

スの風力発電システム導入計画の検討結果は

どうであったか質問いたします。

（幸地良雄議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸
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８番幸地議員の質問にお答えします。

１点目の職員の意識改革と能力開発につい

て。職員の意識改革及び能力開発の方法につ

いてはいろいろな方法がありますが、基本的

には、研修の充実と職場内における実務を通

した教育であります。研修の充実については、

自治研修所や全国市町村アカデミー等への派

遣研修の充実を図るとともに沖縄県等への実

務研修派遣を継続して行います。職場内にお

ける実務を通した教育については、私がリー

ダーシップを発揮し、まず、管理職の意識改

革を図ります。管理職が変われば職員も変わ

ります。また、職員の能力開発については、

課題を先送りせずに、積極果敢に課題を解決

することが基本であります。課題解決能力は

政策形成能力ですので、職員の能力が高まり

ます。

新エネルギー対策について。平成17年度及

び平成18年度に調査検討したところ、１点目

のソーラーシステムにつきましては、バーデ

ハウスの現在の電力をまかなうには広大な設

置面積が必要であるということと、初期投資

に莫大な金がかかります。

２点目の風力発電につきましては、奥武島

は立地条件が良いということで、十分採算が

合うと考えております。電気昇温貯湯槽ハイ

ブリッドシステムとの併用導入を検討してい

るところであります。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

職員の定数について、行政改革のソフトプ

ランで平成17年度における233名から平成22

年まで25名を削減し、208名にしていくとい

うことになっている。これは人口規模及び類

似町村から比較するとやむを得ない状況であ

るが、しかし行政改革は職員を削減すること

だけが全てではないのではないかと思う、そ

れに対応する行政能力が伴わなければならな

いのではないでしょうか。これまで執行され

てきた行政事務並びに住民生活、住民サービ

スを低下させることなく、なお一層の向上を

図っていかなければなりません。それには削

減された職員の分まで残った職員が分け合っ

て執行しなければなりませんから。従って、

従来どおりの型にはまった行政事務執行やも

のの考え方では通用しなくなるのではないで

しょうか。

管理職だけでなく、これから管理職に上が

ってくるであろう一般職も含めて、全員が意

識を変えていかなければならないのではない

でしょうか。これから久米島を背負って立つ

職員の資質の向上は、これまで以上に加速し

てくるのではないかと思います。職員の意識

改革及び能力開発について、町長の意欲は感

じられますが、具体的に職場の職員研修は年

間どのくらいの予定で行われるか。また、職

場の研修がどういうかたちで行われますか。

考えを聞かせてほしい。集中プラン目標年度

22年度まで３カ年しか残っていません。職員

の削減のみが先行してはいけないのではない

かというふうに思いますが、町長の見解をお

伺いいたします。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

ただいまの幸地議員のご質問にお答えいた

します。職員の研修については、久米島町人

材育成方針という計画ができていますので、
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それに基づいて人材育成を進めております。

具体的な研修計画、項目については、さら

にまた細かい資料がございますから、今、手

元にございませんので、後ほど提供したいと

思っています。

ご指摘があったとおり、これまで職員の数

がどんどん減っていくということになります

ので、これまで１人で１やっていた仕事を２、

３やらなければいけなくなるというのは当然

でございます。基本的には、今の地方分権の

流れの中で町民と協働のまちづくりというこ

とがうたわれております。これについては民

間できることは民間に任せていきましょうと

いう部分もございますので、職員数がある一

定の数に減ってきましたら、基本的に民営化

できる部分は民営化していくという方法も交

えてのことです。今やっている全てのものを、

行政が全てを抱えて、例えば150人の職員で

やっていけるかといったら、そういうことで

はございませんので。基本的には民間にでき

ることは民間でやってもらうということと、

役場の職員は基本的には政策的な分野を担

う。政策の企画・立案、政策的な分野を本町

の職員が担って、その実施の部分については、

将来的には民間でできる部分は民間に担って

もらうということでございます。

それから、意識改革の部分ですが、基本的

には、例えば徴税の例を取りますと、徴税に

ついて、これまでですと税金を取るのは税務

課の仕事だと。他の課から見れば、ウレー、

ワッターの仕事アランというような考え方が

ごく当たり前、一般的だったと思います。し

かし今の財政状況で、もうそんなことを言っ

ていたら成り立たないわけです。全職員が徴

税に従事して、徴収率を上げなければ町の財

政は破綻するんだという気持ちを全員が共有

するようになってくれば、全員が徴税に動く

ことができます。これはこれまでそういう考

え方は常識ではなかったわけです。それが当

たり前の考えになってくるように、職員の意

識改革を図っていかなければいけないという

ことで、そこらあたりも意識の改革が非常に

重要だということですね。

通常の派遣研修については、これまでどお

りの予算の限りもございますので、これまで

より特に増やすということは非常に難しい状

況でございますが、できるだけ予算面におい

ても人材育成の部分は落とすことなく、県の

自治研修所、あるいは自治大学も含めて、市

町村アカデー、国際文化研修所等々の研修機

関がございますので、そういった研修も積極

的にやっていきたいと考えております。

そういう研修所に派遣されて、他の市町村

から来た職員といろんな意見交換をする面に

おいて、いろんな情報を得てきておりますの

で、全国のいろんな最新の情報を得て帰って

きて、考え方も変わってくるというような効

果もございますので、そういった面で研修の

充実にも取り組んでいきたいと考えておりま

す。

○ 議長 仲地宗市

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

研修については、従来どおりやると。しか

しこれからはやはり先程も教育の中で話が出

ていましたけど、やはり年次毎に職員が減っ

ていく。今は22年まで25名、208名になるん

ですけど、さらに減っていくと、その分また

さらにみんなでカバーしなくてはいけないと

いうことになります。これからよく言われる。
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やはり役場の職員も役場の行政も企業感覚で

なければ行政運営できなくなってくるんだと

いうことをよく言われます。確かにそうだと

思います。行政の研修だけではなくて、その

企業感覚を植え付けるためにはどういった方

法であるか、いろいろな方法があると思うん

です。そういったことも含めて、これからは

やっていかなくてはいけないのではないかと

思います。

そして、職場研修については、具体的に出

てきませんでしたが、人材育成計画というの

があると思いますから、職場研修においてで

も、これは事務能力の研修ですよね。そうい

ったものもやはりこれ以上に強化しなくては

いけないのではないかと。いろいろと変化し

ていく中で、今まで以上にいろいろなものが

加速されてくると思いますので、こういった

面におきまして、町長、もう一度ご答弁願い

したいと思います。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

確かに幸地議員がおっしゃる通りでありま

す。人数がどんどん減っていきますと、どう

しても事務事業に対するプレッシャーとかい

ろいろありますが、その中で特に私が重点を

置いているのはコスト意識です。その職員に

対しての教育ですね。コスト意識、これまで

は予算を多く取って、そして残さず執行した

職員が評価される。職員もたくさん獲得した

課長が評価された。そうじゃなくて、少ない

予算で少ない人員で、いかに最大限に効果を

上げるかというのを、私は職員に教育してい

るつもりであります。

研修につきましては、将来的には町民の目

から見たサービスも徹底して行わなければな

らないという点から、ホテルへの研修派遣と

か、そういう部分も考えていかなければなら

ないのではないかなというふうに考えており

ます。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

まず、行政の改革として、なかなか難しい

ところがあると。これまで言われてきました。

先程、幸地議員がおっしゃったようなかたち

で企業感覚が必要だということも、これまで

も言われて続けて何年になるか分かりませ

ん。がしかしなかなかそう簡単には変わらな

いというのが実情かと思います。そこで、基

本的には、改革とは何ぞやと、意識の改革も

含めて、財政の改革も含めて改革とは何ぞや

ということになりますが、まず、改革という

のも、これまでのやり方を全く否定して新し

いやり方にチャレンジしていくというのが改

革なんですね。

一つのこれまでの成功事例として、去年、

17年度に久米島まで来ました北川正恭さんが

三重県庁でやった改革ですね。これもちょっ

と紹介いたしますと、まず、1995年に北川さ

んが知事に就任いたしまして、二つのことを

宣言したわけです。一つは、県庁はサービス

産業だと。県民に対するサービス産業だとい

うことと、一つは生活者起点の行政を目指す

と、この二つを宣言したわけです。それまで

の行政というのは、中央省庁の出先機関的な

上意下達の行政運営をしてきたということ

で、この二つを宣言しましたが、当初は職員

はなかなかついてこなかったわけですね。そ

こでおりしも職員の空出張の問題と食糧費の
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問題が発覚して、非常に県民の厳しい批判を

浴びたということです。そこで、職員の危機

意識が発生して、自分たちのこれまでの仕事

のやり方を点検しようではないかという機運

が県庁内にも出てきたということになりま

す。

そこから全国的なブームとなる事務事業の

評価制度が始まったわけです。事務事業の評

価制度というのは、それぞれがやっている仕

事の存在意義、目的は何かということから考

えることから始まるわけですね。この仕事の

存在意義は何かと、顧客は誰か、何を目標と

してやるのか。あるいはコストはいくらかか

っているのかといったことを点検していく作

業が事務事業評価ということになります。こ

れまでの我々行政の仕事のやり方では、予算

や仕事の成果をそれほど問われることはなか

ったわけですね。いくら予算を使ったか。そ

の予算を適正に執行したかという点が主に評

価されて問われてきたということですが、こ

れは右肩上がりの財政状況、経済が続く間は

それでよかったわけです。しかしこの右肩上

がりの経済が終焉して全国的に財政危機に直

面している時はそうはいかないということ

で、先程のコストの問題であるとか、目標の

問題であるとか、成果の問題、そういったこ

とを重視してやっていかなければ行政がたち

いかなくなってきたということでございま

す。そういう意味で、この行政の行動原理を

計画拡大志向から評価、効率化志向へ変える

大きな転機となって、全国的に広がっていく

一つの契機となったということです。

この三重県の成功事例と他の各民間企業で

のいろんな改革の成功事例もございますが、

共通して言えることは、一つは何らかの危機

が発生した、あったということですね。そし

てもう一つは、思い切って過去の常識を捨て

去るということと、経営スタイルと大きく変

えていくという、この３つの共通点がござい

ます。改革に成功した事例です。まさに本町

においても、今、その財政危機に直面してい

るということですので、大きく今変えていく、

本町の将来の在り方を変えていくチャンスだ

と、逆に、という方向で考えて、逆にチャン

スだということでありますので、町長を先頭

に精一杯頑張っていきたいと考えておりま

す。

○ 議長 仲地宗市

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

今、町民課長が話されたとおりのことを、

やはりこれから積極的に進めてほしいと思い

ます。次に進みます。

２点目のエネルギー問題について。エネル

ギー対策についてですが、私は町全体として

エネルギー対策について聞いたつもりですけ

ど、私の説明がちょっと舌足らずで不充分だ

ったと思っています。バーデハウスのみの回

答となっていました。

改めて質問しますが、その前に、私が質問

書通告出した後にポストの中に「久米島町新

エネルギービジョン」というのが配られまし

て、それを見たら、私が聞こうとしたのはこ

れだったなということです。この中に久米島

町地域新エネルギービジョンが２冊配られ、

私は後になって見たものです。このように久

米島町はこれを基本として、８つの新エネル

ギー導入として取り組もうとしていますとい

うふうに詳しく説明資料と内容書２冊に分け

て報告されています。この報告書はあくまで
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もビジョン、いわゆる構想でございまして、

いずれのも問題点もあり、実用化に向けての

導入は検討する必要があるというふうに思い

ます。しかし、今、答弁されたバーデハウス

については、一般家庭の、風力発電と太陽熱

のいわゆるハイブリッドシステムを併用する

ことによって、ランニングコストが非常に低

減できるということでありまして、早急に取

り組む価値はあるのではないかなと思いま

す。

それから、せっかくこういった素晴らしい

資料、報告書が出ていますので、実用可能な

ものからやはり事業導入について検討すべき

ではないかと思います。そういった、これも

踏まえて町長の考えを聞きたいんですが。

次に、現在、一般住宅でソーラーシステム

を導入して、従来、エネルギー源として使っ

ていた電気、ガス、石油、三点セットで普通

入っていると思います。それが現在ではこれ

を導入したためにガス、石油はもう利用しな

くてすむ。その分節約されたと聞いています。

それは機械設置代は昼間の余剰電気を電力会

社に売っていきますので、従来の電気料だけ

で賄えるということで、大変節約されている

そうです。調査してみる必要があるのではな

いかと。それによっては、一般に推進する必

要もあるのではないかなというふうに思いま

すけど、町としてどう考えていますか、お聞

きします。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

ただいま、一般の家庭に業者の方から太陽

発電機を家庭用として導入しております。こ

れは平成19年度までに５世帯くらい入る予定

で、今、作業を進めているようです。ただい

ま議員がおっしゃったように、この家庭の消

費電力によって差はあると思うんですが、天

気のいい時に発電したものを電力に買電し

て、十分家庭での消費をまかなうというふう

に聞いております。各家庭の、消費電力の少

ないところでは採算性は非常に厳しいものが

あると思うんですが、消費量の多い家庭にお

いては十分まかなうと思いますので、そうい

うものが普及しますと各地域においてもやっ

ぱり導入した方がいいというふうなことにも

なると思いますので、町としてもこのエネル

ギー関係、今後、国からもいろいろと二酸化

炭素の消費量の問題とか出てくると思います

ので、そういうものもタイアップして、久米

島町としての二酸化炭素の消費量の削減等々

の問題も解決するものと思います。

そういう意味で、平成16年度から久米島省

エネルギービジョンをまず16年度に立ち上げ

まして、随時やってきているところでありま

すので、それを参考にしながら民間にも普及

を図るように努力していきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

民間によっては、規模によって消費電力も

違うし、機械そのものの規模によっても違っ

てくるわけですから、それなりの需要に応じ

たものを設置することによって、従来支払っ

ていた電気料だけでガス代、石油代も省かれ

ていくと、その代わり耐用年数が35カ年だと

聞いていますが、そのくらいずっと出ていく

わけですから、その間に維持管理が出ていき

やしないかという懸念もありますけど、そう

いったところはまた調査してみると分かると
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思います。これを拡大すれば、やはり公共施

設なんかもこういった形でできれば大きな石

油電力エネルギーの節減にもなるんではない

かなと思います。

それと、今、ご承知のとおり、宮古と伊江

島でバイオマスエタノールの製造実用化に向

けて実証試験をやっていますが、18年度にハ

イブリッドの公用車が100台も稼働している

と。18年度中に、これは500台のハイブリッ

ド車を稼働させる計画があるんですけど、実

際に稼働しているかどうかは分かりませんけ

ど、かなりのエネルギーがクリーン化されて

きたということを聞いています。そこで、宮

古、伊江島は今のバイオマスでやるわけです

けど、久米島町は今の風力発電と太陽熱を実

証展示地域に指定を受けるように要請しては

どうかというふうに提言したいと思います。

ということは、久米島は過去にいろんな実証

試験をやっているわけです。ということは、

まず、ウリミバエが撲滅されているし、ミカ

ンコミバエが撲滅されているし、そして今、

アリモドキ、イモゾウムシが19年度撲滅宣言

されると。そしてイモゾウムシについては継

続してやるということで、こういったシステ

ムというのは世界的に有名なんですよね。今、

久米島だけがこういった実証試験をしていま

す。そういうことで世界的に非常に注目され

ています。もしそれが実施されていけば久米

島でも可能ではないか。これまでわれわれが

久米島をこういう国の指定の受けてやったん

だから、今度は久米島から提案しましょうと

いうかたちでいけば可能だと思うんですよ。

もしそれが実現すればほとんどのエネルギー

が新エネルギー、クリーンエネルギーに変わ

っていくことになります。そうすると乗用車

はもちろん、家庭内、公共施設、全部自然エ

ネルギー、風力発電とかバイオマスも一緒に

なってやれば久米島がクローズアップされて

いくと思うんですよ。こういった実験という

のは、だいたい久米島の面積が非常に適して

いるんだと、よく言われています。そういう

ことで、今日まで病害虫の防除実証実験も久

米島で行われたということであります。

もしそれが実現されれば、今、京都議定書

の地球温暖化防止に大きく世界的に貢献する

ということになりますので、またそういった

面からも注目されていきますので、そうすれ

ばおのずと観光客も久米島に行って見てこよ

うではないかと。久米島はクリーンの島だと、

久米島に行きましょうということになります

と、やはりこういったものを含めまして観光

産業の育成にもなるということでありますの

で、ぜひ国、県にバイオマスエネルギー、エ

タノールは宮古、伊江島でやっていますけど、

風力発電と太陽熱は久米島でやってくれませ

んかというふうに、僕は要請する必要がある

のではないかなと思いますが、町長、答弁お

願いします。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

ただいま議員が質問したとおり、今度、17

年度で作成した久米島地域資源エネビジョ

ン、その中にも提案させていただいておりま

す。風力だけとかということで単体でやりま

すと、沖縄電力系統の電力に非常に影響があ

るということで、直接系統につないで売電す

るということになると、電力の系統の周波数

に乱れがあって非常にそこらへんは調整が必

要だということで、今まで建設された、糸満
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とかでも十分、糸満の場合は３台風力発電を

設置しているんですが、一度に３台回せない

という状況もあります。

今、久米島のこのビジョンで提案されてい

るのは、マイクログリッドということで、地

域の、例えば風力発電、太陽光発電等々を全

部結んで自前でまかなっていこうという、そ

の提案をしております。それを電力の系統に

つなぐと、電力の系統が乱れてきて非常に問

題があるということでありますので、独自で

各学校の屋根を使って太陽光発電をやるとか

ということで、公共施設を全部結んで、自分

たちの系統を作ってやるという提案をしてい

るところであります。

おっしゃるように、実証地域を離島型新エ

ネ地域というかたちの離島マイクログリッド

構想を打ち立てて国の方に実証実験をしてほ

しいということを提案したいなと考えており

ます。

平成19年度事業として、今度もＮＥＤＯの

事業で重点テーマで調査研究をすることにな

っていますので、それも含めて調査をして、

20年度以降になるか分かりませんが、提案を

していきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

幸地良雄議員の本件に関する質疑は既に３

回になりましたが、会議規則第55条但し書き

の規定によって特に発言を許します。

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

風力発電につきましては、やはり今、電気

の質が良くないということであまり尊ばれて

はいませんけど、やはりこれから技術的に開

発されて行くわけですよね。そして今いうバ

イオエタノール、製糖工場から出る糖蜜等に

よるアルコールの製造ということになるわけ

です。それともう一つのバイオマスは、農産

物、畜産物の排泄物を利用した、いわゆるガ

スを発生させての熱交換というかたちになる

わけですけど、やはり今のところはいろいろ

問題点があるんですけど、これからこの技術

開発されていくことによって、これが実用化

に向けていくわけですよね。この計画の中で

もはっきりいつということは記していませ

ん。これは確かにわかります。これからぜひ

こういう開発するための実証試験地を久米島

にやってほしいということでございますの

で、ぜひ、これを積極的に進めてほしいと思

います。久米島はこういった積極的に実績を

出した、実績があるわけですから、過去に。

これはどこにもない、日本のどこにもない実

証試験をこちらで確率させたわけですから、

これは大きな強みもあると思いますので、ひ

とつ頑張ってほしいと思います。以上、終わ

ります。

○ 議長 仲地宗市

これで８番幸地良雄議員の一般質問を終わ

ります。

休憩します。（午前 11時46分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 11時47分）

次に、11番内間久栄議員。

（内間久栄議員登壇）

○ 11番 内間久栄議員

11番内間です。本定例会に一般質問をした

いと思います。

まずはじめに、農業振興について。町長は

施政方針で町の基幹産業である農業を主要産

業と位置づけ、積極的に振興を図っていく考

えのようですが、そこで次の事についてどの
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ような計画があるのかお伺いします。さとう

きびの振興について、今後の作付け計画、面

積。次に収穫面積。それから10ａ当たりの収

量ですね。何トンを予定しているのか。計画

があるのか。そして１戸当たりの平均収量、

これはどれくらい見込んでいるのか。

２番目に、野菜、花卉について、担い手農

家の育成、後継者育成はどのようにするのか。

３番目に、葉たばこ栽培について。サトウ

キビの輪作体系を維持しながら地力を高め、

病害虫の防除対策に努めるとのことですが、

具体的にどのようにするのか。

それから、漁業振興について。漁業振興に

ついて、漁業後継者の育成や所得の向上に積

極的に振興を図っていく考えのようですが、

具体的にどのように育成、所得の向上に努め

るのかお伺いします。

（内間久栄議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

11番内間議員の質問にお答えします。

農業振興について。（1）さとうきび振興

について。平成19年の計画においては、作付

け面積は1,258haで、その内、収穫面積は1,0

28haになります。10ａ当たりの収量は、夏植

6.3トン、春植4.4トン、株出し4.9トンを見

込んでいます。一戸当たりの平均収量につい

ては約50トンを見込んでいます。

（２）野菜・花卉の担い手農家の育成、後

継者の育成については、ＪＡの生産部会や花

卉農協久米島支部と連携し、取組みをしてい

きたいと考えています。基本的には、現在の

生産農家が、安定した所得が確保できるよう

にし、模範的な生産農家の育成を図っていき

たいと考えています。具体的には、最新情報、

栽培技術や農業講座の開設など、勉強ができ

る環境づくりに取り組んでいきたいと考えて

います。

（３）葉たばこの栽培については、過去２

～３年は天候不良がつづき、全県的に疫病が

発生し、生産量・品質に大きな打撃を受けて

いる状況にあります。この疫病を徹底的に駆

除するため、町から農薬代の一部を助成し、

３年計画で土壌消毒を行っていく予定であり

ます。

さとうきびの輪作体系による地力増進対策

については、これまで生産農家が自助努力に

より取り組んでいるので、その輪作体系を今

後も維持させていきたいと考えています。

漁業振興について。漁業振興については、

モズク養殖栽培が順調に伸びてきていますの

で、今後ともモズク養殖栽培が安定して生産

できるような環境づくりを行っていきたいと

考えます。その中で後継者育成ができるよう

に漁協と連携をとりながら進めていきたいと

考えています。

また、一本釣り漁業についても、パヤオの

設置管理の問題等を改善しながら安定した漁

業ができるように漁協と連携を取って進めて

いきたいと考えております。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 11時53分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 １時28分）

午前に引き続き一般質問を行います。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員
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さとうきび生産は、年間、天候に非常に左

右され、また、農家の高齢化も進み厳しい環

境にあります。しかし、換金作物として最も

重要な位置にあり、農家の家計を助けている

のではないかと考えています。

町では、平成19年、20年経営は、収穫面積

1,028ha、農家１戸平均50トン見込みのよう

ですが、今後４、５年は高齢化がさらに進行

し、町人口の４分の１は65歳以上が占めるの

ではないかと考えられます。町は２１世紀ま

での中期的なさとうきびの生産計画は立てて

おりますが、この資料を見ますと、反収当た

り、春植えとか、夏植え、株出し、それによ

っても違うんですけど、平均、最終的には21

年まで5.3トンですか、反当たり､平均的に見

ておりますが、今、町は堆肥工場も造って、

いろいろ農業面に力を入れようということで

考えている最中、この単数の考え方、これで

いいのか。もっと後継者を指導してさとうき

びの振興を図っていく必要があるのではない

かと思います。

それと、予算を見ますと、この３カ年間、

優良種苗の育成、この額についても毎年やっ

て、３年前よりは今年平成19年度は３分の１

くらいの額になっているような状況にありま

す。それで、このさとうきびの振興を図れる

かどうか。私は異議を持つのでありますが、

そのへんはどのように考えていらっしゃるの

か、説明いただけますか。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

さとうきびの反収については、5.3トンと

いうことで、大変低い状況であります。これ

ではさとうきびでやっていくのは大変厳しい

状況だと認識しております。堆肥化施設も平

成19年度に完成して稼働する予定にしており

ます。この堆肥化施設も利用した総合的な実

証展示ほが必要だと考えております。さとう

きびの品種の試験、実証展示、堆肥の試験、

灌水とか、そういったものを実証展示ほを作

って、モデル的なほ場として実証できれば、

それを普及させる方法として考えていきたと

思います。

優良種苗についても、今、原々種苗を入れ

て、それを原苗ほまで増やして農家には配付

しております。これについても品種がさとう

きびの収量に大きな関わりもあります。農林

21号が大変いいという評価も出てきておりま

すので、これもぜひ増やしていきたいなとい

うふうに考えております。そういった取り組

みをして反収の増加を進めていきたいと考え

ています。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

中期的な生産計画を成し遂げるためにいろ

いろ計画はなさっているということでありま

すけど、先程、私も申し上げたんですけど、

これらの問題ですね、これはやはり農地の流

動化促進、そのへんも考えなければいけない

と思うんですよね。これは非常に大切だと思

うんですけど、そのへんはどのようにお考え

になっているんですか。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

土地の流動化については、農業委員会の分

野に入っていくと思うんですが、これから高

齢化が進んで、さとうきびの面積を維持する
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のも大変厳しい状況になってきます。農業生

産法人が、今、７つ久米島にできております

が、将来はそういった農業生産法人がさとう

きびの面積を担う方向で進んでいくと思いま

す。高齢化によってさとうきび栽培が厳しい

状況のところは、農地流動化事業も含めて、

検討していきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

さとうきびの問題は、これから生産して出

すにも、農業法人としても今後とられるよう

でありますが、やはりそれと併せて、町とし

てはいろいろ考えておりますが、久米島町は

離島でありますので、防風林とか防潮林、そ

して優良種苗の確保の問題等々もやはり継続

していただいて、後継者の問題、育成につい

ても、ぜひ考えていただきたいと思います。

そして、農家が安定した生産ができるような

取組みも、町行政としても取り組んでいただ

きたいと思います。

次は、野菜と花卉についてなんですけど、

特に野菜については、重要野菜ということで、

災害があった場合には、それなりの最低価格

の補償とかは施されて、ある一定は安心して

栽培できるわけですけど、花卉については、

いろいろ町は後継者の育成についてはＪＡの

生産部会、花卉農協久米島支部と連携し取り

組み、最新情報、栽培技術、農業講座を開設

し、勉強ができる環境づくりに取り組んでい

くとの考えのようですが、花卉については、

農協との取り扱いと太陽の花との取り扱いが

ありますね。そのへんは太陽の花の生産者に

ついては、どのような考え方で今後担い手育

成、また、後継者育成をしていくのか。考え

方をお聞きしたいと思いますが。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午後 １時39分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 １時42分）

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

花卉の振興についてですが、今、花卉につ

いては農協の花卉部会、そして沖縄県花卉農

業協同組合久米島支部の二つがあります。花

卉農協の方は毎月勉強会をやって新しい情報

を取り入れながら、かなりの実績を上げてお

ります。

また、農協については、集出荷場がなく、

野菜の集出荷場の片隅を利用してやっている

ために、なかなか勉強会とかができなくて、

情報不足のところがあるのではないかと考え

ております。

そういったことで、農協の花卉部会につい

ても、毎月新しい情報の勉強会とか栽培技術

の勉強会とか経営の勉強などができる環境を

ぜひ作っていきたいと思っております。花卉

農協についても、独自でいろいろ勉強をやっ

ておりますが、そういった情報を行政、農協

部会、生産者と情報交換会しながら、勉強会

ができるような環境づくりをやっていきたい

と考えています。それで農家の皆さんの経営

の安定向上を図ることによって、後継者が生

まれてくるというような仕組みを作っていき

たいなというふうに考えております。

そういうことで、どうしても勉強会という

のが大変重要なことであると思いますので、

19年度においてはそういったところに力を入

れていきたいと考えております。

○ 議長 仲地宗市
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11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

どうも勘違いして大変申し訳ありません。

たばこについては、聞きたかったんですけど、

次が漁業の振興について再質問したいと思い

ます。

漁業振興については、モズク養殖栽培の安

定的生産で後継者育成ができるように漁協と

連携して進めていく考えのようで、大変良い

ことだと考えております。今、非常にモズク

の消費が高くなって、需要が追いつかないく

らいで、今後はもっと良質なモズクの安定的

な生産販売を継続して行うためには、海の環

境づくりが最も大切ではないかと考えており

ます。そこで今後、この海の環境づくりをす

るために、いろいろありますけど、下水道の

接続の問題とか、赤土汚染の問題とかいろい

ろありますけど、赤土問題は先程も答えてい

ましたからいいんですけど、そのへん、下水

道の接続問題とか、海浜の環境整備、今後こ

の取り組みをしていく考えを持っていらっし

ゃるのか。特に下水道は積極的にやっている

んですけど、海辺の環境の問題ですね、その

へんはどのように考えていらっしゃるか、お

聞きして、私の質問を終わりたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午後 １時47分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 １時49分）

又吉敏雄水道課長。

○ 水道課長 又吉敏雄

今の下水道接続についての質問にお答えし

ます。町におきましても、今、下水道の接続

については重要課題として位置づけて、そし

て今、担当によります各戸訪問、そういった

こと等も行いまして、着実に従来よりは地域

の皆さんの環境保全に対する考え方も変わり

まして、接続率もこの２、３カ年非常に伸び

が良くなっています。そういうことで、今後

とも、今、下水道の接続については重要課題

としてと位置づけて、接続率を向上するよう

に頑張っていきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午後 １時50分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 １時53分）

これで11番内間久栄議員の一般質問を終わ

ります。

次に、２番翁長英夫議員。

（翁長英夫議員登壇）

○ ２番 翁長英夫議員

２番翁長です。３点ほど質問します。１点

目の職場の活性化と意識改革について。民間

企業では激しい競争の中にあって、常に自己

改革に努め、心の緩みは営業成績に跳ね返り

倒産という憂き目をみることから、従業員は

ひとつの目的意識をもって創意工夫し、無駄

を省き、どこの民間職場における環境も活気

に満ちています。ところが、地方公共団体は

住民のための施策を行う特質から競争という

原理が生まれようとしない。このことが職場

の空気を沈滞させる大きな原因となっている

現状ではないでしょうか。

そこで町長は、施策方針の中で久米島町の

厳しい財政状況をなんとかしないといけない

ということで、これからの行政運営において

も役場の職員が変われば久米島町が変わると

いうことを強調されましたが、どういう意識

改革を必要としているのか、町長の所信を伺

いたい。
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財政改革について。政府は、三位一体改革

を2006年度を目標として、国庫補助負担金改

革、国から地方への税源移譲、地方交付税改

革、３つの改革を一体的に実施し、地方の財

政的な自主性、自立性の向上を図ろうとした

ものである。国から地方へという方針を掲げ

て構造改革を推進する中で、国から地方への

３兆円の税源移譲という画期的な改革が行わ

れた。この税源移譲を中心に三位一体改革を

通じて行われた地方税に関する改革内容を伺

いたい。

３つ目に、入札制度の見直しについて。２

月17日の新聞報道で政府は、３県の自治体に

談合事件が相次いだことを受け、総務、国土

交通両省がまとめた地方自治体発注の公共工

事に関する談合防止策の素案が明らかにされ

た。全ての自治体で一般競争入札を導入する

と明記されました。全都道府県市政令指定都

市で約半数にとどまっているとのことです

が、このような裏面を背景に本町においても

入札制度を見直すべきではないかと考えます

が、町長の所信を伺いたい。

（宮田勇議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

２番翁長議員の質問にお答えします。職場

の活性化と意識改革について。現在の久米島

町職員の意識改革の必要な事項として、大き

くは次の３点があると思います。１、目的・

問題意識の改革。２、コスト意識の改革。３、

住民視点の意識改革。以上３点でございます

が、これを随時職員に指導し、活力に満ちた

職場づくりを進めていきます。

財政改革について。三位一体の改革の下、

行われる税源移譲の内容は、納税者が国へ納

める国税を減らし、都道府県や市町村に納め

る地方税を増やすことで、国から地方へ税源

を移すことです。これにより、18年度の移譲

額は所得譲与税で措置され、本町措置額は2

千104万円、19年度は税制改正により所得税

（国税）から個人住民税（地方税）へ移譲さ

れ、本町へは4千200万円余りの税源移譲が行

われる予定です。

入札制度見直しについて。公共工事への一

般競争入札の導入については、談合防止や地

域経済への影響など、あらゆる観点から検討

を進めたいと思います。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

２番翁長英夫議員。

○ ２番 翁長英夫議員

ただいまのご答弁内容は、住民の視点に立

った行革内容だと、このように理解してます

が、再度質問いたしますが、行政改革には一

つの目的意識が毅然として、これを達成する

ための計画性が必要ではないかと思います。

また、何をなすべきかという施策の基本計画

がまちづくりの理想のビジョン、施策の大綱

を推進していくことではないかと考えます

が、町長、具体的な政策案がありましたらご

答弁お願いします。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

ただいまの質問にお答えします。まず、行

政改革を進めていくにあたって、具体的なビ

ジョンがないといけないのではないかという

ことと、具体的に何をなすべきかということ
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なんですが、まず、基本的には、いろんな行

動の前にはもちろん意識が、考え方が変わら

なければ行動が出てこないということですか

ら、まず前段階としては職員の意識改革が必

要になってきます。これについては、先程、

町長から答弁があったとおり、基本的には３

つの意識の改革が必要だと考えております。

１つ目が目的問題意識の改革です。具体的

に申しますと、これまで行政に一般的に言わ

れていることなんですが、前例主義で仕事を

している職員が多いと、一般的に言われてお

ります。これについては業務の目的をはっき

りと認識していないと。具体的に認識してい

ないということで前例主義で仕事をしている

職員が多いといわれているということです。

それと併せて、各自の具体的な目標を持た

ずに仕事をしているということです。これは

一般的に学校でも勉強でもスポーツでも目標

を持てと、そうすれば夢は実現できるという

ことでよく言われていますが、これは行政に

おいても全く同じだと思います。

それから、３点目に、財政的に厳しい、厳

しいと言われて久しくなるわけですが、本当

の自分のこととして危機意識を職員が持って

いるかといったら、必ずしもそうとは言えな

い部分があるということで、財政的に厳しく

受けとめる危機意識がまだまだ職員は希薄で

あるということですね。

それから、いろんな行政課題、問題が各部

門においてあるわけですが、これまではこの

問題は先送りして、逆に失敗をしない職員が

年功的に昇任して昇進していったと。仕事を

してもしなくても給与に影響がないという。

そういうことですから、敢えて無理して問題

解決をしようという職員が育ってこなかった

という現実があります。そこらあたりが危機

意識がないと言われている部分です。

しかし、これからはそういうわけにはいか

ないということです。各自が具体的に目的、

目標をもって仕事に取り組んでもらわない

と、少ない人数でより効率的に業務をこなし

ていくことができないということになりま

す。

それから、昇任昇給、これは次年度の人事

から既にもう町長は廃止するということで、

昇任昇給は年功序列は廃止ということになっ

ています。

あと、財政破綻に陥れば当然職員の給与も

今後は下がりますよという認識も職員は持ち

つつあると思います。そういった目的、問題

意識、危機意識、その改革がまず必要だとい

うことです。

それから、２点目に、コスト意識の改革で

すが、これまでは予算を多く取ってきて、１

円も残さず執行した職員が非常に優秀な職員

だと評価されたわけです。また課長について

も、いかにして職員数を多く獲得したかによ

って課長の力がある課長、ない課長というよ

うなかたちで評価されていたということであ

ります。

それから、３点目に、現在の予算のシステ

ムの中において、コスト計算が十分にされて

いないということで、担当者もそのコストと

いうのを十分に把握していないということ

で、コストの意識も希薄であるということで

す。これが実情です。

これからは、少ない予算と少ない人員でい

かに効率よく業務をこなすことができるかと

いう面で、管理者、監督者の能力が問われて

くるということになります。少ない予算と少
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ない人員で業務を効率的にこなした職員を評

価するシステムにしていかなければいけない

ということです。

それから、また同じことなんですが、常に

コストを意識して、コスト思考に職員の考え

方を変えていくということが必要になってき

ます。

それから、３つ目の住民視点の意識改革な

んですが、これまではどちらかというと役場

の職員は町民に対して行政サービスをやって

あげているという意識が心のどこかにあるわ

けです。自分で思っているわけではないんで

すが、どこかに出てくるということがあった

と思います。

それから、役場で机を構えて待ちの姿勢、

受け身の姿勢、それがあると。役場本意で仕

事をしている部分があるということと。それ

と、必ずしも住民に対する事前の説明が十分

行われていないということがあるわけです。

これからは、どうしても住民視点の業務執行

体制を築くということで、我々は住民の納め

た税金で仕事をさせてもらっているんだと。

住民の立場から見たらどうなのかと。あと、

住民は何を求めているのか、どうすれば住民

全体のサービスの向上につながるのかという

ことも考えながら仕事を進めていかなければ

ならないということです。

基本的には、この３つの意識の改革が必要

だと考えております。

実際に、これをどのように進めていくかと

いうことなんですが、基本的には理念と申し

ますか、これは民間企業でも役所でも同じこ

となんですが、基本的には企業には企業理念

というのがございます。

役場には町長の基本政策、基本理念という

のがございます。例えば本町ですと、町長の

基本理念として、子ども達が心豊かで元気の

あるまちづくり。若者が将来に夢と希望がも

てるまちづくり。あと、お年寄りが安心して

暮らせるまちづくり。これが現在の町長の基

本理念ということになりますが、この企業理

念あるいは基本理念を職員が共有化して認識

しなければなかなか進まないということにな

りますので、こういった町長の基本理念を全

職員が共有化してやっていける体制が必要に

なってきます。

それから、この基本理念を遂行するために、

どのようなシナリオを築いてやっていくかと

いうことも重要になってきます。

あとは、職員の人材の育成、能力の向上、

そういったことも併せて今後の行財政の運営

に取り組んでいく必要があると考えておりま

す。

以上、説明を終わります。

○ 議長 仲地宗市

２番翁長英夫議員。

○ ２番 翁長英夫議員

ただいま町民課長の答弁はいろいろと政策

的案があるようで、そしてこれを実際に実現

していくためには、これは確かに努力も必要

だろうと思いますが、先程、答弁の中にもあ

りましたように、その目的意識が何をやろう

としているのかが一番求められることだと思

います。そういうことをいかにして住民の立

場に立って住民福祉をしていくことが行政の

仕組みだと思いますので、計画したことは必

ず実施していくようにお願いします。

そこで、計画は計画として、その意義を十

分重視して住民の視点に立って、改革実現が

できるようにお願いしまして、次に入ります。
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財政改革についてお尋ねしましたが、確か

に三位一体改革により税源移譲ということで

町長の、先程ご答弁がありましたように、４

千200万円あまりの金額が本町に19年度に配

分される予定だと申し上げておりましたが、

社会情報を聞いても、新聞報道を見ても、そ

の中身があまり実感としてよく分かるようで

分からないという、はっきり分かりませんの

で、この税源移譲の概念についてお聞きした

いと思いますが、納税者が国へ納める国税を

減らして、都道府県や市町村に納める地方税

を増やすことで、本町に4千200万円の税源移

譲が行われるのではないかと思いますが、そ

の税源移譲の概要について、従前の制度から

何が変わったのか、あるいは所得税と個人住

民税の税率控除の変更内容について、どうい

った方法でこういう状況になってくるのか、

ご説明お願いします。

○ 議長 仲地宗市

平田明税務課長。

○ 税務課長 平田明

ただいまの質問内容ですが、例えば19年度

におきましては、国の三位一体改革で税源移

譲が18年度から実施されております。19年度

におきましては、国全体で３兆円規模の税源

移譲が行われます。その分に関しては18年度

の税制改正でもって、19年度分の所得税から

個人住民税へと３兆円規模の税源が国から市

町村へ移譲されます。その中で、先程、町長

から説明がありましたように、4千297万5千

円が本町に税源移譲されます。

内容といたしましては、所得税が今現在４

段階評価で税率があるんですけれど、それが

６段階に移行されます。それによって税源が

動きます。そして、個人住民税が５、10、13

％の３段階で税率をかけられておりました

が、それが一律の10％課税となります。そし

て、所得税、これは国税の部分なんですけれ

ど、市町村へ移譲されますので、国へ納めて

いた中から税政改正により市町村へ移譲する

ということで、それが、先程4千200万円の税

源移譲が国が取るべき金を市町村に委ねると

いうことです。

じゃあ、どういうふうに試算されるのかと

いうのを今現在広報誌で２月号、３月号で実

際の積算パターンも示して載せております。

今後も税制改正とかいろいろ税の情報につい

ては掲載していきます。

そして、県の方から、来月から新聞やテレ

ビ等マスコミ関係を通じて、そういう広く国

民、町民に税源移譲の19年度分に関しての広

報が行われる予定であります。

○ 議長 仲地宗市

２番翁長英夫議員。

○ ２番 翁長英夫議員

ただいま課長のご答弁、ある程度分かりま

すが、これは政府の方針ですから、これはお

互いは従わないといけないんですが、ただ、

住民が、不満ということは言いたくありませ

んが、これまでの政府の公表している３兆円

税源移譲するために、これまでの税率を上げ

て、それをお互い住民に負担させて、これを

徴収して国は地方にあげるということになる

かと思いますが、例えばこれまでは市町村民

税でしたら、200万円までは３％です。そし

て200万円から700万円までは８％、700万円

以上は11％ですけれど、改正後は一律10％、

200万円以下でも10％のうち県民税が４％、

市町村民税が６％というかたちになるんじゃ

ないかと思うんですが、これからするとお互
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いこれまでよりはもっと税金を多く納めなく

てはならないということだと思いますが、説

明お願いします。

○ 議長 仲地宗市

平田明税務課長。

○ 税務課長 平田明

今回の税制移譲に関して、簡単には説明出

来ない部分があって、税率の動きもあってど

ういうふうに説明しようかということで、広

報で２カ月か３カ月に渡って、徐々に説明し

ていかないといけないと思い、今回何カ月か

に渡って今回の税源移譲の試算まで含めて、

本来はパンフレットを流すべきなんですけ

ど、予算の問題もありまして、広報の紙面を

借りて説明しておりますけれど、確かに今ご

指摘のとおり住民税を４段階から６段階に細

分化して、ものすごいわかりにくくなってお

ります。その分、住民税を、例えば今まで出

していた税金は国にいくら、市町村にいくら

だったんですけれど、入った税源を移譲する

ということで、住民税は出す本人は変わらな

いんですが、確かにご指摘のとおり５％、10

％、13％課税されていたのが10％の一律にな

るわけですから、上から下に下がる方もいら

っしゃいますし、５％から10％に、極端にい

えば２倍に増税感がある可能性もあります。

ただ、その中には控除額というのがまた新

しい制度で入ってくるんですが、そういう控

除が１人１人個人によって違いますので、そ

れによって弾いてみないと増税感なのか、減

税感なのかというのがちょっと数字上で表せ

ない部分でありまして、これは試算した後に

そういうかたちが出てきましたら、資料とし

て皆さんに提供していきたいと思いますの

で、よろしくお願いします。

○ 議長 仲地宗市

２番翁長英夫議員。

○ ２番 翁長英夫議員

ただいまの答弁、お互い行政というのはも

ちろんこれは改善する立場ですので、このへ

ん改善して徴収する段階になるとまたいろい

ろと一般からの徴収にあたりますので、これ

は本当に住民が理解できるような説明がほし

いと思いますので、今後こういうところを指

導して下さい。

次に入ります。先程、町長の前向きな答弁

でしたが、入札制度に対しては。まず、独占

禁止法に基づく厳正な対策が行われること

で、発注機関においても入札契約制度の改革

が実施されるということでたいへんいいこと

だと思います。これは私は適正行為だと思い

ますが、一般競争入札を導入した場合、地元

業者の受注機会を増やせない面もあるのでは

ないかと思いますが、こういうことから考え

ると地元業者の不利益も与えないのか、説明

お願いします。

○ 議長 仲地宗市

平田光一総務課長。

○ 総務課長 平田光一

今回、国全体として談合が問題になりまし

て、その入札制度について、指名競争入札か

ら一般競争入札への導入ということで、国か

ら上げられております。

一般競争入札については、国からの指導に

つきましては、速やかにということですが、

当面１年以内に、その取り組み方針等を検討

して、速やかに実施をしなさいということが

上げられております。

そして、お互い小さい町村において、どう

いうふうな一般競争入札の導入ができるの
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か。例えば、ある程度の規模のある市におい

ては、その市に住所をおくとか、事務所をお

くとか、そういうところに現地要件を上げて、

その中で業者指名じゃなくてもすぐ一般競争

入札というようなこともできるということで

すが、このお互い久米島において業者数が少

ない中においてはそういう、やるにしても指

名競争入札と同じようなことになるのではな

いかなということ等とかですね。一番大事な

ものは、談合がないということと、より入札

額が低いといいますか、安くできるというこ

とが町に与えられた責務だと思います。そう

いうことも含めて、この久米島町において、

どういう導入の仕方、また方法ができるかと

か、そういうことも他の市町村の今後の状況

等も踏まえながら、より国から出された方針、

それと久米島の要件もまた考えながら、この

入札制度については検討していきたいと思い

ます。

○ 議長 仲地宗市

これで２番翁長英夫議員の一般質問を終わ

ります。

次に、13番真栄平勝政議員。

（真栄平勝政議員登壇）

○ 13番 真栄平勝政議員

13番真栄平です。１点だけ、大岳小学校体

育館雨漏りについて。大岳小学校体育館は平

成13年に建築され、落成時から壁の雨漏りが

指摘されており、今まで修繕されていない。

11カ所の雨漏りがある。その対策はどうなっ

ているかお伺いします。

（真栄平勝政議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

比嘉・教育長。

（比嘉・教育長登壇）

○ 教育長 比嘉

13番真栄平議員の質問にお答えいたしま

す。ご指摘のとおり、大岳小学校の体育館に

つきましては完成後から雨漏りがあります。

その後対策はとられていませんでした。平成

16年度から現在まで述べ４回現場調査し、対

策を講じてきましたが、雨漏りを完全に止め

ることには至っておりません。今後どのよう

に雨漏り対策を講じればいいのか、現在設計

業者や施工業者と協議を継続しております。

（比嘉・教育長降壇）

○ 議長 仲地宗市

13番真栄平勝政議員。

○ 13番 真栄平勝政議員

これ一部は写真資料ですけれど、議員の皆

さんに回して見て下さい。これは状況です。

落成時にも指摘はしてありました。見ながら

ですね。今までされていない。話を聞いてみ

ますと、見栄えが悪くなるから出来ないとい

う話も聞いております。それは鉄筋とかのあ

れで膨張して部分的な崩壊になりかねないで

す。それを安全を重視して行うようにやって

もらいたいと思います。特にステージ裏の倉

庫は雨漏りがひどくて、体育の備品、子ども

達の作品等々が保管できない状況だそうで

す。これからどう対策していくか、お願いし

ます。

○ 議長 仲地宗市

平良進学校教育課長。

○ 学校教育課長 平良進

教育長から、先程、答弁があったとおり、

３回から４回ほど対策は講じてきました。お

っしゃっているように、そんなに大きな雨漏

りは出ておりません。何カ所かは止まってお

ります。ただ、完全に雨漏りを止めるという
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ことができないということで、いま頭を痛め

ております。

ただ、業者の方も真剣に考えまして、瑕疵

期間を過ぎてもコーキングや資材等も使って

２、３回対策も講じております。ただ、設計

上の問題、施工の問題か、原因は今のところ

確定はできません。現在も施工業者、設計業

者と連絡をとりながら、今後の対策を今協議

中であります。

○ 議長 仲地宗市

13番真栄平勝政議員。

○ 13番 真栄平勝政議員

特に危険なところは、フロアーの剥離が見

られますね。あれは特にまた雨で濡れた時は、

このフロアーはよく滑ります。そのために体

育時間中に子ども達が怪我する恐れがありま

す。今まではそういう事故がないんですけれ

ど、事故が発生する前に早急な対策をやって

ほしいと思います。

これと関連して、公共工事で、ひび割れの

件で、久米島西中学校もそれが一部あります

けれど、同じ公共工事ですので、管轄は一緒

ですので、その方も工事期間中でありますの

で、雨漏りそういうのがないような、早急な

対策をして、指導を徹底していい校舎を造っ

て、子ども達に入所させてほしいと思います。

久米島西中学校の件も含めて、考えを聞いて

私の質問を終わりたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

平良進学校教育課長。

○ 学校教育課長 平良進

ただいまのご指摘があるとおり、大岳小学

校の体育館フロアーは何カ所か雨漏りしてい

ます。これは２カ年前から校長、教頭には、

雨天の場合は、そこに雑巾か、あるいはコー

ン柱を置いて印を付けて、危険防止のために

やってもらいたいということで、学校として

もその対策で今までやって来ております。こ

れも早めに、雨が降った場合の対策方法もそ

れなりに考える必要があり、事故が起こらな

い前に、学校とも協議しながら対策を講じて

いきたいと考えています。

指摘されましたひび割れの件は、現場でも

確認しました。指導も仰ぎました。いろいろ

意見も聞きました。ただ、この箱物の場合は、

ひび割れはその養生期間とか、その間に。隅

からひび割れが入った場合はＶ字カットで切

り込みを入れ、そこにコーキング材を入れて、

それ以上ひび割れをさせないように防ぐとい

う工法が常日頃から行われていることも、業

者、コンサルからも聞いております。話を聞

きますと、校舎に強度に影響あるようなこと

はないということも聞いております。その補

修についてもいろいろ方法があるとおっしゃ

っていました。コーキンを詰めて、そのまま

上塗りで補修する方法と、少し範囲を広げフ

ァイバー繊維、あるいはメッシュ模様の補強

材を入れて補修し、更に上塗りして補修する

という方法もいろいろあるということも聞い

ております。

この件についても、コンサルに対しては現

場管理のその問題についても提案してもらい

たいということで指示も出しております。今

後、学校校舎が完成しても、もし瑕疵期間に

そういった問題が出たら、また対策も講じて

いきたいと考えております。

○ 議長 仲地宗市

これで、13番真栄平勝政議員の一般質問を

終わります。

○ 議長 仲地宗市
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休憩します。（午後 ２時31分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 ２時40分）

引き続き、一般質問を行います。

次に、17番國吉弘志議員。

（國吉弘志議員登壇）

○ 17番 國吉弘志議員

17番國吉です。２点質問いたします。

まず、１点目、潮害防風林の管理について。

平成16年度から南部林業事務所が事業主体で

海岸防災造成工事として防風林の植栽が始ま

り、平成18年度事業もほぼ完了しております

が、16年度事業分の清水浄化センター前から

西への約250ｍの間が台風の影響で保護柵が

壊され、植栽された木々がほとんど枯れてお

り、早急に対策を講ずる必要があると考えま

すが、町長の考えを伺います。

２点目、公園整備について。町内の数ある

公園の中でふれあい公園は地域住民の健康づ

くりや憩いの場として、朝は早くから晩の11

時頃までジョギングや歩け歩けで多くの方々

に利用され喜ばれておりますが、子どもたち、

親子のふれあいとしては、遊具が少ない、木

陰がないと。町として整備する考えはないか

伺います。

（國吉弘志議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

17番國吉議員の質問にお答えします。潮害

防風林の管理について。ご指摘の場所は、被

害調査を終えまして、復旧に向けて国と調整

をしているとのことでありますが、早急に実

施できるよう要望してあります。

公園整備について。ふれあい公園は、住宅

地に隣接しているなど利便性が良いこともあ

ってグランドゴルフや各種イベントなどで多

くの町民が利用している状況にあり、今後と

も管理はしっかりやっていきます。

遊具については、財政状況を考えた場合、

増やすのは難しいと思います。

木陰が少ないことはご指摘のとおりです。

公園整備当初は、それなりの植栽がされてい

たようですが、塩害等で枯れたと考えられま

す。今後は樹種を検討しながら緑を増やすよ

う努力いたします。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

17番國吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

今の答弁の中で、早急に実施できるよう要

望してありますとのことですが、この場所は

台風の被害を受けてからもう２年近く経過し

ております。設営されたその苗木もほとんど

枯れ、それにまた台風の波で押し上げられた

ラワン材が長さ10ｍぐらいありますが、それ

がこの防風林の中に押し上げられておりま

す。こういう状態でありますから、一日も早

い復旧が必要だと考えられますが、この実施

時期についていつ頃になるかご答弁お願いし

ます。

○ 議長 仲地宗市

田端智環境保全課長。

○ 環境保全課長 田端智

ただいまのご質問にお答えします。この事

業は林業事務所が実施主体となって事業はや

っております。それで、被害調査も去年の９

月頃終えまして、これは国の補助事業を入れ

てやっておりますので、国の方と台風被害、
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災害でとれないかということで要請をしたよ

うですが、それが駄目だということで、別の

改良事業あたりで復旧ができないかというこ

とで今調整をしているということで、いつ頃

実施するかということについては回答は得ら

れておりません。

○ 議長 仲地宗市

17番國吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

県の工事については、今のこの防風林の植

栽だけではなく、これまで県の工事について

はほとんどその事業内容等も担当課の方では

十分把握していないような感じを受けており

ます。これからあと、十分、県の工事につい

ても、我が町は県と十分連絡を取り合って、

事務の処理にあたってもらいたいと思ってお

ります。

久米島が県立自然公園に指定を受けて、58

年に受けられておりますが、その間、自然公

園の管理委託金として毎年100万円程度の委

託料が県の方から支払われていると思います

が、この委託料の中に巡回、森林も含めて保

安林等も含まれているのかお伺いします。

○ 議長 仲地宗市

田端智環境保全課長。

○ 環境保全課長 田端智

お答えいたします。森林巡視員ということ

で委託しております。それには森林を含め保

安林等も含めた巡視をやっているところであ

ります。

○ 議長 仲地宗市

○ 17番 國吉弘志議員

この保安林もなさっていると。

休憩して下さい。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午後 ２時48分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 ２時48分）

○ 議長 仲地宗市

國吉弘志議員の本件に関する質疑は既に３

回になりましたが、会議規則第55条但し書き

の規定によって、特に発言を許します。

○ 17番 國吉弘志議員

保安林も防潮林も、この苗木を植えてから

成木となって、その地域に効果を上げるまで

には何十年と年月をかけてはじめて、その木

は成木となって成果を上げてくるわけです

が、今回の調査でも台風が起こって、１年近

くなってからたぶん調査されたと思います

が、これから後は、常に今いる巡視員にも、

こういう保安林、特に今回保安林として植栽

された場所については、頻繁に巡視をしてい

ただいて、苗の生育がうまく、早めに活着す

るように十分取り組んでもらいたいと、これ

は要望いたします。

それでは、１点目の質問は終わりまして、

２点目の公園整備について再質問を行いま

す。ふれあい公園は現在定期的に芝刈りやト

イレの清掃ともよく管理させており、地域住

民からも非常に喜ばれています。先程、ご答

弁の中で、遊具につきましては、今のところ

増やす考えはないというふうにご答弁ありま

したが、現在設置されている遊具につきまし

ては、ご承知のようにブランコが１台と、名

前は分かりませんがあと１施設というんでし

ょうか、それがあるだけであります。その公

園には子ども達が５、６名でも一緒に遊びに

来ると、その遊具の奪い合いでほとんど子ど

も達どうし喧嘩したり、ほとんど使えないよ

うな状況でありますので、できましたら、た
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いへん厳しい財政の中ではありますが、どう

にか地域の子ども達や、地域の親子、そして

地域の住民が楽しく触れあえる場所にもって

いくためにも、あと遊具をどうにか設置して

もらいたいと、これは要望いたします。

それから、木陰につきましては、現在この

木を植えてある箇所というのは、ジョギング

コースの周辺に木が、何本あるか数えてはあ

りませんが、その周辺にしか木がなくて、中

の方にはほとんど当初植えられております

が、植えた木じたいは老木というか、大きな

木だけ植えて、芽が出ない前に台風や潮害で

ほとんど今枯れております。そういうことで、

中の方は、グランドゴルフをしたり、イベン

トするにしては非常に場所もいいし、だけど、

夏場にかけて老人や子ども達が木陰で涼むと

なってくると、どうしても真ん中の方にも木

を植えなきゃならないんじゃないかなと考え

ております。

その苗について、前の旧具志川村の時に、

ホタルドームの下の方に苗床がありまして、

その中でコバデイシが植えられております。

現在もあります。それはだいたい40、50本ぐ

らい生えているんですけれど、あんまり密集

しすぎて毎年毎年枯れていく状況であります

ので、この植えられたコバデイシをどうにか

他に利用できないか。特に今言うふれあい公

園の方に移植できないか、ご答弁お願いしま

す。

○ 議長 仲地宗市

田端智環境保全課長。

○ 環境保全課長 田端智

お答えいたします。遊具につきましては今

のところは財政状況等もありまして増やす計

画はございませんが、今後の検討課題とした

いと思います。

緑につきましても、現在ほとんど枯れた状

態の根っこだけが残っている状態の箇所もた

くさんありまして、これを植え替えしようと

いうことで、去年もガジュマルを持ってきて、

大きいガジュマル１本植えてありますが、そ

れも活着しているようですので、今後もそう

いうかたちで木を増やしていくということ

で、今國吉議員からありましたドーム下のコ

バデイシも現場を見て、移植可能かどうか検

討して、それも活用していきたいと考えてお

ります。

それから、木陰につきまして、今年度の事

業で、パーゴラという名称なんですが、ベン

チを備えた木陰ということなんですが、これ

をふれあい公園に３基設置することになって

いますので、木陰の不足についても緩和でき

るんじゃないかと考えております。

そして、公園中央に木陰ということなんで

すが、公園の今の利用形態ですね、祭りとか

グランドゴルフとか、そういったものであり

ますので、中央に植栽するのは厳しいかなと

思っておりますので、植栽は周辺にやってい

きたいなと考えております。

○ 議長 仲地宗市

17番國吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

今、課長のご答弁の中で、パーゴラが３基

設置されるということでありますが、パーゴ

ラの陰と木陰というのは内容が全然違うんで

すよ。公園の中央というのは、いま東と西の

両方分かれていますけれど、その両方の中央

のところの木陰であって、その施設の真ん中

にでかっと植えなさいということではないで

す。今言うホタルドームの下というのも、向
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こうは砂地でもあるし、ちょうどそのコバデ

イシが３ｍぐらい成長しているんです。だか

ら、苗としても最適だし、それに職員でも十

分対応できる仕事なんです。だから、こうい

う厳しい財政の中でありますので、少ない予

算で最大の効果を上げるためには、職員も一

緒になって記念木みたいに植えられたらと思

っております。

質問終わります。

○ 議長 仲地宗市

これで17番國吉弘志議員の一般質問を終わ

ります。

次に、９番平田勉議員。

（平田勉議員登壇）

○ ９番 平田勉議員

９番平田です。３点ほど質問をしたいと思

います。まず、最初に、定住化と雇用の確保

について質問いたします。雇用の確保と若年

層の島外流出の歯止めが本町の緊急の課題で

あると考えます。町長は施政方針の中で、重

要プロジェクト推進室を設置し取り組むとし

ているが、町長の具体的なビジョンをお伺い

いたします。

次に、交通体系の整備について質問いたし

ます。本町の産業の振興には海上輸送や航空

路線を柱とする交通体系の整備と物流システ

ム、物流体系の整備再編が必要ではないかと

考えます。今後これらの課題にどう取り組ん

でいくのかお伺いします。

３点目に、後継者の育成について質問いた

します。後継者育成の課題は、町長も施政方

針の中で指摘をしております。今後の具体的

な育成策について、町長の考え方をお伺いい

たします。

（平田勉議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

９番平田勉議員の質問にお答えします。定

住化と雇用の確保について。私は働く場がな

ければ島の活性化はないと考えますので、ゴ

ルフ場の開発に取り組み、雇用の確保と観光

客の入域増を目指します。また、度重なる航

空運賃の値上げは島の経済に大きな影響を与

えていますので、高速船を導入し、渡航経費

の軽減を図っていきます。その他企業誘致、

新エネルギーの導入などに取り組むため、雇

用定住推進室を設置します。

交通体系の整備について。ご存じのように

航空各社が不採算路線の廃止・縮小を打ち出

してＪＴＡの久米島路線においてもジェット

便からＲＡＣ便に便数の削減、料金アップな

どが実施されますので、先程、答弁しました

ように高速船を導入することによって、渡航

費用の軽減や観光入り込み増、物流システム

の改善が図られるものと考えています。

後継者育成について。基本的には安定した

所得が確保できるような魅力ある産業の育成

が必要であり、その中で生産技術の習得や経

営感覚を身に付けた後継者を育成していく必

要があると考えています。

農業部門においては、農業情勢の最新情報

の提供や栽培技術の習得、経営感覚を身に付

けるための農業講座を開設するなど、常に前

向きに勉強していけるような環境づくりをし

ていきたいと考えています。

紬については、織り子養成事業を支援して

おります。実施するにあたっては、関係機関

との連携を図りながら計画的に取り組みをし
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ていきたいと考えています。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

定住化と雇用の確保について再質問致しま

す。今、若者が毎年毎年島を離れていく。卒

業して進学で出ていくけど、卒業後はなかな

か島に戻ってこない。これが島の現状かと思

います。ただ、働く場がないから島に戻って

こないのか、定住率が悪い原因はどこにある

のか、その究明が今大切なのでは。多様化す

る若者の価値観がどうなのか、若者の考え方

を町としても把握する必要があるんじゃない

かという気がします。

特に今、皆さんもお気づきかと思いますが、

島内のリゾートホテルとか、そこへ行って感

じるのは、従業員に島の若者が少ないという

ことです。島外の人が多い。若者がなぜそう

いう職場を敬遠するのか。その原因はいった

い何なのか。あるいは、そういう観光産業に

従事する部分の人材育成というものが必要な

のかどうか。そこらへん含めて考える必要が

あるという気がします。

あと１点は、若者の衣食住の問題として、

例えば住宅の問題、多くの地域が農振地域の

指定で、住宅用地、宅地が少ない。若者がお

家を造ろうにも宅地がないという現状もあ

る。アパートとか、建築中の段階で申込みが

満杯する。こういう状況もある。これも一つ

の要因なのか。

次に、子育ての関係も原因があるのか。教

育費の負担の増です。子ども達が部活をした

ときに、那覇での大会、島外での大会に参加

をする。そのへんの部分にもほとんどが保護

者に負担がのしかかってくる。そのへんも含

めてライフプランそのものに対する、若者は

不安をもっているのか。いろいろな例がある

と思いますが、今後推進室の中でどういう議

論をしていくのか、そのへんの角度からも議

論をする必要があると思いますが、そのへん

をどうお考えでしょうか。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

まず、久米島の高校卒業生とか若者の考え

方なんですが、これについては私も非常に懸

念しているところであります。旧サンリーフ

リゾートホテルが連休前にオープンします

が、久米島高校から12、13名採用したいとい

うお願いがありました。私は久米島高校の校

長先生、あるいは就職担当に連絡を取り、募

集要項を提出しました。去年の10月の話であ

ります。それから現在まで残念ながら募集者

０であります。実際、働く場所は全くないわ

けではなくて、あるにも関わらず、先程、質

問にありましたとおり、島のホテルマン、あ

るいはホテルで働いているウエイトレス等

々、島外者が多いという現状は、これは私も

確認をしております。どうして島の人たちが

働く場がありながら、そこで働かないのかと

いうのは、これは分析してみないと分かりま

せんが、これも島に定住しないという欠点の

一つじゃないかと思っております。

もう一つ、住宅の問題ですけれど、確かに

住宅地域の近くまで農振地域が入り込んで、

次男三男が土地を求めて家を建てられないと

いう現状があります。それについても土地利

用計画で逐次一部見直していったりしたいと

考えております。
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子育てについては、私は都市部よりもかえ

って島の方が子育てはしやすいと、そういう

ふうに考えておりますが、それについての子

育てしにくいから若者が出ていくという考え

は、私は当てはまらないと、そういうふうに

考えております。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

だいたい認識は合いますが、子育ての関係

で、この子はどこの誰々の子だと分かるよう

に、地域みんなで見守るという部分が久米島

にありました。しかし、今その部分がかなり

薄れているような気がするんですね。それは

若者が少なくて、地域に残っている皆さんが

ほとんど高齢者の皆さんだということで、そ

こらへんの横の連携がないからそうなのかと

いう気もしますが、そこも若者と、高齢者と

の交流の問題とか、子ども達とお年寄りの皆

さんとの交流の場とか、そういう部分で解消

していくこともできると思います。

先程、給食費の問題が出ていましたが、い

ろんなかたちで生活をするにしても、次の質

問とも関連してきますので、次の部分でもし

ますが、いろんなかたちでの物流のシステム

の問題もちょっとあるのかなという気がしま

す。これは次でいいんですが。

その中で、子育て支援センターもできまし

たからいいんですが、中学、高校へ行くと子

ども達の那覇地区でのいろんな行事、島外の

行事にほとんど行く。学校の予算も厳しい。

そこらへんの派遣費はほとんど全部父母が負

担をする。少年野球しかりですね。そのへん

の部分の地域みんなで、あるいは行政含めて

もうちょっと考えていくという、厳しい財政

の中でどうするのかたいへん難しいと思いま

すけれど、そこらへんもっと目配りをしても

いいのかなという気がします。そこが１点で

す。

２点目には、進学をして若者が島に戻って

きて何年か島で仕事をするとか、そういうい

ろんな部分があれば、育英会の奨学資金の償

還制度、その中である一定の条件を満たせば、

減免措置を講じるとか、制度の工夫をできな

いのかどうか。そのへんをちょっと工夫すれ

ば、１人でも２人でも島に残る人が戻ってく

る。増やす方策として検討できないのか。

３点目には、先程、島外出身の従業員の問

題。職場環境の問題というのもあるのかどう

か。例えば、今まで行政の中で労働行政とい

う部分が商工観光という産業振興の部分での

商工観光行政というかたちはあるんですが、

そこで働く従業員に対する労働行政がどう取

り組まれてきたのか。そのへんを含めて久米

島の職場環境をどうしていくのかという全体

的な視点から、労働行政に対しても今後は考

えていく必要があるんじゃないのか。各職場

の社会保障の問題とか全部含めて、考えてい

く必要がないのか。そこらへんどう考えてい

るのか、再度答弁お願いしたいと思います。

今まで指摘をしてきた部分はぜひ推進室の

中でも細かく分析をしたり、あるいは議論を

していただきたいなという要望もあります。

再度、答弁お願いします。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午後 ３時12分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 ３時12分）

平良進学校教育課長。

○ 学校教育課長 平良進
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派遣費の問題と育英会の問題は教育委員会

の方で答弁したいと思います。派遣費の問題

は確かに離島から那覇地区大会へ出る場合は

だいぶ金がかかっております。今現在、久米

島町においては事務局、町から１人１回につ

き２千円。学校によってはＰＴＡの基金で１

人１回につき２千円ということで対応もなさ

っております。

あと、育英会の免除につきましては、今こ

の場でどう対応するということは返答ができ

ません。後日、町長が育英会の会長をなさっ

ています。教育長は副会長、内部で審議しな

がら、またそれも理事会、評議員にかけてど

ういったかたちで対応するのか。免除できる

のか、どうするのか検討事項としてやってい

きたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

リゾートホテル関係とか、そのリゾート産

業関係の中に、町民の従業員が少ないじゃな

いか、職場環境がしっくりいってないじゃな

いか、行政としては民間の職場環境に関して

どういう指導を行ってきたかという質問なん

ですが、これまで民間の職場環境については

指導とか、取り組みはしていません。これの

難しいのは、民間と行政の違いや、どこまで

それをやればいいのかということも含めてか

なり難しい問題がございます。

町としては、毎月失業保険の手続きや、職

場の採用条件等々に関して紹介はしておりま

す。そういう中で、町民がそういうところへ

の就職がないというのは、これは非常に問題

があって、ホテルだけじゃなくて、深層水関

係の企業においても、かなり町民への公募を

やってはいるんですけれど、なかなか就職の

なり手がいないと。そうこうしていくうちに

沖縄本島への工場移転とか、そういう話も出

てきております。それからすると、やはり住

民の若い人たちの意識がどうなのかというよ

うな、今後町としても調査しながら、なるべ

くはその島にある企業に対して就職をやって

いただきたいというふうに考えております。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員の本件に関する質疑は既に

３回になりましたが、会議規則第55条但し書

きの規定によって、特に発言を許します。

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

商工観光課長の答弁で、私が聞いているの

は、久米島の各職場の全体的な労働環境がど

うなのか、あるいは労働条件がどうなってる

んだろうとか、地域最賃の問題とかいろいろ

ありますね、労働基準法の問題とか。そこら

へん含めての、行政として労働行政という分

野も、今後は行政の一つの業務として対応す

べきじゃないのというかたちで言っています

ので、そこは今後の機構改革の中で、そうい

う議論もしてほしいと思います。

あとは、前にも言ったことがあるんですが、

郷友会の若い学生のメンバーがいますね。沖

縄本島で大学にいってるメンバーとか。町長

や教育長が出張で那覇に出た、あるいはその

時に一泊をするという日程のときに、その若

者たちとの意見交換の場とか、そこらへん設

定したらどうかと思っています。これは我々

議会にも言えると思うんですが、そういうか

たちでの意見交換会の場というのも工夫した

ら、若者の気持ちがもっと掴めるのかなとい

う気がするんです。今後、重要プロジェクト
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推進室を中心にして、今後の議論の中でぜひ

検討していただきたいというふうに要望し

て、次に移ります。

交通体系の整備で、私の質問の仕方がまず

かったのかと思っています。私は住民生活へ

の貨物運賃の割高感というのが、いろんな産

業の部分でみんな感じています。生産資材を

島に持ち込んでくるときに、農業でいうと肥

料とかいろんなものでも運賃が高いというの

が住民の声であります。余剰農産物や、モズ

ク、野菜とかを島外に出荷をするするときに

も、その運賃がネックになる。特に今、産地

間競争がたいへん厳しい状況の中で、農家あ

るいは漁業従事者の所得をちょっとでも上げ

るんであれば運賃の軽減というのは避けて通

れないんじゃないかという気がするんです。

そこらへんは高速艇を導入して、船が高速化

をする、あるいは新しい船の建造費とかした

ときに、運賃が現行をそのまま維持しての新

しい船の就航になるという保障はないです

ね。そうであれば、そこらへんどうしていく

のか。貨物運賃の部分にもメスを入れてほし

いという、そこらへんが聞きたい趣旨だった

んですが、そこらへんはどう考えるのか答弁

お願いします。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

物流についてありましたが、農業の生産物

運賃がかかる。これは離島だから致し方ない

ことだと思います。私はその運賃だけの問題

ではなくて、農業、あるいはいろいろな製造

業が生き残るためには、やはり工夫をして、

農業であれば産地化を形成する。あるいは、

差別化をして付加価値の高いものをつくる。

製造業でも同じだと思いますが、それも併せ

てやっていかないと、ただ運賃が安くなると

いいのかということにはならないと考えてお

ります。

高速船を導入しての運賃の件ですが、これ

は町がバックアップするからには運賃につい

てはそれはそれなりに考えてもらうというこ

とでご理解いただきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

私が言いたいのは、今出ている問題もしか

りですが、海上輸送を含めて高速船導入を検

討するのであれば、今の物の出入りの流れ、

物流システムそのものにどこか改善できる部

分がないのかなというのが気になっていると

ころなんです。産地化競争に対応するために

も導入の際にメスを入れてほしいなという部

分なんです。例えば、周辺離島全部で泊港あ

たり船の着くところで、離島トータルの物流

センターをつくって、そこから行き先に全部

分配をしていくとか、いろんな工夫というの

はできると思うんです。だからそのへんを含

めて、今後の検討課題にしたらどうかという

気がするんです。

久米島空港ができるときに、ジェット化に

よるフライト農業というのもいろんなかたち

で言われてきました。みんなそこに期待もし

ました。しかし実際にはこの間、一度もコン

テナ積みのできる航空機は就航していないん

ですね。当初からＪＴＡも、そこらへんの市

場調査というのは全くやっていなかったとい

う話をしているんです。前の久米島のＪＴＡ

の支店長といろいろやりましたが、そういう

市場調査もしなかったというぐらいですか
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ら、産業を振興していく時に製造業含めて、

今の物のやりとり、物の動くときの体系を高

速船導入の問題や、航空運賃の問題等を含め

て議論するときに、そこまでメスを入れてほ

しい。そこまで議論をしながらやってほしい

なというのがこの質問の聞きたい部分であり

ます。そこらへんどうするのか、最後に答弁

お願いしたいと思います。

特に久米商船につきましては、町も17％ぐ

らいの株主でもありますので、かなり意見を

言える部分もあると思いますので、そこらへ

んを踏まえて答弁をお願いします。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

島のいろんな産物等が逆にまた資材のこっ

ちから出るもの、それから入ってくるものに

ついての運賃の割高があるというのは話も前

々から聞いているところでありますが、やっ

ぱり、先程、町長からの答弁もありましたよ

うに、島の生産量を増やして島内消費を増や

す、そして島内から外に金を出さないという

ことも島内で十分議論して、島内産を増やし

ていくことも併せて非常に大事なことじゃな

いかと思います。

運賃についても、安く生産物に運賃料を加

算しないで外の物と競争ができるようにとい

うことは大事なことと思いますので、それに

ついては久米商船さんと機会あるごとに協議

を重ねて、そのへんが軽減できるか協議を進

めてやっていきたいと思っております。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

ぜひ議論を深めていただきたいなと思いま

す。私達もその議論に今後も参加していきた

いと思います。

次に、後継者育成の問題です。若者が島に

定住しない、残らないから一次産業、漁業、

製造業含めて後継者が育たないのかなという

のもあります。しかし、それは若者の価値観

だけじゃなくて、我々の世代の考え方の部分

も影響があるのかなという気がします。そこ

も考えるべきじゃないかなと思っておりま

す。

答弁にもありますように、安定した所得が

確保できるような魅力ある産業の育成、これ

は本当にそのとおりだと思います。これは一

番大事だと思います。しかし、今お互いの世

代の中で農業では食っていけない、子どもに

は農業をさせないとか、例えば漁業もしかり

です。余剰農産物、あるいは余剰水産物、先

程、町長が答弁の中で言っていました、付加

価値をつけた製品として販売するとか、そこ

らへんの創意工夫がないのかなと。そういう

ことも含めてやることによって、それでも生

活ができるんだと、そういう部分を若者の考

え方の部分、あるいはお互いの世代の考え方

も含めて、どう産業を振興していくのか。そ

こらへんは、先程の若者の定住化の問題とも

全部関連すると思うんですが、どうしていく

のか、ここもちょっとお願いしたいなと思い

ます。

できれば、給食センターとか島のモズク、

ニガウリとかを地産地消という立場から学校

教育の場で使えないのか。そうすることによ

って、農業でもこれだけのものができる、漁

業でもこういうものができるという対策を講

じないと、今の生産者じたいが、自分の子ど

もにはこういう仕事はさせたくないという部
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分だけが先行していくんじゃないかという気

がしますが、そこらへんはいかがでしょうか。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

後継者育成について、農業、漁業関係の部

分で見てみますと、所得の高い部門、例えば

花卉園芸、肉用牛、そしてモズク養殖につい

ては、安定した所得が確保できるということ

で、後継者がかなり育っているように感じま

す。やはり産業を興していくには、安定した

所得がどうしても必要だということで考えて

おります。これから農業の振興を図るために

も、もう一つの提唱を考えています。将来の

方向性として、有機無農薬栽培というのを考

えています。そこに魅力ある農業として力を

入れていけたらと考えております。

そういう中で、地産地消の問題があります

が、やはり安心、安全の農業が、久米島のイ

メージをつくるには大変必要な部分じゃない

かなと思います。地産地消取り組みを行い、

地元で生産したものを地元で消費し、また、

島外にも出荷販売できるような農業体系がで

きないかというふうにも考えております。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

最後に、久米島の市場というのは、周囲を

海に囲まれているので、閉鎖的な市場だと思

うんですね。市場拡大をしようにも海に阻止

されて拡大していけない。輸送手段を使って

島外に市場を求めていくしかない。こういう

島の特性を考えたときに、島の産業をどう発

展させるのかというのは、逆にそこを一つの

有利な面として使う方法があるのかどうかと

いうのもありますが、かなり厳しい。そこら

へんを含めて島でどう産業を育成していくの

か、振興していくのか。本当に後継者の問題、

前にも出てきていましたが、最新情報の問題

とか、勉強会も必要だというかたちで答弁を

してきています。

これはそこらへん今まであまりにも各産業

分野ごとに縦割りというか、縄のれん的な部

分があって、お互いに別の領域に踏み込んで

いけないという感じで、異業種間の意見交換

の場、その異業種間の交流というものがあま

りにもなかったのかなという気がするんで

す。今後はぜひ若い生産部会を中心とした交

流、あるいは商工会を中心とした交流など、

そこらへんの先進地に勉強しに行くにして

も、異業種間で一つのグループを組んでいく

とか、工夫をして、横の連携のとれた産業振

興策をもっと考える必要があるんじゃないか

という気がします。

今後の産業振興での行政の補助事業でのい

ろんな部分ね異業種間交流という部分もぜひ

念頭にいれた検討をしていただきたいという

気がします。

最後にそこらへんはどうなのか答弁をお願

いしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

お答えします。まずは、流通システムの改

善とかいろいろ質問がありましたが、外にす

る目を向けるということは、それは非常に大

切なことだと思うんですが、まず、島内でい

ろんな消費できるようなものが、例えば野菜

で例をとっていえば、たくさんあるんですが、

なかなか島内にあるものを流通に乗っけてな
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いということが実態だと思うんです。例えば、

農協スーパーを一例にとって、ある一時期調

査したことがあるんですが、ほとんどが島外

から生産されたものが入ってきて消費されて

いるという実態があります。旬の時でもそう

いう状況にあります。

ですから、移出とかということも所得の安

定したものを目指すためには必要だと思いま

すが、今ある生産物、少ない物を集めて、そ

れを久米島内で流通させるということも非常

に大事だと思いますので、地産地消の拡大を

目指す必要があると思います。

それから、今、離島活性化事業をとっかか

りにして、専門家派遣事業という事業で商工

会の青年部を中心に、久米島ブランド推進委

員会、まだ正式には立ち上がっていませんが、

そのメンバーで、久米島のブランドづくりに

取りかかろうということで、話し合いをして

いるところですので、そういう中から異業種

間の交流といいますか、島の後継者の皆さん

と一緒に島の活性化に行政も関わっていきた

いというふうに考えています。

○ 議長 仲地宗市

これで９番平田勉議員の一般質問を終わり

ます。

次に、３番宮里洋一議員。

（宮里洋一議員登壇）

○ ３番 宮里洋一議員

３番宮里洋一です。災害時の避難道の整備

について、具志川城跡から空港北側までの海

岸道3.5㎞の間に普通自動車の通れる避難道

がない。久米島マラソンコースになっていて、

万が一災害が発生したときは、逃れることが

できません。具志川漁港を利用するにも不便

である。このことについて町長はどう考える

か伺いたい。

（宮里洋一議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

３番宮里議員の質問にお答えします。災害

時の避難道の整備について。字具志川から具

志川漁港へ行く道路はありますが、農道補修

の際、コーラルで補修はしておりますが、勾

配がきつく、降雨の度に洗掘されております。

必要性は感じておりますが、事業での採択が

厳しく整備できないのが現状です。アスファ

ルト殻等で補修したいと考えております。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

３番宮里洋一議員。

○ ３番 宮里洋一議員

昨年の６月頃、アスファルト殻で補修され

ていたんですが、その後11月下旬から12月に

かけてコーラルで直されているんですが、大

雨でこのコーラル部分が流された。これは補

修の仕方が悪いのか、補修の仕方を研究する

必要があるんではないかと思います。

当該場所は、全長100ｍぐらいですので、

補修の方法を考えて、例えばコーラルを敷く

にしてもアスファルト殻を敷くにしても、特

にアスファルト殻の場合10㎝、20㎝ぐらいの

大きなものが敷かれておりますので、乗用車

などが通る場合に非常に危険です。これを細

かく砕いたものを入れるか、コーラルを入れ

る場合でもかまぼこ型にするか、やった方が

いいんじゃないかと思います。

あと１点の場所は、具志川漁港の近くに、

昔の言葉でいえば馬車道というか、古い道が
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あるんですが、平成15年度の12月に一般質問

のときに、漁港の進入路の件で質問したとこ

ろ、現地調査して対応したいという回答があ

りましたが、その後、調査したのかどうかの

回答もお願いしたいと思います。

漁港の現状については、あの場所で災害が

起こるのかなとよく話があるかと思うんです

が、最近、台風もないのに漁港が壊されてお

ります。大きな岩石などが打ち上げられてお

ります。そういうことで、あの場所は北風が

強いときは波が荒れて、道路まで波がきたり

します。そういうところの災害時の避難道、

災害時に何が起こるか、いつ起こるかわかり

ませんので、避難道が非常に必要となってお

ります。組織による訓練とかジョギング、そ

れから観光客が空港へ帰るという非常に利用

度が高いです。災害時、避難道の整備が必要

ですので、県あるいは国へ強く要求して整備

ができるように期待しております。

前の補修の仕方と、後での現地調査して対

応したいという２件についてまたお答え願い

ます。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

お答えいたします。そちらの道路につきま

しては、勾配が非常にきついということで、

確かに四輪駆動じゃないと通れないような状

況にあります。ですから、これにつきまして

も調査はしておりますが、できましたら、財

政的に許せばコンクリート舗装したいんです

が、今の状況では非常に厳しいということで

アスファルト、あるいはコーラルの方でやっ

ているような状況です。

それから、漁港の現状ですが、漁港につき

ましては先般調査しております。ところが、

被害を受けているのは我々も確認しておりま

す。残念ながら利用漁船が一隻もない。それ

から、水揚げが一銭もないというような状況

であります。ですから、これは災害で取れる

ようなものではなくて、今、県と調整中で、

非常に頭の痛いような状況になっておりま

す。夏場になると３、４名ぐらいの遊漁船は

利用しております。ですから、年間約50万円

ぐらいつかって維持管理をやっています。例

えば、砂利が落ちてきて、タイヤシャボ、ユ

ンボ、ダンプを使って取り出したりとか、そ

ういう現状なものですから、先程、議員から

利用度が非常に高いというお話がありました

けれど、確かに遊漁船の利用度はあるかもし

れませんけれど、残念ながら漁船が一隻もそ

こを登録漁船がいないということで、そのへ

んが非常に頭のいたいような状況になってお

ります。

○ 議長 仲地宗市

３番宮里洋一議員。

○ ３番 宮里洋一議員

漁港の問題も出てきたんですが、私として

は災害時の避難道の件についてですので、先

程、言いました１カ所は100ｍぐらいの距離

ですので、どうにか町の予算でできないもの

か要望します。

漁港に近いところの場所は300ｍぐらいあ

ります。それで、そこも勾配がきついんです

が、以前質問したときの回答は、両方に岩が

あって、これを壊したらまた自然災害とかい

ろんな問題があるということでお話があった

んですが、そこの施行については車一台が通

れるぐらいの道幅で、カーブミラーを設置す

るとかであればできるんじゃないかなと思い
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ます。

先程から言いますように、距離としてはそ

んなにありませんので、町の予算ででもどう

にかしないと、養殖場の東側をご覧になった

かと思うんですが、上から流れてくる水で、

赤土を置いてあるのがそのまま流されて、そ

この下の道に赤土で側溝は埋まっておりま

す。そういうこともありますので、いろいろ

考えられて町の予算ででもできる部分につい

て、よろしくお願いしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

これで３番、宮里洋一議員の一般質問を終

わります。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午後 ３時48分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 ３時51分）

次に、10番上江洲盛元議員。

（上江洲盛元議員登壇）

○ 10番 上江洲盛元議員

日本共産党の上江洲盛元です。４点ほど質

問いたしますが、今議会は一般質問に数名の

方が後継者育成についてそれぞれの分野で質

問されております。私は畜産業、牛の後継者

育成について、まず１点目申し上げたいと思

います。

牛の飼育について、後継者の心配する方々

がいて調べてみました。しかし、久米島に子

牛の高値のため牛舎がどんどん新築され、30

代、40代の方々が飼育に従事していると聞き

ます。また、土建業者も仕事不足のため、牛

の飼育に取りかかるようになってきました。

そこで、まだまだ増産のために後継者育成が

必要とされているようです。久米島高校の校

長、あるいは農業担当教師とも話し合いをし

ました。その他、畜産専門家や獣医や農協の

久米島和牛改良組合の方々とも意見を聞きま

した。それぞれに好意的でした。その中に、

久米島高校の校長先生は、もし久米島町がそ

の気になれば、県教育委員会と交渉し、何ら

かのそれに関わる教科について前向きに話し

合う用意があるとのことでした。このことに

ついて町長はどう思いますか、議論を交わし

たいと思います。

２点目です。学校給食費の徴収についてで

あります。これまで決算特別委員会ごとに給

食費の徴収率についてそれぞれの議員から議

論をしてきました。しかし、今回は本会議で

一般質問として取り上げざるを得なくなりま

した。テレビや新聞等マスコミで全国的に給

食費未納について大々的に報道されたからで

あります。全国で総額22億円の未納、沖縄は

未納額6.3％で全国一。久米島町は17年度は4.

36％未納、18年度は１月末現在で10.47％未

納、17年度は町財政から４％を補填しました。

学校給食法第６条では、もちろん学校給食を

受ける児童または生徒の保護者の負担とする

という、給食費納入は保護者の義務となって

おります。従って、議会で議論をし、給食費

の全納の方策をみんなで見出したいものであ

ります。町長の所信をお伺いいたします。

第３点目であります。久米島射爆撃場水域

の返還について。次の文面は、平成19年１月

沖縄県漁業組合連合会と沖縄県水産課との

「漁業権切り替え等の基本方針に対する意見

とその対応について」の抜粋であります。文

章の形式にちゃんとしたほうがよかったんで

すが、その中で、抜粋ですから、４．関係機

関との調整、意見４：何ら工事等が実施され

ず、しかも漁業権の存在しない「白抜き」海
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域を設定すべきではない（制限水域も同様）。

対応４、これからが大事です。国からの指導

もあり、当該海域が生ずるような計画を樹立

するものはない。これから大事です。現在、

久米島に一カ所だけ米軍による実質的な未使

用の制限水域が存在すると思われるので（久

米島射爆撃場水域）、これははての浜の近く

です。要望があれば、地元や業界と連携し、

ここでの計画樹立に向けて努力するつもりで

ある。（提供、久米島町漁業組合長 棚原哲

也）。

本人もその場に参加。ここで質問。文面の

中で特に久米島射爆撃場を取り上げ、地元の

要望を期待している。

町は漁民の生活と権利を守る立場から県と

強力な交渉を展開し、当射爆撃場の返還を勝

ち取るべきではないか。お伺いいたします。

４点目、町長と町民の対話についてであり

ます。平良朝幸町長が誕生して早１年近くな

ろうとしています。そろそろ２年目から地域

懇談会の開催を予定してはどうだろうか。平

良朝幸の選挙公約、５つの基本政策（１．行

財政改革の推進 ２．産業の活性化 ３．環

境保全 ４．地域美化の推進 ５．福祉の充

実）を実現するため、町民とともに考え、町

民とともに実行するという基本理念のもとに

である。答弁をお願いしたいと思います。

以上、壇上からの質問を終わります。

（上江洲盛元議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

10番上江洲議員の質問にお答えします。畜

産業の後継者育成について。畜産業にかかわ

らず、農業後継者の育成についてはたいへん

重要だと考えております。現在、久米島高校

の園芸科は草花を主体にカリキュラムが組ま

れており、畜産関係の教科はありません。実

際に現在の久米島高校に必要なカリキュラム

なのか。また、畜産の後継者として久米島高

校に進学するニーズはあるのか。様々な角度

から検討し、関係者と協議していきたいと思

います。

３点目の久米島射爆撃場水域の返還につい

て。久米島射爆撃場水域はハテの浜も含んで

おり、町としても非常に困難な問題だと考え

ております。現状は、沖縄県の重要な観光地

として、また久米島観光の目玉であり、大勢

の観光客が利用していることと、漁民が不自

由なく漁業ができております。返還を求めた

場合の米軍や防衛施設局の対応を考慮しなが

ら、漁協と協議し、慎重に対応したいと思い

ます。

町長と町民との対話について。私は就任し

て商工会青年部や婦人会、商工会長、農協、

ＪＡ久米島支店長、漁協長、各団体との意見

交換、また各種団体の会合に参加しての意見

交換などを通して、町民と直に接する機会を

つくって参りましたが、平成19年度において

は、地域懇談会も行っていきたいと考えてお

ります。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

比嘉・教育長。

（比嘉・教育長登壇）

○ 教育長 比嘉

上江洲議員の学校給食費の徴収についてご

説明申し上げます。学校給食費につきまして

は、ご指摘のとおり学校給食費法第６条第２
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項に規定されており、給食の賄い材料費を保

護者負担となっております。現在、未納額の

徴収対策として督促状、これは年４回の送付、

口座振替の推進、分割納付の推進、年間を通

しての電話督促、夜間の家庭訪問を通しての

徴収及び給食費の保護者負担についての説明

を十分に行い、対策を図っております。

今後は、町の収納対策会議の中で徴収対策

強化を図るとともに、学校との連携を強化し

て、収納率向上に取り組んでいきたいと考え

ております。

（比嘉・教育長降壇）

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

いろいろな人々とお会いして、将来どうし

ようかという話もしましたが、まず、私の考

えを申し上げますと、久米島高校、先程、ホ

テルマンの話もありましたが、体験学習がま

ず必要ですね。今、久米島高校で、例えば畜

産の教科ができて、残念ながら今年は園芸科

の入学試験を受けているのは14名ですね、14

名受けたとして、５カ所の畜産の家庭に１カ

月ずつ体験学習を入れるんですよ。５名ずつ。

そうしたら、必ず好きになれると思う。動物

をね。

先程、13名のホテルマンのことを町長は言

われた、一人も希望者がいなかった。これも

体験学習をすることによって仕事が分かっ

て、ああこれなら私はいけるぞといえると思

うんですよ。いきなり募集するからはい行き

なさいではね。それと同じように、そのよう

なことを考えている、そのことも含めて、高

校の校長と相談いたしました。校長も実はい

ろいろ構想をもっていまして、紬まで出して

きたんですよ。過去に仲里時代に紬の後継者

育成を久米島高校でどうかといって提案した

ことがある。そのことまで久米島の校長は考

えていました。

そして、農林水産課の平良課長たちともこ

の畜産問題を議論したんですが、後継者が30

代、40代が増えてきているということで、ま

た、あんまりつくったら牛をたくさん増やし

たら値段の問題が出てくるんじゃないかとい

うこともありましたが、これまでの獣医、名

前を言ったら失礼になるから、獣医と相談し

ましたら、日本牛は外国に絶対負けないと。

そんなに簡単に値段が下がることはないと。

日本牛じゃなく和牛といいますね。というこ

とを言っていまして、この獣医さんも賛成し

ていましたよ。

そして最近、ある企業が120頭牛を養って、

既に、僕は見に行きましたが、23頭八重山や

本島から連れてきてありました。それにもこ

の獣医は世話をしたという。僕があれは何頭

世話してやったんだよというお話をしていま

した。ですから、将来見通しますと、必ずい

い方向にいくんじゃないかなと。そういう方

向で今回提案します。

それで、関係記事がありますからご質問し

ますが、これは琉球新報の１月30日、県の予

算の主な事業の中に、６年度と７年度の予算

がかかれてる。畜産担い手育成総合整備事業

というのがあります。６年度は9億5千989万8

千円。今年は9億7千426万7千円とありますが、

畜産担い手育成総合整備事業、これは何か県

からヒヤリングとか、あるいは研修とか、指

導とかあったかどうか、答えて下さい。

それから、手元にあるのは、全国農業新聞

です。２月23日号。「産肉能力の向上へ、種
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雄牛、北福波に期待」と書かれていまして、

これは沖縄と書いております。「なお、北福

波は10月に鳥取県で開かれる全国和牛能力共

済会へ出品の予定されています。」という記

事が載っていますが、この牛は久米島にも来

ているのかどうなのか。まず２件を質問して

次にいきたいと思います。よろしくお願いし

ます。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

いくつも質問があって焦点が分からなかっ

たんですが、畜産担い手育成総合整備事業、

この件については、久米島で既に事業実施し

ております。肉用牛の畜舎、堆肥舎、機械庫、

草地造成等については、既にやっている事業

であります。その事業を実施したおかげで肉

用牛の頭数がかなり増えてきております。

○ 議長 仲地宗市

大田治雄助役。

○ 大田治雄助役

ただいまの種牛の鳥取県の牛でいうオリン

ピックですね、今年予定されています。この

種については、県の北部にある試験場で種牛

がつくられまして、そこからの出品というか

たちのですね。種については既に久米島にも

導入されていると思います。他の本土からの

系統等の導入もありますが、これがもしそこ

で優等とかになった場合は、１本例えば５、

６万円の値が精液でつく可能性があります。

そういうふうに県の畜産課か和牛改良協会の

方でそういう奨励をしながら取り組みをやっ

ております。

具体的にこの種が入ったかどうかは確実で

はないですが、おそらく入っているかと思い

ます。

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

あとでＴＰＡ構想に関する決議もあるんで

すが、この中に畜産も含まれておりまして、

オーストラリアとの関係がありますが、今現

在、こういう非常に高値の子牛のときにどん

どん増やしていくということが大事じゃない

かなと思います。

実は、２月25日に八重山の黒島の牛祭りが

ありましたが、毎年あって、今年で15回目で

す。行ってみてきました。黒島は人口が220

名、牛が3,000頭、祭りに来た客が4,500名、

すごいですね。役場にも課長にも電話入れて、

誰か行かないかと言ったんですが、是非ひと

つ、内容は時間がなくて申しませんが、来年

そういうところにも派遣していただいて、余

所の空気を吸っていただきたいなと思いま

す。

ひとつ、久米島高校の校長と話し合って、

何らかの方策をしていただきたい。これで１

番目の質問を終わります。

学校給食についてです。これは全国的に問

題になっていまして、国民健康保険の問題、

あるいは年金の問題もあります。いったい未

納者とどんな関係があるのかなと、最近、新

聞見ながらつくづく思います。できたら、そ

ういう家庭も、未納者の家庭と年金の未納、

あるいは国民健康保険の未納、こういうもの

と絡めて調査する必要があると思いますが、

ご意見をいただきたいと思います。

ラジオを聴いていましたら、たままた納税

率がなぜ悪いのかと、どのような徴収をして

いるのかということを教育委員会と校長先生
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とＰＴＡの役員といろいろ話し合いをしてい

ました。その中でＰＴＡの役員と校長先生が

直接その家を訪ねていったという話もしてい

ましたね。それから、これはラジオですが、

17万円を給料から差し押さえしたとか。給食

費ですよ。そういう事例も全国にはあるみた

いです。

それから、これは調べていただきたいんで

すが、北海道の三笠市、昨年４月から無料化

のようです。これは市がお金をだすそうです。

そういうところまできたのかと思います。私

たち恥さらしじゃないんですが、やっぱりあ

る部分、久米島の何かについてはモデルにな

るようなことをやろうじゃないかと。我々議

員も区長も、これは個人情報との関係が出て

くるかもしれませんが、しかし、そこをじっ

くり話し合いをして、話し合える人もいると

思います。そうじゃないというと、悪い言い

方をしますと、食い逃げということになりま

すからね。子どもが大変です。よその事例で

すが、子どもが卒業し、就職してから、うち

は給食費を払っていませんでしたのでと、給

食費を支払いに来たという事例も話していま

した。これは非常にいい美しい話ですが、要

するにこのままほっとくわけにはいかないん

です。

ひとつ、収納対策会議を開いて、強化して

やるということですから、細かく対策を練っ

てやっていって下さい。私、議員の１人とし

て、なんとかそれに協力したいなと思ってお

ります。

それから、たいへんいいことに、給食セン

ターへ行っていろいろ調べたんですが、嬉し

い話がありました。日頃知りませんでした。

何かといいますと、地産地消の話が、先程、

ありました。ほとんど必要に応じて久米島か

ら採れるものを使っていたということです。

それを今後とも出来るだけ久米島のものを使

うという方向で、教育委員会、センターと取

り組んでいただきたいと、こう思います。何

かコメントがありましたら。次に進みたいん

ですが。

○ 議長 仲地宗市

平良進学校教育課長。

○ 学校教育課長 平良進

ご指摘がございますように、先程の教育長

の答弁にもありましたけれど、県平均よりは

未納額の率も上回っております。それで、未

納者家庭につきましては、調べてみましたら、

国民年金、国民健康保険、その他の税等々の

未納も同じように重なっております。これは

町税対策会議の中でもいろいろ話題になりま

すけれど、未納者はほとんど重複しています。

それと、実際には本当に金がなくて厳しく

て払えない家庭もいます。あるいはまた、逆

に言えば、開き直って払わないという感じを

受ける家庭もございます。こういった諸々の

家庭につきまして、今後も教育委員会、給食

センター独自の対策も考えながら、町の収納

対策会議の中でも位置づけして方策を見いだ

していきたいと考えております。

それから、給食センターの食材につきまし

てでありますけれど、これは以前から、地場

産業の地産地消を実施しましょうということ

で、７、８年前からＪＡあるいは農林水産課

が取り組んでいる事業でもあります。教育委

員会にも直接関係することでありますので、

農林水産課とも連携をとり、あるいはＪＡと

も連携をとり、地元で生産される食材につき

ましては対応し、特にモズクとゴーヤーは10
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0％地元産を採用して使っております。これ

からは対応できる食材については、ＪＡさん、

農林水産課と連携とって、給食センターの食

材に生かしていきたいと考えております。

○ 議長 仲地宗市

比嘉・教育長。

○ 教育長 比嘉

私の方からも少し追加させて下さい。平成

18年度なんですが、現在滞納者が186名おり

まして、そのうち39名、約20％なんですが、

その方々は要保護、準要保護ということで生

活に困っている世帯となっております。また、

それ以外につきましても、やはり家庭を見ま

した場合には、払えない家庭というのもござ

いますが、新聞等でいろいろあります、あっ

て払えないのか、なくて払えないのかという

いろいろまた議論もあるわけですが、半分以

上は久米島におきましては、払える家庭だと

認識しております。

今後の徴収対策につきましては、今年の１

月１日から給食センター、これまで所長以下

臨時職員でやっていたんですが、所長とあと

もう１人本務職員も張り付けしておりますの

で、今後の徴収対策につきましてはまた職員

２人で、もしくは教育委員会含めてまたいろ

いろ徴収対策を協議していきたいと考えてお

ります。

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

ご答弁の中では非常に努力されています

が、ますますみんなで努力して、モデル地域

にするぐらいにしたいなと思います。しかし

今、国会で論議されている貧困と格差という

ことで、国会で大論議になっていますが、久

米島はどうなのかなというふうに思います。

これはうちの赤旗新聞ですが、前田政明と

いう県議の質問に対して、仲宗根用英教育長

は、給食未納の児童生徒は2005年度で9千698

名。修学旅行に参加できなかった生徒は５年

間で77人いるとした上で、いかなる理由があ

ろうとも給食未納に給食を停止することはあ

ってはならないと答弁しました。77名修学旅

行に行ってないと、これは貧困かなにかと思

いますが、久米島ではそんなことはないだろ

うと思っておりますが、ひとつ調べて、特別

委員会で報告していただきたいと思います。

次に進みます。久米島射爆撃場の問題です。

１つは、町長の答弁の中に、久米島射爆撃場

水域はハテの浜を含んでおり、町としても非

常に困難な問題だと考える。僕は逆じゃない

かなと。ハテの浜が含まれているから交渉し

やすいんじゃないかとみているんですが、こ

れはちょっと間違いじゃないですか。ハテの

浜も含んでいるから、町としてもやりやすい

のではないか。

あとは、県としては、久米島に１カ所だけ

米軍による実質的な未使用の制限水域が存在

すると思われるので、要望があれば地元や業

界と連携し、ここで計画樹立に向けて努力す

るつもりです。ということがあるわけですか

ら、このことについて、答弁もちゃんとなさ

れていますが、ひとつ強力に取り組んでいた

だきたいと思います。

実は、旧勝連町と旧与那城村、制限水域で

すが、モズクを組合として養殖しているよう

です。黙認耕作的なことをやっているわけで

すね。あれは一つの組合としての要求がある

のかと思ったりしますけれど、そういう部分

もありますので、ひとつ参考にしていただき
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たいと思いますが。

再来年は区域の切り替えの年のようです

が、税務課長、ちょっとこれ調べておいて下

さいね。再来年はこの区域の切り替えの年だ

といわれています。

それから、また引用するのがあるんですが、

これは町長にもおあげしたんですが、「国全

体の植村前漁連会長、全国の漁連です。那覇

で現地漁民と懇談、米軍制限水域変換、台湾

漁船問題など要求続出」ということで、こう

いうことを言っております。「米軍制限水域

に伴う漁業補償金よりも漁業生産をというこ

の声に、」これは棚原会長からです。うちの。

「植村会長は、浜の声が協同組合運動の原点

だ。私の出身地の青森にも制限水域があり、

気持ちは皆さんと一緒だ。昨年、米軍機が日

本海へ墜落するという事故も起きている。近

くには定置網があった。防衛省にはコネクシ

ョンがあるため、全漁連としても、この問題

に取り組んでいきたい」と話し会場から拍手

を浴びたと。この制限水域の問題、差し当た

って全漁連としても取り組みたいということ

ですので、町長は先頭に立ってひとつやって

いただきたいと思います。

最後に、町長と町民との対話についてであ

ります。「久米島町政に新風を、若さ、行動

力、改革」これなんだと思いますか。後援会

のスローガンです。平良町長の。これまでも

いろんな人事面、予算面が改革されていて、

私個人としてたいへん嬉しく思います。それ

から、わざわざ町民との対話と書いています

のは、先程、いいました納税の問題、国保税、

国民年金など、これは国民年金などはやや中

堅の人たち、あれは払っていて返るかどうか

分からないのにと言ってね、実際にいるんで

すよ。ここは説得しても。将来あんたはオジ

ー、オバーになったらどうするか、というこ

とでやっていますが。

その他、バーデハウスについても、最近、

統計をもらってきたんですが、よくなりつつ

あるんですが、これについてもやっぱり私は

前から言っているように、地域に入っていっ

て懇談会を開いて、無料入浴させたら、10名

のうち５名は入りますよと。あるいは６名、

場合によっては７名。このことをやっていた

だきたいなと。最近、バーデハウス友の会と

いうのをつくるみたいですから、そういう友

の会等が地域に入っていってこういう運動を

すると、なお、いいんじゃないかなと思いま

す。元々この観光客よりも久米島の住民が入

っていただきたいんです。

この間、資料をもらったときに、平田さん

からこういうプリントをもらいました。今年

度の状況です。上期は、ビジターの入館をプ

ールのみ、サウナのみ、全館、各単価を下げ、

やりやすくしたが、入館者数の減少により苦

戦した。下期は、町民向け夜間割引や営業時

間の延長、休日の廃止などにより、昨年より

利用者が増える。この統計には３月は入って

いませんから増えるので、年間予想では対前

年で町民は約500名、2.5％の伸び、ビジター

は約１千名で4.1％程度の伸びとなりそうで

す。なりそうですは、３月はこの統計の中に

はいっておりませんので、そういうことで、

僕は地域懇談会に様々な要求と、こちらから

既に行財政改革も説明していただく。こうい

うものも含めて地域懇談会を、ぜひ、してい

ただきたいなということを質問して、答弁願

いたいと思います。

○ 議長 仲地宗市
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山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長

お答えします。町長の施政方針の中にも町

民との対話ということを掲げてございますの

で、今議員からもありましたように、計画的

に地域に入って、いろんな行政課題等を町民

と膝を交えて意見交換ができるような体制を

つくっていきたいと考えております。

○ 議長 仲地宗市

これで10番上江洲盛元議員の一般質問を終

わります。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午後 ４時35分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 ４時36分）

次に、15番仲原健議員。

（仲原健議員登壇）

○ 15番 仲原健議員

15番仲原です。２つ質問いたします。まず、

１点目、奥武島バーデハウス東側の植栽公園、

そこは公園とちゃんと名は打たれてないんで

すが、とりあえず公園といたします。この公

園の整備管理について、奥武島の海亀館、北

側のパークゴルフ場横の散策公園が建設以

来、整備が不十分でほとんど利用されていな

い状況である。町民にもその存在すらあまり

知られていない。整備を十分にし、利用促進

すれば、憩いの場としてすばらしい所になる

と思われます。また、その整備利用によって、

バーデハウスの利用向上にもつながると考え

られるが、町長の見解を伺いたい。

次に、町営駐車場の維持管理について。旧

具志川村中央保育所跡及びふれあい公園西側

２カ所の駐車場が、当初の建設目的の地域活

性化から大きく逸脱していないか。次の２点

について明確にして下さい。①周辺住民の個

人駐車場になっていないか。②放置自動車も

多く見受けられるが、その即時撤去は。③も

しその改善が困難であれば、その土地の有効

利用のため、払い下げについても検討したら

いかがでしょうか。

（仲原健議員降壇））

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

15番仲原議員の質問にお答えします。奥武

島亀の館北側植栽公園整備管理について。同

区域の管理については、（株）オーランドを

指定管理者にしてあります。ご質問の内容の

とおり、現状は管理不十分なところがあり、

十分に利用されておりません。今後は指定管

理者を指導監督し、管理の徹底をはかります。

町営駐車場の維持管理について。ご質問の

２つの駐車場の建設目的は異なります。旧具

志川村中央保育所跡の駐車場については、新

興通りの違法駐車による慢性的な交通渋滞の

解消のために設定してあります。また、ふれ

あい公園西側の駐車場においては、公園付帯

施設として公園利用者のために設置してあり

ます。しかしながら、両駐車場とも個人的な

駐車場としての利用者が多く見られ、一般利

用者に多大な迷惑をかけているのが現状で

す。今後は町民に適正な駐車場利用を啓蒙し、

目的外利用をさせないように努力いたしま

す。

次に、放置自動車の件ですが、所有者に対

して徹底指導を行っております。また、土地

の払い下げの件ですが、ふれあい公園西側の

駐車場においては公園施設であり、公共性が
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高いため払い下げはできません。旧中央保育

所跡の駐車場については、その地域として駐

車場利用の位置づけ等を明確にし、払い下げ

にするのか、管理委託にした方がよいのか検

討いたします。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

15番仲原健議員。

○ 15番 仲原健議員

まず、１番目、バーデハウス東側の植栽公

園ですが、これはできてから２カ年になりま

す。平成16年度事業として建設されています

ね。名目があまりよく分からないんですが、

修景緑化重点地域モデル事業という事業で、

その周辺の人たちに聞いてもよく分かってい

ないようです。現場をまわってみたら、やは

り入口も出口もどこにあるのかわからない。

ちょうど海亀館からまっすぐ行って、舗装さ

れていない小さな道があるんですが、その途

中にあるらしいですね入口は。そこも雑草が

人間の背丈よりも高く延びてはっきりしな

い。そのパーク公園の中に、入口みたいなと

ころがあって、やはり一般の人は入るとなる

とそのパーク公園に入ってからじゃなくて、

道の方から入っていくのが便利じゃないです

か。

答弁によりますと、オーランドに委託して

あるということですが、しかし、オーランド

に指定管理したのは昨年の９月からであっ

て、ここ２カ年近くは結局放置されて何もし

ていないですか。ちょっと中も回ってみたん

ですが、ガジュマルが大きなモクマオウに寄

生して、そのモクマオウを食い尽くして枯ら

してあるのもあります。そういったところも

あるし、非常に場所的には、特に夏だったら

東からの海風で、方言で言うスガリドゥクル、

こういうところになると思うんですよ。いい

気分で散策して、そして仮に汗をかき、ゴミ

で汚れた場合にはバーデハウスに行って浴び

るとか、そういうことで一石二鳥というんで

すか、そういう二つの効果があるんじゃない

ですか。どうして今まで5千700万円の総予算

で、２カ年前に完成したのにほとんどが利用

されていない。雑草も刈り取られていない。

そういうことではこの予算が泣くし、その施

設がなんで私をここに置き去りにしているか

なということにもなりかねない。

そういうことで、この事業は県の補助金が

5千130万円入って、町のお金が570万円入っ

て、10分の１が自己負担なんですが、修景緑

化重点地域モデル事業、これについてもう一

度具体的にどうするとか、バーデハウスやオ

ーランドに任せてあるというんですけれど、

もうちょっと具体的に、今までどうしてこう

なっているのか、ここらへんも含めて答弁お

願いします。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

お答えします。現在、（株）オーランドに

指定管理者として管理させております。過去

２年に関しては町の管理ということになって

おります。完成が平成17年３月に完成してお

りまして、１、２年は特別な管理というのは

必要なかったわけです。5千600万円という予

算投入ですが、ほとんどの事業費がオーラン

ド周辺でございまして、散策道に関する予算

だけで５千数百万円ではありません。管理の

部分に関して、この１、２年という間は若干

不十分であったかと思いますが、現在管理と
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しては、先程、議員もおっしゃっているよう

に、オーランドと一体化した方がオーランド

の集客効果があるんではないかということ

で、昨年の９月から指定管理としてオーラン

ドにさせております。

管理も、本来であれば９月からオーランド

の方で管理すべきだったんですが、人員が足

りないということで、これまで散策道の分に

関しては手をつけてなかったんですが、数日

前からその草刈りも入っておりまして、今後

はきちんとした管理をさせたいと考えており

ます。

○ 議長 仲地宗市

15番仲原健議員。

○ 15番 仲原健議員

今、商工観光課長からの答弁いろいろあり

ますが、まず要望をします。今、入口がない

です。昨日一昨日、草を刈りた形跡はありま

すが、ぜひ入口のところはきちんとして、そ

して、看板があったのでそのエリアの看板か

と思ったら、県の農林水産課が、植栽を盗採

してはいけない、盗伐してはいけないとか、

そういうきれいな看板は立っているんです

が、公園の立て看がありませんので、ひとつ

そこもちゃんと整備するようにオーランドに

指導して下さい。そして、今後の活用ですが、

中にすごい、散策しながら見てもいいような

木もたくさんありますので、ぜひお願いした

いと思います。

次いきます。旧具志川村中央保育所跡の駐

車場とふれあい公園西側の駐車場の両方です

が、それを造った目的は違うとの答弁ですが、

やはり地域の活性化についての目的は一緒だ

と思いますので、西側は土地を払い下げする

ことはできないと言っています。両方とも同

じ看板が最近造られて立てられているんです

が、ちょっとあの看板は字の間違いもありま

すので、書き換えて立ててほしいと思います。

個人の駐車らしきものがいっぱいあるんで

すね。そして、パンクした車両がジャッキで

タイヤを片方上げて駐車しっぱなしのもあり

ます。１カ所については仲泊埋め立て地域の

商店街の違法駐車があちこちに対向駐車した

り非常に混んでいまして、そういうことの緩

和のために地域の人から要望もあったと聞い

ています。保育所跡は。そういうことで造ら

れた駐車場が全然効果が現れていません。そ

の商店街の道は両方に駐車されて、通行する

車に非常に支障をきたしております。どうい

うためにあの駐車場を造ったのか訳が分から

ないぐらい不思議であります。

徹底指導したということにもなっています

が、徹底指導していたらあのところに個人の

駐車はしないはずだし、もっとお店に買い物

に来る客を向こうに誘導したりする指導もあ

っていいんじゃないかと、このように思いま

す。そこらへんを、僕が箇条書きにした３つ

の周辺住民の個人駐車場になっていないか、

放置自動車も多くなって、この放置自動車の

撤去は即実施できますか、それとも土地の払

い下げについては両方、上の方は保育所跡は

検討するというようなことですが、そこらへ

んもう一度答弁を受けて、私の質問を終わり

たいと思います。

○ 議長 仲地宗市

田端智環境保全課長。

○ 環境保全課長

放置自動車の件にお答えいたします。ふれ

あい公園の駐車場は去年の５月時点で17台放

置と思われる車両がありました。そこで、６
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月19日付けの文書で撤去勧告をいたしまし

た。期限は７月21日でしたが、所有者の転居

不明や島外の転出など連絡が取れない等があ

りまして、現在のところ撤去済みは６台にと

どまっております。

旧保育所跡の駐車場につきましては20台ぐ

らいありましたが、所有者判明したのが４台

でありましたので、その分については文書で

勧告してあります。今現在、両駐車場ともに

10台程度が放置車両とみられておりますが、

放置車両につきましては、町の自動車放置防

止条例によりますと、まず所有者への勧告が

最初にあります。それは去年勧告しておりま

すが、その後にどうしても撤去できていない

分については廃物認定ということで、例えば

放置車両がありましても個人の財産でありま

すので、勝手に町が移動したり処分したりは

できませんので、廃物認定をしてから、その

後に撤去処分というかたちになっておりま

す。

その廃物認定は放置自動車廃物判定委員会

が判定することになっておりますので、その

委員会を設置して、判定した後に決定すると

いうかたちになりますので、今現在勧告して

いるということで、近々この委員会を設置し

まして、今後撤去なりをやっていきたいと考

えております。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

旧保育所跡の駐車場の今後利用の仕方なん

ですが、先日も新興通り会、そして２１世紀

まちづくり推進協議会の皆様とご相談したん

ですけれど、ぜひ通り会に管理させていただ

きたいとの事でした。というのは、先程、議

員がおっしゃっているように交通渋滞が厳し

いという中で、通り会で管理をして、なるべ

く交通渋滞を招かないように、その通りをき

ちんとしたいという要望もございましたの

で、町としては、そういう方向で動きたいと

思います。ただし、要望もございまして、管

理する中で駐車料金が取れるかどうかとか、

どういう形態で委託できるかという部分がま

だ町と通り会との間で調整されていませんの

で、調整後、速やかに処理したいと思います。

○ 議長 仲地宗市

これで、15番仲原健議員の一般質問を終わ

ります。

以上で一般質問は終了しました。

本日はこれで散会します。お疲れさまでし

た。

（散会 午後４時55分）
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平成19年 第２回久米島町議会定例会
議事日程 〔第３号〕

平成19年３月13日（火）
午前10時00分 開 会

日程 議 案 番 号 件 名 頁

第１ 会議録署名議員の指名 135p

第２ 報告第２号 専決処分の報告について（久米島野球場バックスクリーン 135p

・スコアボード新築工事請負契約）

第３ 報告第３号 平成19年度沖縄県町村土地開発公社事業報告について 136p

第４ 報告第４号 専決処分の報告について（具志川中学校校舎建築工事 136p

（１工区）請負契約

第５ 報告第５号 専決処分の報告について（具志川中学校校舎建築工事 138p

（２工区）請負契約

第６ 議案第20号 平成19年度久米島町一般会計予算について 140p

第７ 議案第14号 平成19年度久米島町下水道事業特別会計予算について 143p

第８ 議案第15号 平成19年度久米島町水道事業会計予算について 144p

第９ 議案第16号 平成19年度久米島町農業集落排水事業特別会計予算につ 145p

いて

第10 議案第22号 平成19年度久米島町国民健康保険特別会計予算について 146p

第11 議案第24号 平成19年度久米島町老人保健特別会計予算について 148p

散会 149p
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（午前 10時00分 開議）

○ 議長 仲地宗市

おはようございます。これより本日の会

議を開きます。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 仲地宗市

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、９番平田勉議員、10番上

江洲盛元議員を指名します。

日程第２ 専決処分の変更について（久

米島町野球場バックスクリー

ン・スコアボード新築工事請

負契約）

○ 議長 仲地宗市

日程第２、報告第２号、専決処分の変更に

ついて（久米島町野球場バックスクリーン・

スコアボード新築工事請負契約）について、

提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

おはようございます。それでは、報告第２

号、専決処分の報告について。

地方自治法180条第１項の規定により、議

会において指定された事項について、別紙の

とおり専決処分したので、同条第２項の規定

により報告する。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

２ページ目に入りたいと思います。専決処

分書、平成18年10月19日、第７回久米島町議

会臨時議会で、議案第57号をもって議決され

た久米島野球場バックスクリーン・スコアボ

ード新築工事請負契約についての一部を、次

のとおり変更することについて、地方自治法

第180条第１項の規定により、議会において

指定されている事項について、次のとおり専

決処分する。

記

契約金額9千870万円を75万6千円を増にし

て、契約金額9千945万6千円に変更する。

提案理由としまして、平成18年第７回久米

島町議会臨時会で議決を得た久米島野球場バ

ックスクリーン・スコアボード新築工事の一

部変更により、変更契約を締結して執行する

必要が生じたため、地方自治法第180条第１

項の規定により専決処分したものでありま

す。

なお、変更の内容については、主なものと

して、ボード板、アクリル板ですが、これは

選手名を手書きで書いた板でありますが、こ

れが当初予定がなくて、それを追加で入れた

ものと、それとケーブル関係、当初で見込ん

でいなかったものが332ｍケーブルの埋設等

が生じております。そして、アウトレットボ

ックス等の増、そして、壁貫通処理関係が２

カ所等の変更が生じ、このように75万6千円

の金額の増額となって変更契約に至っており

ます。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

13番真栄平勝政議員。

○ 13番 真栄平勝政議員
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これは議案２、３、４全部に共通する問題

だと思いますが、今説明された変更内容です

ね、その文書も一緒に揃えて提案したらどう

ですか。これをお願いしたいんだが、できま

すか。

○ 議長 仲地宗市

平田光一総務課長。

○ 総務課長 平田光一

工事の変更内容ですか。今助役が説明した、

例えば金額とかということだけじゃなくて。

○ 議長 仲地宗市

大田治雄助役。

○ 助役 大田治雄

ただいまの詳細の内訳の資料を添付してほ

しいということでありますが、これは業者と

発注者側の設計変更の協議書という様式のひ

な型があります。こういうものでよろしけれ

ば、次回からの議会には提出するように処置

してもよろしいかと思いますが。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これで、報告第２号、専決処分の報告につ

いて（久米島町野球場バックスクリーン・ス

コアボード新築工事請負契約）についての報

告を終わります。

日程第３ 平成19年度沖縄県町村土地開

発公社事業報告について

○ 議長 仲地宗市

日程第３、報告第３号、平成19年度沖縄県

町村土地開発公社事業報告について、提案理

由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

報告第３号、平成19年度沖縄県町村土地開

発公社事業報告について。

地方自治法243条の３、第２項の規定によ

り、平成19年度沖縄県町村土地開発公社事業

計画を報告します。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

なお、添付書類の久米島町に関わる関係に

ついては、４ページの中間頃にあります久米

島多目的公園埋立地関係、３ページ、５ペー

ジにまたがります。そして、６ページの下側

にあります美崎地区背後地造成地関連関係が

本町に関わる案件であります。

よろしくご審議お願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これで、報告第３号、平成19年度沖縄県町

村土地開発公社事業報告についての報告を終

わります。

日程第４ 専決処分の報告について（具

志川中学校校舎建築工事（１

工区）請負契約）

○ 議長 仲地宗市

日程第４、報告第４号、専決処分の報告に

ついて（具志川中学校校舎建築工事（１工区）

請負契約）について、提案理由の説明を求め

ます。



- 137 -

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

報告第４号、専決処分の報告について。

地方自治法180条第１項の規定により、議

会において指定された事項について、別紙の

とおり専決処分したので、同条第２項の規定

により報告する。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

専決処分内容でありますが、平成18年８月

11日第５回久米島町議会臨時会で議案第37号

をもって議決された、具志川中学校校舎建築

工事（１工区）請負契約についての一部を次

のとおり変更することについて、地方自治法

第180条第１項の規定により、議会において

指定されている事項について、次のとおり専

決処分する。

契約金額が1億9千320万円の当初計画から、

契約金額1億9千675万3千200円に変更するも

のであります。

提案理由としまして、平成18年８月11日、

第５回久米島町議会臨時会で議決を得た具志

川中学校校舎建築工事（１工区）の一部変更

により、変更契約を締結し、執行する必要が

生じたため、地方自治法第180条第１項の規

定により専決処分する。

平成19年２月15日提出

久米島町長 平良朝幸

なお、変更設計の協議の内容でありますが、

これは塗装工事関係、当初コンクリート仕上

げで予定していたのを、床を塗装しておりま

す。これは807㎡の増になっております。そ

して、内装の関係、石膏ボード関係が200㎡

の増になっております。そして、電気設備関

係におきましては、教室内のＬＡＮのパソコ

ン関係の配線ですが、これが６カ所増えてお

ります。そして、浄化槽の配管関係の追加が

出ております。

以上が主な変更内容となっております。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

器具の変更によってということですが、ち

ょっとお聞きしたい。設計どおりやってみて、

しかしここにこれが必要だったと今説明があ

りました。パソコン等の配線も必要だと、内

装もそうだと。設計どおりやったけれども、

その後こうした方がいい、ああした方がいい

ということから出てきたのか。設計の中に、

今プラスすべきものも入っているのかどう

か、ここいらお聞きしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

平良進学校教育課長。

○ 学校教育課長 平良進

おっしゃるとおりで、当初は工事の中で打

ちっ放しの床でしたけれど、学校とも調整し

たら、これは合成樹脂でやった方が汚れも少

ないとの追加分と、あと、校内ＬＡＮにつき

ましては、当初から入っていなくて、学校と

協議しながら追加しました。工事改定のかた

ちで今回上げてあります。

設計につきましては、最初の段階は学校と

も教育委員会ともいろいろ議論、調整もしま

す、何回か。今回も教育委員会、学校現場と

も10回以上になるかと思います。施工した後
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にいろんな変更とか追加とか出まして、こう

いった改定契約に至っております。

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

パソコンの配線の話がありましたが、一応

ちゃんとできた、そうすると配線するために

はあっちこっち削らないといけないというこ

とはないのか、そこいらどうですか。

○ 議長 仲地宗市

平良進学校教育課長。

○ 学校教育課長 平良進

ＬＡＮの配線は当初から配線できる設計は

やっております。ただ、引き込みだけ入って

なくて、その引き込み自体の工事が追加にな

ります。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

今回の変更で355万3千200円増額になって

の変更で、契約金額が1億9千675万3千200円

となっておりますが、これは当初予算の範囲

内での、入札残によって間に合ったのかどう

か、そのへんどうなっていますか。

○ 議長 仲地宗市

平良進学校教育課長。

○ 学校教育課長 平良進

当初予算の範囲内で契約をしております。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これで、報告第４号、専決処分の報告につ

いて（具志川中学校校舎建築工事（１工区）

請負契約）についての報告を終わります。

日程第５ 専決処分の報告について（具

志川中学校校舎建築工事（２

工区）請負契約）

○ 議長 仲地宗市

日程第５、報告第５号、専決処分の報告に

ついて（具志川中学校校舎建築工事（２工区）

請負契約）について、提案理由の説明を求め

ます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

報告第５号、専決処分の報告について。

地方自治法180条第１項の規定により、議

会において指定された事項について、別紙の

とおり専決処分したので、同条第２項の規定

により報告する。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

専決処分内容であります。平成18年８月11

日第５回久米島町議会臨時会で議案第38号を

もって議決された、具志川中学校校舎建築工

事（２工区）請負契約についての一部を次の

とおり変更することについて、地方自治法第

180条第１項の規定により、議会において指

定されている事項について、次のとおり専決

処分する。

契約金額1億3千965万円を契約金額1億4千3

64万8千400円に変更するものであります。

提案理由

平成18年８月11日、第５回久米島町議会臨

時会で議決を得た具志川中学校校舎建築工事

（２工区）の一部変更により、変更契約を締

結して執行する必要が生じたため、地方自治

法180条第１項の規定により専決処分する。
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平成19年２月15日提出

久米島町長 平良朝幸

変更内容でありますが、これは教室の隣接

箇所に高圧線がありまして、その高圧線の保

護を180ｍ追加でやっております。

そして、侵入防護柵、これが当初なかった

のが、13ｍ安全面を配慮してやっております。

そして、生徒の更衣室のロッカーが、これ

は変更で減になっておりますが、４カ所あっ

たのが２カ所となっております。

そして、多目的ホール周りの外構工事で13

ｍの側溝を新たに追加しております。

そして、先程ありましたように、インター

ネット関係のＬＡＮ設備を当初104ｍ予定し

ていたのを、追加して145ｍにしております。

その他、下水道の接続関係の追加が生じて

おります。

以上が主な変更内容となっております。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

先程と同じ方向の質問ですけれど、今、副

町長が言われたのに６カ所の変更、一つは減

だといっていましたね。更衣室は。しかも39

9万8千400円でしょ、プラスするのがね。変

更したものから元のものを引けばいいから。

355万円ですか。399万8千円でしょう。金額

も大きいし、しかもこんなに変えられては困

るんじゃないかなと。設計当初の調査研究が

ずさんじゃなかったのかなというふうに思い

ざるを得ないと思いますが、そこいら見解を

述べて下さい。

○ 議長 仲地宗市

平良進学校教育課長。

○ 学校教育課長 平良進

当初は予定していないものが出てきまし

て、これはコンサルと教育委員会の把握不十

分もあったかと考えられます。特に大きい金

額は、１工区と２工区の間は屋根を付けて、

中は吹き抜けになっております。２階から窓

を開けましたら転落防止がなくて、安全策を

設けないといけないということで、防御柵を

付けることになっております。

それと、外構工事で、今の集会施設の間と

か、周囲の外構の側溝の排水路の問題で予想

していない外構事業も出まして、追加もして

おります。

先程おっしゃったように、またパソコンの

ＬＡＮ事業の追加も大きい金額になっており

ます。これは現場において学校からの指摘等

がありまして、大きな変更工事の内容になっ

ております。

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

今後の問題で要望したいんですが、特に学

校という子ども達の集団がそれぞれに広い範

囲で活動します。まず、第一に生命の問題も

ありますが、高圧線の話も出ていましたね。

当初からこんなの予定されて、調査の結果見

通すことできなかったのかという疑いも出て

きますが、とにかく学校現場というのは、生

徒の行動が広範囲にありますので、綿密にひ

とつ設計自体で調査をして話し合いをして、

今後やっていただきたいと要望を申し上げて

終わります。
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○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これで、報告第５号、専決処分の報告につ

いて（具志川中学校校舎建築工事（２工区）

請負契約）についての報告を終わります。

日程第６ 平成19年度久米島町一般会計

予算について

○ 議長 仲地宗市

日程第６、議案第20号、平成19年度久米島

町一般会計予算についてを議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第20号、平成19年度久米島町一般会計

予算概要についてご説明申し上げます。

予算書の１ページをお開きになって下さ

い。平成19年度久米島町一般会計予算の総額

は、歳入歳出60億4千677万4千円と定め、対

前年度比マイナス8億3千703万6千円、12.2％

の減となっております。

平成19年度予算編成の特徴としましては、

一般財源枠配分方式を導入し、予算編成作業

を進めてまいりました。一般財源枠配分につ

きましては、歳入予算から義務的経費や補助

事業の裏負担分及び光熱水費、ＯＡ機器リー

ス料を除く一般財源枠配分しますと、歳入が

約40％の減となり、基金を２億円繰り出し、

一般財源枠配分の20％シーリングとし、配分

枠として予算化しております。

歳入歳出とも大幅な減額となった要因は、

大型事業であった久米島総合公園野球場事業

と島の学校体験交流施設整備事業、具志川中

学校改築工事の３事業の完了に伴いまして、

約７億円の大幅な減となりました。

予算書の２ページをお開きになって下さ

い。１款、地方税におきましては6億4千943

万4千円で、対前年度比2千311万1千円の増で、

個人住民税4千860万4千円の増、法人住民税

マイナス1千47万8千円、固定資産税マイナス

1千284万7千円の減を見込んでおり、個人住

民税につきましては、所得譲与税が本年度よ

り廃止となるため、住民税特別徴収へ税源移

譲にて4千200万円の増と見込み、個人税及び

固定資産は前年度の実績による減を見込んで

おります。

２款、地方譲与税は7千166万円で、対前年

度比マイナス5千601万2千円の減で、本年度

より所得譲与税が廃止に伴いの減で見込んで

おります。

３款から８款の各種交付金につきまして

は、県の交付予定額に準じて計上しておりま

す。

続きまして、３ページに入ります。第９款、

地方交付税は29億4千300万円で、普通交付税

では前年度確定額の95％、1億3千400万円の

増。特別交付税は交付税措置分の算定が明確

でなかったため、前年度同額と見込んでおり

ます。

11款、分担金及び手数料は7千31万円、対

前年度比マイナス313万6千円で、保育料負担

金を前年度確定額の98％、マイナス372万4千

円を見込んでおります。

13款、国庫支出金は4億7千923万7千円、対

前年度マイナス4億4千753万5千円で、主に奥

武島１号線整備事業費の減に伴い、マイナス

1億480万円。また、完了事業に伴い、久米島
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町総合運動事業マイナス1億5千800万円、具

志川中学校校舎建設事業マイナス8千63万5千

円、島の学校体験交流施設整備事業マイナス

1億578万3千円の減となっております。

15款、県支出金は8億4千331万8千円、対前

年度比9千998万6千円で、主に沖縄県合併市

町村支援交付金、合併５カ年間の支援金であ

りますが、前年度にて終了したため、マイナ

ス6千万円。基盤整備促進事業、トクジム農

道ですが、マイナス2千566万円の減で、集落

地域整備事業2千776万5千円、地域用水環境

整備統合補助事業3千336万5千円、水産業構

造改善基盤整備事業、これはモズクの種苗で

1億1千609万7千円の増であります。

次、４ページ開けて下さい。第16款、財産

収入は6千396万4千円、対前年度比1千282万7

千円で、沖縄県クルマエビ漁業共同組合土地

売買分割代1千650万5千円の増であります。

また、運用収入の法人マイナス338万3千円。

個人マイナス100万円の減の見込みでありま

す。

18款、繰入金、対前年度比6千900万円で、

一般財源枠配分による不足分を賄うため、2

億円の取り崩しを見込んでおります。

21款、町債は4億5千912万円、対前年度比

マイナス5億2千838万円の減で、主に完了の

久米島町総合運動公園野球場事業マイナス1

億5千800万円、具志川中学校校舎建築事業マ

イナス1億4千130万円、深層水地区道路マイ

ナス1億2千600万円、電算システム統合事業4

千100万円の減、補助事業減に伴い奥武島１

号線整備事業マイナス2千620万円、臨時財政

対策債は前年度実績90％を見込んでおりま

す。以上が歳入予算の主な内容となっており

ます。

続きまして、歳出予算の内容についてご説

明申し上げます。歳出予算では、各款の増減

は職員の人事異動や事業の縮減及び一般財源

充当配分の減となっており、各経費を性質別

にみますと、軒並み減額計上でありますが、

特に人件費におきましては、議員、特別職減

や退職等に伴い、マイナス7千501万9千円、

約４％の減です。また、物件費はマイナス1

億8千614万2千円、マイナス19.4％の大幅な

減で、一般財源等の充当配分縮減が要因とな

り、賃金マイナス982万7千円、約7.8％。旅

費マイナス779万9千円、マイナス17.3％。需

用費マイナス1千590万8千円、5.7％のマイナ

ス。役務費マイナス1千75万3千円、マイナス

16.6％。備品購入費マイナス578万9千円、マ

イナス33.5％。委託費マイナス1億2千318万1

千円、マイナス32.8％となっております。

補助費等では3億5千920万1千円、対前年度

比2千394万円、7.1％の増で、平成18年度当

初予算を骨格予算にて作成したため、各団体

への予算を削減や見直しをしたため、平成19

年度予算の増が出ております。主に農林水産

振興補助金200万円、久米島紬振興補助金200

万円、観光対策推進事業助成金500万円で、

新たに救急救命士研修負担金169万円、後期

高齢医療広域連合負担金684万9千円、また沖

縄県離島医療組合運営負担金300万円の増で

あります。その他は水道事業会計への繰出金

1千万円とし、一般会計から繰出金の減額を

行っております。

全体予算の減額要因としましては、普通建

設事業によるマイナス7億5千753万円の減で、

主に地域資源リサイクル基盤整備事業マイナ

ス1千309万9千円。宇江城地区会館施設整備

事業マイナス1千944万8千円。儀間漁港海岸
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整備事業マイナス3千115万円。奥武島１号線

整備事業マイナス1億504万円。集落地域整備

事業3千380万2千円。地域用水環境整備統合

補助事業3千849万4千円。新山村振興等農林

漁業特別対策事業2千351万2千円。強い水産

業づくり交付金事業負担金1億2千737万5千円

の事業費の増減です。

また、事業完了に伴い、久米島野球場建設

工事マイナス3億270万円、島の学校体験交流

施設整備事業マイナス1億1千480万円、深層

水地区道路マイナス1億2千600万円、具志川

中学校校舎建築工事マイナス2億3千940万円

の減であります。

公債費では11億5千5万6千円、対前年度比1

億3千584万円で、元金1億2千213万2千円、利

子1千220万8千円の増であります。

以上が平成19年度一般会計予算に係ります

歳入歳出の主な概要となっております。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願い致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

本案については、後日予定されております

予算審査特別委員会において、細部にわたっ

て質疑できますので、この場においては大綱

的な質疑に止めていただくようお願い致しま

す。

これから質疑を行います。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

交付税についてお尋ねします。先程の助役

の説明では交付税の算定については新しい算

定方法がまだはっきりしないので、前年度並

みに今回計上したということでありますが、

これまでずっとそういう流れになっているん

ですけれど、予算の交付税の計上の仕方です

ね、実績においては、やはりそれ以上に交付

税は算定されて、８月頃にはっきりするんで

すけれど、12月あたりで補正して計上される

わけですけれど、今回そういったかたちで前

年度並みにということになっていますけれ

ど、最近の新聞を見ますと、資料をちょっと

持っていませんが、新しい算定方法によって

も久米島町は５千万円ぐらいは増になると、

資料から見たらなっていたわけです。そうい

うことで、だいたい予算の計上の仕方は、改

めて収入というのは分かっていると思うんで

すけれど、それを計上しなかったというのは、

私はちょっと問題があるんじゃないかと思う

んですけれども。そのへん予備費でも計上し

て、あとで積立金にまわす方法もあると思う

んですが、今後もそういったかたちでやって

いくのかどうか、それでいいのかどうか、お

尋ねしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

お答えします。地方交付税について新型交

付税の算定とかいろいろ新聞でも試算として

出ておりますけれども、平成19年度の地方財

政計画ということで、国全体の地方に配分す

る地財計画というのが出てきますけれども、

その中では地方交付税は全体として95％、約

５％減ということで見込んでおります。それ

で今回はこの地方財政計画に基づいて、前年

度の実績の95％を計上しております。それで、

実質増えているんですけれど、これにつきま

しては公債費が増えておりますので、公債費
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の増額に絡んでくる地方交付税で処置される

分、それを見込んで増額の計上をしておりま

す。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

今のに関連しますが、昨年の実績に基づい

て29億4千万円計上されているわけです。そ

れに公債費に充てられる分を加えてそれだけ

なんですか。それは別ですか。前年度は31億

円ですよね、実績が31億3千91万1千円となっ

ていますが、更に減っているわけですけれど、

それの95％計上して、更にその公債費に充て

られる分まで含んで29億4千300万円というふ

うに理解してよろしいですか。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

今、議員が質問したとおりでよろしいです。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

本案については、議長を除く16人の委員で

構成する予算審査特別委員会を設置し、これ

に付託して審査することにしたいと思いま

す。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。従って、本案につい

ては、議長を除く16人の委員で構成する予算

審査特別委員会を設置し、これに付託して審

査することに決定しました。

日程第７ 平成19年度久米島町下水道事業

特別会計予算について

○ 議長 仲地宗市

日程第７、議案第14号、平成19年度久米島

町下水道事業特別会計予算についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第14号、平成19年度下水道特別会計予

算、概要についてご説明申し上げます。

予算書の１ページをお開きになって下さ

い。平成19年度久米島町下水道特別会計予算

の総額は、歳入歳出2億7千607万3千円と定め、

対前年度351万7千円、1.3％の増予算となっ

ており、主な要因としましては、公債費の増

であります。

２ページを開けて下さい。平成19年度歳入

については、第１款、使用料及び手数料1千2

96円。第２款、国庫支出金６千万円。３款、

繰入金1億6千311万3千円。６款、地方債４千

万円となっております。

詳細につきましては、これから歳入予算を

はじめ平成19年度予算の内容をご説明致しま

す。

７ページをお開きになって下さい。１款、

使用料及び手数料におきましては、87万6千

円、7.2％の増、1千296万円の内訳として、

調定見込み件数698件、95％見込みで1千285

万9千円で、現年度分とし、滞納分の５割を

過年度分として算定しております。

２款、国庫支出金では、平成19年度下水道

事業費１億円の10分の６の補助率で、6千万
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円となっております。

続きまして８ページ、３款、繰入金で、マ

イナス135万9千円の減額となっており、総務

費の減であります。

６款、町債は400万円の増額となっており

ます。借入充当率変更100％であります。

以上が歳入の主な内容となっております。

続きまして、歳出予算内容についてご説明

申し上げます。９ページに入ります。歳出に

つきましては、１款、総務費、１項総務管理

費、１目一般管理費1千894万7千円。２目下

水道維持費2千382万2千円。３目下水道建設

費9千633万3千円。

２款、公債費1億3千697万1千円となってお

ります。１目一般管理費ではマイナス53万5

千円の減となっております。２目下水道維持

費はマイナス32万6千円の減で計上しており

ます。

次、10ページ、３目下水道建設費はマイナ

ス99万円の減で、平成19年度において美崎地

区管渠敷設工事延長1,060ｍの工事及び実施

測量設計延長340ｍを予定しております。

11ページに入りまして、２管公債費では53

6万8千円の増で、主に元金支払い分とし計上

しております。

以上が、平成19年度下水道特別会計予算に

係ります歳入歳出の主な概要となっておりま

す。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

本案については、後日予定されております

予算審査特別委員会において、細部に渡って

質疑ができますので、この場においては大綱

的な質疑に止めていただくようお願い致しま

す。

これから質疑を行います。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

１点だけお聞きしたいと思います。今回、

下水道工事8千600万円計上されていますけれ

ど、この工事現場は、どこの方を予定してい

るのかご説明いただきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

又吉敏雄水道課長。

○ 水道課長 又吉敏雄

お答えします。ただいま助役が説明があり

ましたとおり、美崎地区の延長1,060ｍです。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

本案については、議長を除く16人の委員で

構成する予算審査特別委員会を設置し、これ

に付託して審査することにしたいと思いま

す。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。従って、本案につい

ては、議長を除く16人の委員で構成する予算

審査特別委員会を設置し、これに付託して審

査することに決定しました。

日程第８ 平成19年度久米島町水道事業特

別会計予算について

○ 議長 仲地宗市
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日程第８、議案第15号、平成19年度久米島

町水道事業特別会計予算についてを議題とし

ます。

本案について提案理由の説明を求めます。

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

平成19年度久米島町水道事業会計予算（案）

の概要を説ご明申し上げます。

１ページをご覧下さい。第２条、給水戸数

3,716戸、年間給水量112万4,000ｍ３を予定し

ております。

２ページをご覧下さい。第３条、収益的収

入の第１款、水道事業収益は2億5千940万8千

円を予定し、第１項営業収益は、前年度の実

績を基に積算して2億3千436万円で、主に給

水収益となっております。

第２項営業外収益の他会計補助金は一般会

計からの補助金で、前年度より１千万円減額

し、2千500万円となっております。

支出の第１款、水道事業費用は2億5千299

万5千円を予定し、第１項営業費用では主に

修繕費、動力費、薬品費、材料費、委託料等

となっております。第２項営業外費用は、主

に支払利息と消費税となっております。

水道事業経営におきましては、各施設の機

器及び配水管等の老朽化に伴い、修繕費と材

料費に多大な費用を要すると見込み、予定損

益計算においては641万3千円の純利益を見込

んでいます。

３ページをご覧下さい。第４条の資本的収

入及び支出では、当年度は拡張事業の予定が

ないため、資本的収入においては費目存置２

千円、資本的支出は6千533万円と定め、主に

企業債償還金となっております。収入額が支

出額に不足する額6千532万8千円は、過年度

分損益勘定留保資金と消費税資本的収支調整

額をもって補てんする予定です。

今年度も安全で良質な水道水を安定的に供

給することを最大の責務とし、業務を行って

まいります。よろしくご審議のほどお願い申

し上げます。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

本案については、後日予定されております

予算審査特別委員会において、細部に渡って

質疑ができますので、この場においては大綱

的な質疑に止めていただくようお願い致しま

す。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

本案については、議長を除く16人の委員で

構成する予算審査特別委員会を設置し、これ

に付託して審査することにしたいと思いま

す。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。従って、本案につい

ては、議長を除く16人の委員で構成する予算

審査特別委員会を設置し、これに付託して審

査することに決定しました。

日程第９ 平成19年度久米島町農業集落排

水事業特別会計予算について

○ 議長 仲地宗市

日程第９、議案第16号、平成19年度久米島
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町農業集落排水事業特別会計予算についてを

議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第16号、平成19年度農業集落排水事業

特別会計予算、概要についてご説明申し上げ

ます。

１ページをお開きになって下さい。平成19

年度久米島町農業集落排水特別会計予算の総

額は、歳入歳出398万9千円と定め、対前年度

比16万5千円の増予算となっており、主な要

因としましては、公債費の増であります。

予算書の６ページからご説明申し上げま

す。平成19年度の歳入については、１款、使

用料及び手数料36万8千円。２款、繰入金362

万1千円となっております。

詳細につきましては、これから歳入予算を

はじめ平成19年度予算の内容をご説明申し上

げます。６ページ、１款、使用料及び手数料

におきましては、調定見込み件数27件、36万

8千円を計上しています。２款、繰入金は16

万5千円の増で、公債費の増による計上とな

っております。

以上が歳入の主な内容となっております。

続きまして、歳出予算内容についてご説明

申し上げます。７ページになります。歳出に

つきましては、１管一般管理費、１項一般管

理費、１目一般管理費206万9千円。２款、公

債費、１項公債費192万円となっております。

１目一般管理費は増減なしの計206万9千円

となっております。２款、公債費では16万5

千円の増で、主に元金支払い分と計上してお

ります。

以上が平成19年度農業集落排水特別会計予

算にかかります歳入歳出の主な概要となって

おります。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

本案については、後日予定されております

予算審査特別委員会において、細部に渡って

質疑ができますので、この場においては大綱

的な質疑に止めていただくようお願い致しま

す。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

本案については、議長を除く16人の委員で

構成する予算審査特別委員会を設置し、これ

に付託して審査することにしたいと思いま

す。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。従って、本案につい

ては、議長を除く16人の委員で構成する予算

審査特別委員会を設置し、これに付託して審

査することに決定しました。

日程第10 平成19年度久米島町国民健康保

険特別会計予算について

○ 議長 仲地宗市

日程第10、議案第22号、平成19年度久米島

町国民健康保険特別会計予算についてを議題



- 147 -

とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第22号、平成19年度久米島町国民健康

保険特別会計予算概要についてご説明申し上

げます。

１ページをお開きになって下さい。平成19

年度久米島町国民健康保険特別会計予算にお

ける歳入歳出予算の総額を、それぞれ10億9

千557万円と定めるものでございます。

概要を申し上げます。２ページをお開きに

なって下さい。歳入におきまして、第１款の

国民健康保険税を2億1千828万円とし、前年

度と比較して2千711万8千円減額となります

が、平成18年度の調定額を基に計上しており

ます。

４款、国庫支出金4億8千812万7千円、前年

度より5千541万1千円の減額となりますが、

これは保険給付費の支出において、平成18年

度がその前年度より減少したことによりま

す。

第５款、療養給付費交付金を5千861万8千

円とし、前年度と比較し633万6千円の増額と

なります。これは退職者医療の加入により交

付金も増額するものです。

次に、第６款、県支出金を7千456万4千円

とし、対前年比3千50万円の増額。第８款、

共同事業交付金1億5千534万4千円とし、対前

年度比1億1千349万1千円の増額となります。

この第６款、８款について、前年度の実績を

踏まえたものとなります。

４ページをお開きになって下さい。歳出に

おきましては、第１款、総務費2千444万5千

円。第２款、保険給付費4億8千6万8千円とし、

これは前年度比1億2千271万3千円の減額とな

りますが、平成18年度において前年度より支

出が抑えられたことにより、第３款、老人保

健拠出金2億5千879万2千円。第４款、介護

納付金8千627万2千円。第５款、共同事業拠

出金2億1千424万1千円。これらは前年度の実

績を踏まえて計上しております。

第６款、保健施設費1千100万円については、

ヘルスアップ事業を平成19年度においても引

き続き行います。

以上が平成19年度久米島町国民健康保険特

別会計予算の概要となっております。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

本案については、後日予定されております

予算審査特別委員会において、細部に渡って

質疑ができますので、この場においては大綱

的な質疑に止めていただくようお願い致しま

す。

これから質疑を行います。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

繰入金の２項の基金についてお伺いしま

す。今回、基金の歳入としては費目存置とい

うかたちで計上されておりますけれど、歳出

にも積立は予定ないということになっており

ます。現在、普通の健康保険の中で従来基金

積立は５％か何パーセントか積み立ててなけ

ればいけないという指導があると思うんです

けれど、現在、町のこの健康保険の基金とし
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ていくらの額が積み立てされているのかお伺

いします。

○ 議長 仲地宗市

神里勇健康づくり課長。

○ 健康づくり課長 神里勇

ただ今の件にお答え致します。２千万円程

度はあると思いますが、はっきりした数字は

掴めておりませんので、特別委員会で答弁し

たいと思っております。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

本案については、議長を除く16人の委員で

構成する予算審査特別委員会を設置し、これ

に付託して審査することにしたいと思いま

す。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。従って、本案につい

ては、議長を除く16人の委員で構成する予算

審査特別委員会を設置し、これに付託して審

査することに決定しました。

日程第11 平成19年度久米島町老人保健特

別会計予算について

○ 議長 仲地宗市

日程第11、議案第24号、平成19年度久米島

町老人保健特別会計予算についてを議題とし

ます。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第24号、平成19年度久米島町老人保健

特別会計予算概要についてご説明申し上げま

す。

予算書の１ページから入ります。第19年度

久米島町老人保健特別会計予算は、歳入歳出

予算の総額をそれぞれ10億4千518万4千円と

定めるものでございます。

概要を申し上げますと、歳入におきまして

主なものを説明致しますと、６ページから入

りたいと思います。

第１款、支払基金交付金5億2千414万8千円。

２款、国庫支出金3億4千735万2千円。３款、

県支出金8千683万8千円。

次、７ページをお開きになって下さい。第

４款、１目一般会計繰入金8千683万8千円と

なっております。

歳出におきましては、主なものをご説明申

し上げます。９ページをお開きになって下さ

い。第１款、第１目医療費給付費10億3千121

万円。２目医療費支給費1千84万9千円。３目

審査支払手数料312万円となっております。

歳出におきましては、１目医療給付費と２目

医療費支給費の医療費で歳出の99.7％を占め

ております。近年の医療費の支出状況を勘案

し計上しております。

以上が平成19年度久米島町老人保健特別会

計の概要となっております。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

本案については、後日予定されております

予算審査特別委員会において、細部に渡って
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質疑ができますので、この場においては大綱

的な質疑に止めていただくようお願い致しま

す。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

本案については、議長を除く16人の委員で

構成する予算審査特別委員会を設置し、これ

に付託して審査することにしたいと思いま

す。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。従って、本案につい

ては、議長を除く16人の委員で構成する予算

審査特別委員会を設置し、これに付託して審

査することに決定しました。

○ 議長 仲地宗市

以上で全会計の大綱的な質疑は終了いたし

ました。

お諮りします。

明日14日から19日までの日程で行われる予

算審査特別委員会委員長に総務・文教・民生

委員長の仲原健議員、副委員長に建設・経済

委員長の山城宗太郎議員を選出したいと思い

ます。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。従って、予算審査特

別委員会委員長に総務・文教・民生委員長の

仲原健議員、副委員長に建設・経済委員長の

山城宗太郎議員を選出することに決定しまし

た。

○ 議長 仲地宗市

以上で本日の全日程は終了しました。

これで散会します。お疲れ様でした。

（午前 11時12分 散会）
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日程 議 案 番 号 件 名 頁

第１ 会議録署名議員の指名 153p

第２ 議案第20号 平成19年度久米島町一般会計予算について 153p

議案第14号 平成19年度久米島町下水道事業特別会計予算について 153p

議案第15号 平成19年度久米島町水道事業会計予算について 153p

議案第16号 平成19年度久米島町農業集落排水事業特別会計予算につ 153p

いて

議案第22号 平成19年度久米島町国民健康保険特別会計予算について 153p

議案第24号 平成19年度久米島町老人保健特別会計予算について 153p

第３ 議案第27号 久米島町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正す 159p

る条例について

第４ 議案第35号 久米島町総合運動公園条例について 160p

第５ 議案第36号 海洋深層水温浴施設の指定管理者の指定について 163p

第６ 議案第37号 奥武島キャンプ施設の指定管理者の指定について 166p

第７ 議案第38号 島の学校体験交流施設の指定管理者の指定について 167p

第８ 議案第39号 久米島町地域集会施設及び農村公園の指定管理者の指定 168p

について

第９ 議案第40号 久米島町有償バス条例の一部を改正する条例について 170p

第10 議案第41号 久米島町立学校施設使用条例について 171p

第11 議案第42号 久米島町長等の給料等の特例に関する条例について 172p

第12 議案第43号 久米島町職員の給与の特例に関する条例について 173p

第13 報告第６号 専決処分の報告について（堆肥化処理施設建築工事 174p

（２期工事）請負契約）

第14 報告第７号 専決処分の報告について（堆肥化処理プラント設備工事 175p

請負契約）

第15 発議第１号 久米島町議会委員会条例の一部を改正する条例について 175p

第16 発議第２号 久米島町議会会議規則の一部を改正する規則について 176p

第17 発議第３号 公共サービスの安易な民間開放に反対し、国民生活の 177p

「安心・安全」の確立を求める意見書の提出について

第18 発議第４号 医師不足対策に関する意見書の提出について 179p

第19 発議第５号 日豪ＥＰＡ交渉に関する要望について 180p

閉会 182p
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（午前 10時01分 開議）

○ 議長 仲地宗市

おはようございます。本日の会議を開き

ます。

本日の議事日程は、予めお手元に配布し

たと織りであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 仲地宗市

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、７番崎村稔議員、８番幸

地良雄議員を指名します。

日程第２ 平成19年度久米島町一般会計

予算

平成19年度久米島町下水道事業

特別会計予算

平成19年度久米島町水道事業会

計予算

平成19年度久米島町農業集落排

水事業特別会計予算

平成19年度久米島町国民健康保

険特別会計予算

平成19年度久米島町老人保健特

別会計予算

○ 議長 仲地宗市

日程第２、議案第20号、平成19年度久米島

町一般会計予算。議案第14号、平成19年度久

米島町下水道事業特別会計予算。議案第15号、

平成19年度久米島町水道事業会計予算。議案

第16号、平成19年度久米島町農業集落排水事

業特別会計予算。議案第22号、平成19年度久

米島町国民健康保険特別会計予算。議案第24

号、平成19年度久米島町老人保健特別会計予

算についてを一括議題とします。

以上の６件については、審査を予算審査特

別委員会に付託してありましたので、委員長

の報告を求めます。

仲原健予算審査特別委員長。

（仲原健予算審査特別委員長登壇）

○ 予算審査特別委員長 仲原健

おはようございます。予算審査特別委員会

委員長の仲原健でございます。

３月13日の本会議において予算審査特別委

員会に付託されました議案は、議案第20号、

平成19年度久米島町一般会計予算。議案第14

号、平成19年度久米島町下水道事業特別会計

予算。議案第15号、平成19年度久米島町水道

事業会計予算。議案第16号、平成19年度久米

島町農業集落排水事業特別会計予算。議案第

22号、平成19年度久米島町国民健康保険特別

会計予算。議案第24号、平成19年度久米島町

老人保健特別会計予算の６会計予算でありま

す。

３月14日、15日、16日の３日間にわたり、

各款ごとに予算科目を分割して行いました。

執行部から関係職員の出席の下、慎重に審

査を行いました。

予算審査特別委員会では多くの質疑があり

ましたが、その中から要点を抜粋し質疑の主

なものについてご報告致します。

まず最初に、平成19年度久米島町一般会計

予算の審査状況について報告します。

１つ、法人税、固定資産税、たばこ税、地

方贈与税の減額の理由についての質疑に対

し、法人税は法人数４件増えたが、法人の確

定申告によるものです。固定資産税は評価換

えと土建業の衰退による大型重機等の売り払



- 154 -

いによる減であります。たばこ税は20歳以上

の人口の減によるものです。所得贈与税は税

源移譲で、所得税から個人住民税へ移行され

るためであります。という答弁でした。

次に、固定資産税の長期滞納者に法的手段

をとる考えがないか、という質疑に対し、毎

年高額の未納者が連続で大きな滞納額に転じ

ております。財産差し押さえの話をしながら、

今回700万円の高額未納者が２件消えました。

県税事務所と町と連名で文書通達をしたお陰

で、納付者が若干増えております。新年度に

おいては、県との併任発令ということで財産

差し押さえまで踏み込んでいこうという計画

をしています。という答弁でした。

次に、新型交付税は何を基準にしているか。

久米島町も増えるという新聞報道だが、とい

う質疑に対し、新聞報道によると５千万円余

り増えるということだが、合併加算分も含め

てやったということで、実質は2千200万円余

りということです。新型交付税は経常的な経

費はそのままで、投資的経費の部分で人口と

面積割りということで試算するということで

すが、細部について把握しておりません。と

いう答弁でした。

次、平成19年度において特別職職員の給与

削減額はいくらか、という質疑に対し、特別

職が今現在５％カットされています。その額

から15％カット、実質的には審議会の答申か

らすると20％近くなります。職員は管理職ク

ラスが10％、主査クラスが７％、その他の職

員は５％になります。という答弁でした。

次、一般会計と特別会の町債残高はいくら

になっているか、という質疑に対し、一般会

計が101億6千222万3千円。下水道で18億8千2

27万3千円。上水道で11億6千442万4千円。合

計で132億892万2千円という起債残高になり

ます。という答弁でした。

次、法人保育所延長保育事業補助金は何名

ぐらいの予定か、という質疑に対し、平成19

年度は250名から300名ぐらいの見込みです。

という答弁でした。

身体障害者施設訓練支援費の訓練内容と人

数についての質疑に対し、在宅でサービスを

受けられる方、ホームヘルプサービス、グル

ープ訪問も含まれます。これは身体障害者、

知的障害者両方の障害者の方が該当します。

身体障害者施設訓練等支援費は３月現在で６

名です。知的障害者の施設に入所している方

々は10カ所の施設で19名です。という答弁で

した。

次、久米島紬振興費補助金の基準は、とい

う質疑に対し、８割が後継者育成事業で、あ

とは紬振興のためのＰＲ活動等の費用になっ

ています。という答弁でした。

観光対策推進事業助成金は、観光協会への

補助金か、という質疑に対し、観光協会への

助成金になります。これまで事業ごと個別に

助成していたが、事業がしやすいように一括

して助成することにしました。という答弁で

した。

次、久米島マラソン大会の経済効果は、と

いう質疑に対し、宿泊費、飲食代、観光、そ

れからお土産を購入した比率を出した数字を

含めて出した経済効果として、1億89万円と

いう試算を出しました。これには全国の専門

誌、県内の新聞、県外のラジオ放送とかＰＲ

の部分も含めると、それ以上の額になるだろ

うという答弁でありました。

次、検診事業について。合併してから健診

率は落ちてないか。大腸ガンの健診率はいく
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らか、という質疑に対し、受診率には大きな

変動はありません。17年度に比べて18年度は

300名程度増えています。大腸ガン検査の受

診者は平成17年度に比べて224名増えていま

す。という答弁がありました。

次、自動車の廃棄の引き取り業者の仕組み

について。２業者の額にかなりの開きがある

という苦情があるが、行政の指導は、という

質疑に対し、業者独自の手数料関係でやって

いるが、なるべく均一にやるようには言って

おります。という答弁でした。

次、病害虫防除費補助は除草剤への補助メ

ニューはないか、という質疑に対し、除草剤

については反収の問題、相関関係は分からな

いが、地力の低下等の問題があり、また、町

の方針として出来れば農薬、除草剤を使用し

ないで有機農業、有機栽培を推進していくと

いう考えです。補助については今のところ検

討していません。という答弁でした。

土地改良区補助金の配分について。農家戸

数割りとか面積割りとか負担金の徴収割りと

か、査定基準を定める考えはないか、という

質疑に対し、土地改良区が運営できるような

方向にもっていきたいと考えているので、土

地改良区と話し合いをしながら検討していき

たいという答弁でありました。

次、農地の全体的な見直しについて、その

進捗状況はどうなっているか、という質疑に

対し、町の土地利用計画が基準となりまして、

農振計画も見直すことになっているが、土地

利用計画が未制定なので、農地の総合見直し

もできない状況になっています。という答弁

でした。

次、比屋定島尻の自主防災組織と消防車の

維持管理についての質疑がありました。それ

に対し、定期的に職員が行って訓練をしなが

ら整備をしている状況です。という答弁でし

た。

次、備品関係が費目存置になっているが、

耐用年数オーバーの車輌の使用とか、基金制

度をつくるなり、年次的に中長期的なビジョ

ンをもっておかないといけないと思うが、と

いう質疑に対し、消防車輌については財政的

なことで、今年も見送ることになった。施設

の整備計画については、消防計画はあります

が、財政的に厳しく、今のところ計画倒れで

す。基金創設については、町も基金を取り崩

している現状であるので、厳しい状況です。

という答弁でした。

次に、消防士の年齢構成について、将来的

にどう考えているか。という質疑に対し、平

成20年度に若い新人を採用する予定です。と

いう答弁でした。

次、行革の一環で用務員、図書館司書を廃

止するということを聞いているが、現場との

話し合いは十分になされてたのかどうか。い

ろいろ協議をして、用務員については、全学

校今年の10月から廃止という決定をしていま

す。という答弁でした。

次に、久米島運動公園に莫大な投資をして

いるが、今後どのように運営していく考えな

のか、という質疑に対し、プロ野球キャンプ

だけの目的だけではなく、町民のスポーツ、

健康、福祉の増進という目的がありますので、

少年野球、中学、高校、社会人の関係団体と

十分連携をとりながら取り組みをしていきた

い。という答弁でした。

次、具志川城跡事業は今年度はどこまで修

復するか、昔の建物関係も修復するか、とい

う質疑に対し、19年度は三の郭と呼ばれてい
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る東側の部分です。建物については図面とか

写真とかに基づいて整備しますが、そういっ

たのが見つからない以上難しいと思います。

という答弁でした。

久米島高校への学力向上支援金が出されて

いないが、その理由は、という質疑に対し、

各小中学校の予算が厳しい中、県立の高校に

予算を出すのは厳しい。補助金の使途につい

ても、本来保護者が負担すべきものに充てら

れていた。生徒全体の学力向上の引き上げの

ために、という目的であったが、限られた人

数に補助されていたということです。という

答弁でした。

これに対し、施政方針の中で町長は、教育

や人材育成は最も重要なことだと言っている

ので、効果的に出来る学力向上推進を考えて

いくべきではないかという意見でした。

次、ＢＧプールと体育館の取り扱いについ

て。ＢＧプールは濾過器が壊れて６月補正で

予算措置をしましたが、アスベストの関係で

閉館しました。その間、ＢＧ財団と協議をし

まして、体育館は壊して、プールは使用した

いと申し出たが、ＢＧ財団としては、さら地

にして返還してくれということでした。町と

しては、プールは修繕して使用したいという

考えですが、まだＢＧ財団からは審査結果の

答申がきていません。という答弁でした。ま

た、ＢＧの施設の撤去は、財団と調整中とい

うことだが、積極的にできないか。プールが

使えないと仲里方面から大岳、清水に行かな

いといけないので、教育課程上非常にまずい

と思うが、早く進めていただきたいという要

望がありました。

次に、給食費の未納について、集金できた

か、卒業生はどういうふうに徴収しているか。

の質疑に対し、平成17年度で未納額が187万2

千円あり、昨日現在で73万円あまり徴収され

ています。卒業生独自のもので年２回督促を

出して、夜の家庭訪問も行っています。とい

う答弁でした。

議案第14号、平成19年度久米島町下水道事

業特別会計予算について。

一般会計から繰入金をなくすという努力が

必要だと思うが、加入率が増えないが、とい

う質疑があり、それに対し、町全体の接続率

が51％です。平成16年10月に接続してから５

カ年間は料金は負荷しませんという特例後は

一気に３倍伸びました。早いところで２年後

からしか料金が発生しないため、一般会計か

らの繰入金がなければ維持管理できない状況

です。という答弁でした。

次、議案第15号、平成19年度久米島町水道

会計予算について。

嘉手刈と儀間の水道管をつなぐことはでき

ないか、という質疑に対し、両方とも字のタ

ンク、配水池がありまして、その地域の所帯

数によって水量が決められています。浄水場

からの水が切れた場合でも12時間持ちこたえ

られる計算になっています。つなぐとなると、

どこかに影響が出ると思うので、今のところ

考えていません。という答弁でした。

議案第22号、平成19年度久米島町国民健康

保険特別会計予算について。

国庫支出金が4千586万円減になっている

が、その原因は、という質疑に対し、平成18

年度の実績を見込んで、予算措置しました。

という答弁でした。

国民健康保険税は何パーセント見込んで計

上したか。という質疑に対し、18年度調定額

の93％です。という答弁でした。



- 157 -

次、徴収員は何名か、どういう徴収方法、

内容ですか。という質疑に対し、徴収員２人

で、毎日午後４時から８時までの４時間を設

定して、滞納者の所帯をまわっております。

徴収を休む場合は、電話催促もさせておりま

す。という答弁でした。

出産費は何名の予定か。19年度は35名を予

定しております。という答弁でした。

次、議案第22号、平成19年度久米島町農業

集落排水事業特別会計予算と議案第24号、平

成19年度久米島町老人保健特別会計予算につ

いては、質疑はありませんでした。

以上が予算審査特別委員会に付託されまし

た一般会計、特別会計について質疑の概要を

申し述べました。

予算審査委員会でたくさんの質疑が出まし

たが、多くの面で割愛させていただきました

ことをご容赦下さい。

質疑を終了し、討論に入りましたが、反対、

賛成の発言なく、討論を終決しました。

続いて採決に入り、議案第20号、議案第「1

4号、議案第15号、議案第16号、議案第22号、

議案第24号は総員をもって原案のとおり可決

すべきものと決定しました。

以上で委員長報告を終わります。

（仲原健予算審査特別委員長降壇）

○ 議長 仲地宗市

以上で委員長報告を終わります。

お諮りします。

委員長の報告については質疑を省略したい

と思います。

ご異議ありませんか。

(多数の｢異議なし｣の声あり)

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。従って、委員長報告

に対し、質疑は省略することに決定しました。

○ 議長 仲地宗市

次に、議案第20号、平成19年度久米島町一

般会計予算について、これから討論を行いま

す。

○ 議長 仲地宗市

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第20号、平成19年度久米島

町一般会計予算についてを採決します。

本案に対する委員長報告は原案可決であり

ます。本案は、委員長報告のとおり賛成の方

は挙手願います。

(全員挙手)

挙手全員であります。従って、議案第20号、

平成19年度久米島町一般会計予算は、委員長

報告のとおり可決されました。

○ 議長 仲地宗市

次に、議案第14号、平成19年度久米島町下

水道事業特別会計予算について、これから討

論を行います。

○ 議長 仲地宗市

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第14号、平成19年度久米島

町下水道事業特別会計予算についてを採決し

ます。

本案に対する委員長報告は原案可決であり

ます。本案は、委員長報告のとおり賛成の方

は挙手願います。

(全員挙手)

挙手全員であります。従って、議案第14号、

平成19年度久米島町下水道事業特別会計予算
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は、委員長報告のとおり可決されました。

○ 議長 仲地宗市

次に、議案第15号、平成19年度久米島町水

道事業会計予算について、これから討論を行

います。

○ 議長 仲地宗市

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第15号、平成19年度久米島

町水道事業会計予算についてを採決します。

本案に対する委員長報告は原案可決であり

ます。本案は、委員長報告のとおり賛成の方

は挙手願います。

(全員挙手)

挙手全員です。従って、議案第15号、平成

19年度久米島町水道事業会計予算は、委員長

報告のとおり可決されました。

○ 議長 仲地宗市

次に、議案第16号、平成19年度久米島町農

業集落排水事業特別会計予算について、これ

から討論を行います。

○ 議長 仲地宗市

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第16号、平成19年度久米島

町農業集落排水事業特別会計予算についてを

採決します。

本案に対する委員長報告は原案可決であり

ます。本案は、委員長報告のとおり賛成の方

は挙手願います。

(全員挙手)

全員挙手です。従って、議案第16号、平成

19年度久米島町農業集落排水事業特別会計予

算は、委員長報告のとおり可決されました。

○ 議長 仲地宗市

次に、議案第22号、平成19年度久米島町国

民健康保険特別会計予算について、これから

討論を行います。

○ 議長 仲地宗市

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第22号、平成19年度久米島

町国民健康保険特別会計予算についてを採決

します。

本案に対する委員長報告は原案可決であり

ます。本案は、委員長報告のとおり賛成の方

は挙手願います。

(全員挙手)

挙手全員です。従って、議案第22号、平成

19年度久米島町国民健康保険特別会計予算

は、委員長報告のとおり可決されました。

○ 議長 仲地宗市

次に、議案第24号、平成19年度久米島町老

人保健特別会計予算について、これから討論

を行います。

○ 議長 仲地宗市

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第24号、平成19年度久米島

町老人保健特別会計予算についてを採決しま

す。

本案に対する委員長報告は原案可決であり

ます。本案は、委員長報告のとおり賛成の方

は挙手願います。

(全員挙手)

挙手全員です。従って、議案第24号、平成
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19年度久米島町老人保健特別会計予算は、委

員長報告のとおり可決されました。

日程第３ 久米島町議会の議員の定数を

定める条例の一部を改正する

条例について

○ 議長 仲地宗市

日程第３、議案第27号、久米島町議会の議

員の定数を定める条例の一部を改正する条例

についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

おはようございます。議案第27号、久米島

町議会の議員の定数を定める条例の一部を改

正する条例。

上記議案を提出する。

平成19年３月９日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町議会の議員の定数を定める条例。

久米島町議会の議員の定数を定める条例の

一部を次のように改正する。

本則中、「18人」を「14人」に改める。

附則

施行期日、この条例は平成19年４月１日以

後、初めてその期日を告示される一般選挙か

ら施行する。

提案理由

本町の厳しい財政事情等を踏まえ、定数の

見直しが必要である。これがこの条例案を提

出する理由であります。

２枚目に新旧対照表を添付しておりますの

で、ご参照下さい。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

○ 議長 仲地宗市

質疑ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

まず、原案に反対者の発言を許します。

○ 議長 仲地宗市

次に、賛成者の発言を許します。

５番宮田勇議員。

○ ５番 宮田勇議員

議案第27号の案に賛成します。本案につい

ては、議員定数調査特別委員会を設置し、し

っかりとした調査に基づいての定数でござい

ます。それによって執行部からも歩み寄った

定数でありまして、問題点はなく、14名が妥

当だと思って本案に賛成致します。

○ 議長 仲地宗市

他に原案に賛成者の方の発言を許します。

他に討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで、討論を終わります。

これから議案第27号、久米島町議会の議員

の定数を定める条例の一部を改正する条例に

ついてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第27号、久米島

町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正

する条例は、原案のとおり可決されました。
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日程第４ 久米島町総合運動公園条例に

ついて

○ 議長 仲地宗市

日程第４、議案第35号、久米島町総合運動

公園条例についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第35号、久米島町総合運動公園条例。

上記議案を提出する。

平成19年３月14日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町総合運動公園条例。条文の内容等

については割愛したいと思います。

まず、第１条、目的及び設置であります。

第２条、名称及び位置であります。

第３条、利用許可についてであります。

第４条、利用制限についてであります。

第５条、利用許可の取り消し等についてで

あります。

第６条、利用料の徴収についてであります。

第７条、利用料の減免についてであります。

第８条、利用料の還付についてであります。

第９条、設備の承認及び現状回復について

であります。

第10条、損害賠償についてであります。

第11条、委任についてであります。

他、附則で示しております。

そして、別表第１、２条関係であります。

別表第２、第６条関係であります。そのうち、

１については、久米島多目的グランド、仲里

多目的グランド利用料についてであります。

２に、仲里球場の利用料についてであります。

次、３、久米島ホタルドーム利用料につい

てであります。（１）として占用利用料、そ

して（２）に部分利用料で金額を占めしてお

ります。

次のページにいきまして、５に久米島野球

場、仲里野球場の利用料であります。

次のページにいきまして、以上のように、

表の中に占めしておりますが、後ほどご覧に

なって下さい。

提案理由であります。久米島野球場の新設

並びに久米島町運動公園及び久米島ホタルド

ームの管理を、教育委員会から町長部局へ移

管に伴い、条例を制定する必要があります。

これがこの条例を提出する理由でありま

す。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

この条例を設置するにあたり、他市町村と

の料金の比較、これはどのようにやったのか。

久米島町の場合には、野球場、ドーム、それ

と多目的グランド、併せて30億円の予算がつ

かわれているわけなんです。いかにして使用

料を有効にしていくか、それが大きな目的だ

と思うんですが、他の市町村と比べた場合の

料金設定は。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

ただ今の上里議員のご質問にお答え致しま

す。今回新設しました野球場関係につきまし
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ては、宜野湾市、沖縄市、宮古島市、３市町

村の使用料とバランスをとってあります。た

だ、若干施設が新しい分、若干気持ちの分高

めに設定してあります。

それから、ホタルドームは従来の使用料を

島民が使う分については減額してあります。

低くして確実にとれるような方法で、小学生、

中学生ですと約半額に落として、その分確実

にとるという方向で、ホタルドームについて

は改正してあります。

概ね、野球場等につきましては、今申し上

げました３市町村とのバランスをとって設定

してあります。

○ 議長 仲地宗市

８番幸地善雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

別表２のところで、多目的グランド、両方

とも、使用料について照明施設を利用した場

合１時間１千円徴収ということになっていま

すが、照明ということは夜ということになる

わけですが、それは徴収方法についてはどう

いうふうにやろうと考えていますか。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

別表第２の久米島多目的グランドと仲里多

目的グランドの照明料の徴収方法なんです

が、具志川の方は問題ございません。これは

ホタルドームの中でコントロールできますの

で、申込みを受理して照明をつける。消すと

いうことは事務所の中でコントロールはでき

ますので、問題はございませんが、仲里の方

の管理をどうするかということで、これにつ

いては事務所の中にスイッチのボックスがご

ざいまして、それを申込みを受けてつける、

消すという業務が生じてくるわけでございま

すが、これについては今その両方、許可の仕

方、徴収の仕方、現在、関係課で検討中でご

ざいます。決まり次第また議会においてもお

知らせしたいと思っております。

○ 議長 仲地宗市

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

確かにそういった不特定多数の人がいつ何

時利用するか分かりませんし、申込制によれ

ばその申し込んだ時点で取れると思うんです

けれど、仮に２時間使いますと、それが延長

した場合にはその分どういうふうに追加する

か。もう１点のホタルドームについても非常

に細々に徴収方法を分類されています。こう

した場合に非常に管理する人は、あちこち見

てまわらないといけないし、徴収される金額

より、管理するための経費が高くつくんじゃ

ないかとも考えられるんですが、どうでしょ

うか。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

お答えします。ホタルドームの料金体系に

つきましては、これまでの料金体系より非常

に簡素化してあります。従来のものよりは非

常に分かりやすいんじゃないかと考えており

ます。

徴収につきましては、特に問題はないと考

えております。ホタルドームについては問題

はないと考えております。ただ、今、仲里の

多目的グランドの徴収方法が非常に課題だと

考えております。

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。
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○ ４番 仲村昌慧議員

ホタルドームのこれまでの条例によって、

徴収がされておりませんでした。今回町民に

も負担をしてもらうということで、町民に利

用しやすい料金設定ということになっており

ますが、公布の日からということになってい

ますが、公布の日はいつなのか、それをお聞

きしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

公布は４月１日を予定しております。

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

先程、同僚議員からもありました。久米島

野球場、工事費が概算で10億円、用地費が5

千700万円。それからホタルドームが15億円、

多目的グランドが５億円、30億円を超えてい

る膨大な投資をしています。野球場はこれに

よってキャンプが誘致ができました。この目

的は町民に多く利用されることが大きな目的

だと思っております。先程の委員長の報告の

中でも、プロ野球のキャンプの目的だけでな

く、町民のスポーツ、健康、福祉の増進とい

う目的がありますので、少年野球、それから

中学、高校、社会人の団体関係と十分連携を

とりながら取り組んでいきたいと述べており

ます。ぜひ町民に多く利用されるように、こ

の施設を活用させていただきたいと思ってい

ます。

最近、非常に健康志向が高まりまして、ホ

タルドームの中の外周のジョギング、ウォー

キング、それから筋トレは有料になっていま

す。多目的グランドの外周のジョギングにつ

いては有料化されるのかどうかお伺いしま

す。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

お答えします。基本的には仲里、具志川、

両方の多目的グランドについてはフリーの開

放ということで考えております。従って、有

料化の検討は致しておりません。

○ 議長 仲地宗市

17番國吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

附則の中で、最高入場料ということでうた

われておりますが、この最高入場料はいくら

になるのか、その内容等について説明お願い

します。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

別表の野球場の方の最高入場料の件です

が、場所によって例えば内野スタンド、外野

スタンド、芝生のスタンドによって料金を徴

収する場合、入場料の設定が違います。その

場合の一番いいポジションの高い入場料に10

0を掛けるということでございます。

○ 議長 仲地宗市

17番國吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

ホタルドームについて、先程、答弁の中で、

地元民は安く低くしてあげるということでい

われておりますが、その中で小中校生、１時

間につき400円とうたわれておりますが、そ

れは低くした額であるのか、それをまた更に

申込みによって検討するのか、お伺いします。

○ 議長 仲地宗市
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仲村渠一男町民課長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

お答えします。今はホタルドームの利用料

金については、占用使用については、これま

で時間ごとの区分があるのみで、例えば小中

校生、一般大学等という、その区分がござい

ませんでした。例えば、これまでは９時から

13時まで６千円という規定がございました

が、これを４時間でしますと1千600円という

ことで、400円×４時間で1千600円というこ

とになりますので、金額は小中校生について

は安くなっているということになります。

大学一般等につきましても、４時間ですと

４千円。これまでは６千円ですので、４千円

ということになります。

○ 議長 仲地宗市

17番國吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

１時間につき何百円というのは、その団体、

例えば10名であろうが15名であろうが、また

１人であろうが、その金額には変わりないで

すか。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

お答えします。占用利用というのは全面利

用ですから、それを何名で利用しようが、そ

の料金に変わりはございません。あと、部分

利用の方が４分の１利用、２分の１利用、４

分の３利用ということで、あくまでもその全

面か、４分の１か、４分の２か、あるいは４

分の３かという、その利用面積で異なってき

ます。利用人員は関係ございません。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

３番宮里洋一議員。

○ ３番 宮里洋一議員

３番の久米島ホタルドームの利用料につい

て、施設利用料の中で、練習、大会または興

行等の場合とあるんですが、興行の場合に準

備の時間も入るのかどうかお尋ねします。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

これについては、備考欄の１番に、利用す

るための準備及び現状回復に要する時間は、

利用時間に含むものとするということでうた

ってあります。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

○ 議長 仲地宗市

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから議案第35号、久米島町総合運動公

園条例についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第35号、久米

島町総合運動公園条例は、原案のとおり可決

されました。

日程第５ 海洋深層水温浴施設の指定管

理者の指定について

○ 議長 仲地宗市
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日程第５、議案第36号、海洋深層水温浴施

設の指定管理者の指定についてを議題としま

す。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第36号、海洋深層水温浴施設の指定管

理者の指定について。

久米島町海洋深層水温浴施設の指定管理者

を次の団体に指定したいので、地方自治法第

244条の２第６項の規定により、議会の議決

を求めます。

記

１．施設の名称及び位置

バーデハウス久米島：久米島町字奥武

170番地の１

浦島舘：久米島町字奥武170番地の２

２．団体の名称

（株）オーランド

住 所：久米島町字奥武170-1

代表者：代表取締役社長 平良朝幸

３．指定の期間

平成19年４月１日から平成22年３月31

日まで

平成19年３月14日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由であります。指定管理者制度によ

る行政サービスの質的向上と行政コストの削

減を図る。これがこの議案を提出する理由で

あります。

２枚目以降については、公の施設のかかる

指定管理者申請関係対策対照表等を添付して

おりますので、ご参照下さい。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

この提案理由の中で、行政サービスの質的

向上と行政コストの削減を図るとなっている

んですが、（株）オーランドを指定管理者制

度に認定した場合に、コストの削減ができる

のかどうか、疑問なところがある。といいま

すのは、今までオーランドの経営状況、1億2

千万円の銀行からの借入があります。それと

毎年１千万円ずつの町からの補助金がある。

去年あたりからまた500万円という補助金も

出している。そういう状態で、果たして指定

管理者制度に移行した場合に本当に削減でき

るかどうか、お聞きしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

お答えします。オーランドは平成16年の６

月にオープンしまして、今年で３年終了した

んですが、新たに指定管理者として指定をし

ようということで今回提案しています。これ

までの経緯からするとかなり厳しい部分がご

ざいます。ただ、今回、経営者も変わり、新

たなかたちの中で運営していこうという計画

書もできていますので、その方針で行けば、

３年後には黒字も見込まれるという予想で

す。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

株式会社ですので、独自でやるのが理想だ
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と思うんですが、これを指定管理者した場合

には、３年間は町は認めることになりますの

で、今まで以上に責任が重くなると、そうい

う状態になると思うんですが、そこのところ

どのように考えているのか。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

今後、経営内容もかなり変わってくる計画

もございまして、増資も含めて今検討してお

りまして、株主あたりとの相談もしている最

中でございます。６月あたりに臨時株主総会

をしまして、現在の株を減資して、新たに増

資で資金造成も考えております。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

それと、利用者は増えているというお話な

んですが、優待券で入っている人たちが増え

ているんじゃないかと。その後、果たして実

際に自分で銭を出して入っている人たちがど

の程度いるかという、そういう実態の把握は

しているのかどうか。そこのところに疑問な

ところがあるんです。要するに、利用者は増

えているといいながら、実績はなかなか伴わ

ないと。そこが一番問題だと思うんです。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

確かに増えてきております。それは優待券

云々も一部あるかもしれないんですけれど

も、それは会社の努力によっていろんなサー

ビス面、６時以降は500円にするとか、全く

無料じゃなくて、そういう部分も含めて実施

しております。そして、売上げも若干伸びて

おりまして、特にプール入浴だけじゃなくて、

料飲関係が伸びているという部分のその効果

も上げております。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

海洋深層水温浴施設の指定管理について、

３番目に期間が平成19年４月１日から平成22

年３月31日まで３カ年の期間となっておりま

すけれど、申請書みるとそういった何年指定

させてくれという、そういった申請はないん

ですけれど、今回この３年としたのは特別な

理由があるのかどうかお尋ねします。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

お答えします。特別な理由はございません。

普通、指定管理者制度の利点として、単年度

ではなくて複数年度で、その運営をできると

いうことが指定管理者制度の利点だといわれ

ております。従って、３年というのは中期的

に一定の計画性をもってその経営に取り組め

るという、一番いい年数だと考えております。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

３年という期間については特別の理由がな

いということですけど、こういった施設を管

理するためには、それなりの事業計画等に基

づいてそれを審査してはじめて指定管理をす

るのが当然だと思うんですけれど、ぜひこれ

からについては、そのへんの計画書とか要求

して、この指定の管理については期間も定め

るべきじゃないかと、そう思いますが、今後

そのような計画はあるのかどうか。
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○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

ただ今のご質問にお答えします。皆さんの

お手元の配布の資料の中に、事業計画書と管

理に係る収支計画書ということで、３年間の

計画書を載せてあります。当然、指定管理者

の選定委員会の中で、そういった事業計画、

そういったものを審査して、それを踏まえて

指定期間、それから指定する団体等を決定し

ております。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第36号、海洋深層水温浴施

設の指定管理者の指定についてを採決しま

す。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第36号、海洋

深層水温浴施設の指定管理者の指定について

は、原案のとおり可決されました。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 11時01分）

○ 議長 仲地宗市

引き続き会議を開きます。

（午前 11時13分）

日程第６ 奥武島キャンプ施設の指定管

理者の指定について

○ 議長 仲地宗市

日程第６、議案第37号、奥武島キャンプ施

設の指定管理者の指定についてを議題としま

す。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第37号、奥武島キャンプ施設の指定管

理者の指定について。

奥武島キャンプ施設の指定管理者を次の団

体に指定したいので、地方自治法第244条の

２第６項の規定により、議会の議決を求めま

す。

記

１．施設の名称及び位置

キャンプ場：久米島町字奥武170番地

の１

センターハウス：久米島町字奥武170

番地の１

多目的広場：久米島町字奥武170番地

の２

２．団体の名称

（株）オーランド

住 所：久米島町字奥武170-1

代表者：代表取締役社長 平良朝幸

３．指定の期間

平成19年４月１日から平成22年３月31

日まで

平成19年３月14日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由でありますが、指定管理者制度に

よる行政サービスの質的向上と行政コストの
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削減を図る。これがこの議案を提出する理由

であります。

別紙において、公の施設にかかる指定管理

者申請書並びに収支計画書を添付してありま

すので、ご参照下さい。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第37号、奥武島キャンプ施

設の指定管理者の指定についてを採決しま

す。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第37号、奥武

島キャンプ施設の指定管理者の指定について

は、原案のとおり可決されました。

日程第７ 島の学校体験交流施設の指定

管理者の指定について

○ 議長 仲地宗市

日程第７、議案第38号、島の学校体験交流

施設の指定管理者の指定についてを議題とし

ます。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第38号、島の学校体験交流施設の指定

管理者の指定について。

島の学校体験交流施設の指定管理者を次の

団体に指定したいので、地方自治法第244条

の２第６項の規定により、議会の議決を求め

ます。

記

１．施設の名称及び位置

あじまー館：久米島町字仲泊962番地

２．団体の名称

ＮＰＯ法人島の学校久米島

住 所：久米島町字仲泊699番地

代表者：理事長 祖根恒夫

３．指定の期間

平成19年４月１日から平成22年３月31

日まで

平成19年３月14日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

指定管理者制度による行政サービスの質的

向上と行政コストの削減を図る。これがこの

議案を提出する理由であります。

２枚目には、公の施設のかかる指定管理者

申請書並びに収支計画書を添付してあります

ので、ご参照下さい。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市
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質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第38号、島の学校体験交流

施設の指定管理者の指定についてを採決しま

す。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第38号、島の

学校体験交流施設の指定管理者の指定につい

ては、原案のとおり可決されました。

日程第８ 久米島町地域集会施設及び農

村公園の指定管理者の指定に

ついて

○ 議長 仲地宗市

日程第８、議案第39号、久米島町地域集会

施設及び農村公園の指定管理者の指定につい

てを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第39号、久米島町地域集会施設及び農

村公園の指定管理者の指定について。

久米島町地域集会施設及び農村公園の指定

管理者を次の団体に指定したいので、地方自

治法第244条の２第６項の規定により、議会

の議決を求める。

記

１．施設の名称位置、団体の名称及び代表者

括弧内に漁民研修センター他37件の施

設であります。

３．指定の期間

平成19年４月１日から平成29年３月31

日まで

平成19年３月14日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

久米島町地域集会施設及び農村公園条例の

改正により、指定管理者を指定する必要があ

る。これがこの議案を提出する理由でありま

す。

ご審議よろしくお願い致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 11時21分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 11時24分）

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

部落独自でつくった公民館は、これに入っ

ていないんですが、そうなった場合、区長の

手当というのが事務委託料となっているんで

す。それは何か変わりますか、その指定管理

者になった場合には。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

公民館や農村公園を指定管理者制度にする

ということと、区長の事務委託料は全く関係

ございません。

○ 議長 仲地宗市
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12番大田哲也議員。

○ 12番 大田哲也議員

議案39号ですが、各部落区長の任期もある

と思います。これは４月１日からですけれど、

区長が変わったらそのまま区長として名義変

更でいいのか、これをお聞きしたいと思いま

す。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

お答えします。この指定管理者の指定につ

きましては、あくまでも字という一つの団体

に対して指定管理者を指定しますので、区長

が変わっても、それはそのまま引き継がれる

ということになります。影響はございません。

○ 議長 仲地宗市

13番真栄平勝政議員。

○ 13番 真栄平勝政議員

これは指定管理名称の中で、個人名義にな

っているのもあると思いますが、それは支障

はないですか。

○ 議長 仲地宗市

平田光一総務課長。

○ 総務課長 平田光一

これにつきましては、施設と町有地に関し

てのもののみです。個人名義といいますか、

何名か共有でなったりとかですね、公民館敷

地が、そこについては町の土地ではありませ

んので、指定管理には入りません。

○ 議長 仲地宗市

13番真栄平勝政議員。

○ 13番 真栄平勝政議員

今の答弁ですけれど、はっきり調べてみて

下さい。個人名義になっているのもあると思

います。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

お答えします。今、特に農村公園関係です

か、今のご質問は。農村公園につきましては、

個人有地を借り受けてやっているものもござ

います。ただ、あくまでもこれは補助金を導

入して、公園として、その上物を整備して、

公の施設として条例上登記しているわけです

から、それを指定管理者に指定することによ

って、その土地の所有権に影響を及ぼすもの

ではございません。あくまでもその管理権を

はっきりさせなさいということでございます

ので、これは会計検査でも指摘を受けて、は

っきりと区長との業務の協定、管理を、その

公園をその部落で管理しますよという協定を

締結するという目的で、指定管理者に指定を

した上で協定書を締結して、その管理権を、

権限をはっきりさせるという目的で行うもの

ですので、その土地が借地であろうが、その

所有権に影響を及ぼすということはございま

せん。

○ 議長 仲地宗市

13番真栄平勝政議員。

○ 13番 真栄平勝政議員

その所有者に対しての承諾書とか、そうい

うのも関係なくできますかということなんで

すが、大丈夫ですか、その点は。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

承諾書については、その施設をつくる時点

で交わしていますので、承諾書を交わしてそ

の施設を建設しておりますので、これはあく

までも管理に関する規定でございますので、
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特にそういうものは必要ないと考えておりま

す。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第39号、久米島町地域集会

施設及び農村公園の指定管理者の指定につい

てを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第39号、久米

島町地域集会施設及び農村公園の指定管理者

の指定については、原案のとおり可決されま

した。

日程第９ 久米島町有償バス条例の一部

を改正する条例について

○ 議長 仲地宗市

日程第９、議案第40号、久米島町有償バス

条例の一部を改正する条例についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第40号、久米島町有償バス条例の一部

を改正する条例。

上記議案を提出する。

平成19年３月14日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町有償バス条例の一部を改正する条

例。久米島町有償バス条例の一部を次のよう

に改正する。別表を次のように改める。

別表、第４条関係でありますが、運賃表、

島尻線、一周線、２枚目にいきまして、空港

線。内訳が明記されております。

附則

この条例は平成19年６月１日から施行す

る。

提案理由

久米島町有償バス事業の健全な運営を確保

するため、料金体系を見直す必要がある。こ

れがこの条例案を提出する理由であります。

ご審議よろしくお願い致します。

なお、新旧対照表も添付しておりますので、

ご参照下さい。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第40号、久米島町有償バス

条例の一部を改正する条例についてを採決し

ます。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）
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○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第40号、久米

島町有償バス条例の一部を改正する条例につ

いては、原案のとおり可決されました。

日程第10 久米島町有償バス条例の一部

を改正する条例について

○ 議長 仲地宗市

日程第10、議案第41号、久米島町立学校施

設使用条例についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第41号、久米島町立学校施設使用条例。

上記議案を提出する。

平成19年３月14日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町立学校施設使用条例。

第１条が趣旨となっております。

第２条が使用料となっております。

第３条が使用料の減免についてでありま

す。

第４条が使用料の不還付についてでありま

す。

第５条、委任についてであります。

附則

この条例は平成19年４月１日から施行す

る。

提案理由

久米島町立学校施設の円滑な使用を図るた

め、本条例を制定する必要がある。これがこ

の条例案を提出する理由であります。

次ページに、別表第２条関係、区分、使用

単位、使用料、施設名称が明記されておりま

す。

ご審議よろしくお願い致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

別表の運動場夜間照明使用というところな

んですが、そこには久米島小学校のは入って

いないんですが、自由に使っていいんですか。

○ 議長 仲地宗市

平良進学校教育課長。

○ 学校教育課長 平良進

久米島小学校も確か３灯か４灯あるかと思

います。照明を付けても全体的に使える状況

でもないし、逆にいえば防犯的な役割を果た

しているということで、久米島小学校は入れ

てありません。夜間照明の運動場の場合は、

全体的に練習できるような状況の照明を掲げ

てあります。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

久米島小学校の場合には入っていないとい

うことでありますが、それが夜遅くまで使う

ときがあるんです。そうなった場合には防犯

のためじゃなくて、かえっておかしくなると

思うんです。だから使用させるにしても、時

間を決める必要があるんじゃないかなと。今

は自由に来て自由に使っている状態ですの

で、そこのところを考えてもらいたいと思い

ます。

○ 議長 仲地宗市

平良進学校教育課長。
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○ 学校教育課長 平良進

実態調査しまして、できましたら時間も制

限をもうけていき、特に小中学校、高校生ま

では夜間10時以降は児童生徒の夜間行動規制

もされておりますので、こういった時間を基

準にして検討していきたいと考えておりま

す。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第41号、久米島町立学校施

設使用条例についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第41号、久米

島町立学校施設使用条例は、原案のとおり可

決されました。

日程第11 久米島町長等の給料等の特例

に関する条例について

○ 議長 仲地宗市

日程第11、議案第42号、久米島町長等の給

料等の特例に関する条例についてを議題とし

ます。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第42号、久米島町長等の給料等の特例

に関する条例。

上記議案を提出する。

平成19年３月16日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町長等の給料等の特例に関する条

例。

訂正をお願いします。助役のところに副町

長を明記して下さい。訂正をよろしくお願い

します。

（町長及び副町長の給与の特例）

第１条 久米島町特別職の職員で常勤のも

のの給与及び旅費に関する条例

第２条 町長等の給料は、平成19年４月１

日から本町の財政状況が好転するまでの当分

の間、特別職、給与等条例、別表第１の給料

月額欄に掲げる月額から100分の10を乗じて

得た額を減じて得た額とする。

２ 特別職給与等条例第４条第３項の給料

月額は当分の間、第３条の規定に関わらず、

前項の規定により算出された額とする。

第２条 （教育長の給与の特例）

教育長の給与月額は久米島町教育委員会教

育長の給与等に関する条例、第３条の規定に

かかわらず、当分の間、同項に定める額から

島外額に100分の10を乗じて得た額を減じた

額とする。

２ 教育長給与等条例第４条第３項の給料

月額は、当分の間、第３条の規定にかかわら

ず、前項の規定により算出された額とする。

附則

この条例は平成19年４月１日から施行す

る。

提案理由

久米島町特別職の職員及び教育長の給与の
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支給に関し、特例を定める必要がある。これ

がこの条例案を提出する理由であります。

ご審議よろしくお願い致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第42号、久米島町長等の給

料等の特例に関する条例についてを採決しま

す。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第42号、久米

島町長等の給料等の特例に関する条例は、原

案のとおり可決されました。

日程第12 久米島町職員の給与の特例に

関する条例について

○ 議長 仲地宗市

日程第12、議案第43号、久米島町職員の給

与の特例に関する条例についてを議題としま

す。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第43号、久米島町職員の給与の特例に

関する条例。

上記の議案を提出する。

平成19年３月16日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町職員の給与の特例に関する条例。

第１条 （給料の減額）

久米島町職員給与に関する条例、第３条に

規定する給与の月額は、平成19年４月１日か

ら本町の財政状況が好転するまでの当分の

間、給与条例第４条から第６条の規定にかか

わらず、これらの規定による給与の月額から

給与条例別表第１及び別表第２の適用を受け

る職員にあっては、その職務の級が５級及び

６級の職員は、その額の100分の10を、３級

及び４級の職員は100分の７を、１級及び２

級の職員は100分の５を乗じて得た額を減じ

た額とする。

２ 給与条例第３条に掲げる手当の額等の

算出の基礎となる給料の月額は、当分の間、

前条の算出額とする。

附則

この条例は平成19年４月１日から施行す

る。

提案理由

久米島町職員の給与の支給に関し、特例を

定める必要がある。これがこの条例案を提出

する理由であります。

ご審議よろしくお願い致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員
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議案第43号、久米島町職員の給与の特例に

かんする条例ということで、職員の給与を特

別に今回減額、減給するということになって

おりますが、職員労働組合との話し合いがど

のように話し合いされたか。それと、２項で

当分の間ということがありますが、当分の間

というのは何年間を見込んでいるのか、ご説

明お願いします。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

内間議員の質問にお答えします。労働組合

との話し合いは、まず執行部と話し合って、

私の方針を伝えました。その後、具志川改善

センターに全職員を集めて、その旨を皆さん

に伝えて、意見を聴取しました。そして、先

週の金曜日、労働組合から正式にこの案をの

みますという返事をもらったわけです。

もう一つ、当分の間ということは、財政が

好転するまで。つまり、私は財政が好転する

までというのは、今まで取り崩した基金を積

み立てて大丈夫だと判断できる期間まで、と

いうことで、年次は切っておりません。ただ、

職員の労働組合については毎年財政状況をみ

ながら、お互いで話し合いをしながら進めて

いくということも取り決めております。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第43号、久米島町職員の給

与の特例に関する条例についてを採決しま

す。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第43号は、原

案のとおり可決されました。

日程第13 専決処分の報告について（堆

肥化処理施設建築工事（２期

工事）請負契約）

○ 議長 仲地宗市

日程第13、報告第６号、専決処分の報告に

ついて（堆肥化処理施設建築工事（２期工事）

請負契約についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

報告第６号、専決処分の報告について。

地方自治法180条第１項の規定により、議

会において指定された事項について、別紙の

とおり専決処分したので、同条第２項の規定

により報告する。

平成19年３月16日提出

久米島町長 平良朝幸

２枚目にいきまして、専決第４号、専決処

分書を添付しております。そして、その次に

改定契約書を添付しております。その次に変

更箇所の対照表を添付しております。

ご審議よろしくお願い致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市
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これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これで報告第６号、専決処分の報告につい

て（堆肥化処理施設建築工事（２期工事）請

負契約）について、報告を終わります。

日程第14 専決処分の報告について（堆

肥化処理プラント設備工事請

負契約）

○ 議長 仲地宗市

日程第14、報告第７号、専決処分の報告に

ついて（堆肥化処理プラント設備工事請負契

約）についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

報告第７号、専決処分の報告について。

地方自治法180条第１項の規定により、議

会において指定された事項について、別紙の

とおり専決処分したので、同条第２項の規定

により報告する。

平成19年３月16日提出

久米島町長 平良朝幸

次ページにいきまして、専決第５号、専決

処分書を添付しております。その次に改定契

約書、その次のページに変更箇所の対照表を

添付しております。

ご審議よろしくお願い致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

３番宮里洋一議員。

○ ３番 宮里洋一議員

施設の変更なんですが、最初からそういう

のがなかったのかどうかということと、243

万余りの差額、追加になるわけなんですが、

これについては当初予算の範囲内になるのか

どうかについてお尋ね致します。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

まず１点目でございますけれども、次年度

以降予定しておりましたけれど、今回入札残

が出ておりますので、それを充当して前倒し

で施設の整備をしたいと。それから、最初か

らこの金額は入っていなかったかということ

ですが、先程の件でも申し上げましたが、入

札残で充当する予定でございます。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これで報告第７号、専決処分の報告につい

て（堆肥化処理プラント設備工事請負契約）

について、報告を終わります。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 11時52分）

○ 議長 仲地宗市

午前に引き続き会議を開きます。

（午後 １時31分）

日程第15 久米島町議会委員会条例の一

部を改正する条例について

○ 議長 仲地宗市

日程第15、発議第１号、久米島町議会委員
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会条例の一部を改正する条例についてを議題

とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

５番宮田勇議員。

（宮田勇議員登壇）

○ ５番 宮田勇議員

発議第１号

久米島町議会委員会条例の一部を改正する

条例

上記の議案を地方自治法112条及び会議規

則第14条の規定により提出する。

平成19年３月23日提出

提出者 久米島町議会議員 宮田勇

賛成者 久米島町議会議員 上江洲盛元

賛成者 久米島町議会議員 仲村昌慧

久米島町議会委員会条例の一部を改正する

条例。久米島町議会委員会条例（平成14年久

米島町条例第123号）の一部を次のように改

正する。

第８条第１項に、次の但し書きを加える。

但し、閉会中において議長が指名するこ

とができる。

第８条第２項に、次の但し書きを加える。

但し、閉会中においては議長が変更する

ことができる。

第13条第２項に、次の但し書きを加える。

但し、閉会中においては議長が許可する

ことができる。

附則

この条例は公布の日から施行する。

提案理由

地方自治法第109条の２項及び第110条の改

正に伴い、閉会中の条例常任委員、議会運営

委員並びに特別委員の選任及び辞任に関する

規則を設けるものである。これがこの条例案

を提出する理由である。

別紙に新旧対照表がありますので、目を通

して下さい。

（宮田勇議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

本案につきましては、質疑を省略したいと

思いますが、ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認め、質疑を省略します。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、発議第１号、久米島町議会委員

会条例の一部を改正する条例についてを採決

します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、発議第１号、久米

島町議会委員会条例の一部を改正する条例

は、原案のとおり可決されました。

日程第16 久米島町議会会議規則の一部

を改正する規則について

○ 議長 仲地宗市

日程第16、発議第２号、久米島町議会会議

規則の一部を改正する規則について

本案について提案理由の説明を求めます。

10番上江洲盛元議員。

（上江洲盛元登壇）

○ 10番 上江洲盛元議員
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発議第２号

久米島町議会会議規則の一部を改正する規

則

上記の議案を地方自治法第112条及び会議

規則第14条の規定により提出する。

平成19年３月23日提出

提出者 久米島町議会議員 上江洲盛元

賛成者 久米島町議会議員 仲村昌慧

賛成者 久米島町議会議員 平田勉

久米島町議会会議規則の一部を改正する規

則。久米島町議会会議規則（平成14年久米島

町議会会則第１号）の一部を次のように改正

する。

第14条に次の１項を加える。

３ 委員会が議案を提出しようとするとき

は、その案を備え、理由をつけ、委員長が提

出者となり、議長に提出しなければならない。

第63条中「55条（質疑の回数）及び」を削

る。

第73条第２項中「第３項」を「第４項」に

改める。

附則

この規則は公布の日から施行する。

提案理由

地方自治法109条の改正により、委員会も

議案を提出できることとなったことから、委

員会の議案定数手続き等について規定を整備

するものである。また、一般質問において、

いわゆる一問一答制を導入することに伴い、

規定を整備するものである。

（上江洲盛元降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

本案につきましては、質疑を省略したいと

思いますが、ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認め、質疑を省略します。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、発議第２号、久米島町議会会議

規則の一部を改正する規則についてを採決し

ます。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、発議第２号、久米

島町議会会議規則の一部を改正する規則は、

原案のとおり可決されました。

日程第17 公共サービスの安易な民間開

放に反対し、国民生活の「安

心・安全」の確立を求める意

見書

○ 議長 仲地宗市

日程第17、発議第３号、公共サービスの安

易な民間開放に反対し、国民生活の「安心・

安全」の確立を求める意見書の提出について

を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

４番仲村昌慧議員。

（仲村昌慧議員登壇）

○ ４番 仲村昌慧議員

発議第３号 平成19年３月23日

久米島町議会議長 仲地宗市殿

提出者 久米島町議会議員 仲村昌慧

賛成者 久米島町議会議員 平田勉
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公共サービスの安易な民間開放に反対し、

国民生活の「安心・安全」の確立を求める意

見書

上記の議案を別紙のとおり会議規則第14条

の規定により提出します。

提案理由

国や自治体の行う事務・事業は国民の権利

保障を具体化し、「安心・安全」の確保に不

可欠なものが数多く存在します。これらの業

務を安易に民間委託することは、地域住民へ

の公共サービスの質を低下させ、権利保障を

後退させることにつながることが懸念され

る。官民競争入札等の導入にあたっては、公

共サービスの受益者たる国民の意見を十分踏

まえる必要があると考えます。

よって、入札にあたっては、事業者に対し、

雇用する労働者が自立して生活できる賃金の

保障を義務付けるよう本案を提出する。

公共サービスの安易な民間開放に反対し、

国民生活の「安心・安全」の確立を求める意

見書

2006年５月26日公共サービス改革法が成立

し、同９月５日には入札や評価方法及び対象

業務等を詳述した公共サービス基本方針が閣

議決定されました。これらによって、国や地

方自治体の一部事務事業が2007年４月から官

民競争入札等の対象として受託事業者の運営

に委ねられることとされました。この官民競

争入札等の対象業務は、民間事業者等の意見

を募集したうえで、毎年見直すこととされて

います。

国や、自治体の行う事務・事業は国民の権

利保障を具体化し、「安心・安全」の確保に

不可欠なものが数多く存在します。これらの

業務を安易に民間委託することは、地域住民

への公共サービスの質を低下させ、権利保障

を後退させることにつながると、強く懸念す

るものです。官民競争入札等の導入にあたっ

ては、公共サービスの受益者たる国民の意見

を十分踏まえる必要があると考えます。

また、官民競争入札等を導入する場合には、

公共サービスの質を維持することがきわめて

重要となります。単に企画書に実施メニュー

を列記させるだけでは、必要なサービスの提

供は保障されません。入札段階で、入札事業

者がいかなる方法、体制で業務の質を確保す

るかについて、十分な審査を行うことが必要

です。

いま、フルタイムで働いていても生活保障

水準以下の賃金しか得られないワーキングプ

アが、大きな社会問題となっています。官民

競争入札等は、価格競争であることから、労

働者の賃金抑制競争となり、ワーキングプア

の更なる拡大が国や自治体で生ずることも懸

念されます。地域住民の購買力を失っては、

地域経済は成り立ちません。住民が将来の生

活設計さえ立てられないようでは、人口減少

に歯止めはかかりません。こうしたことから、

入札にあたっては、事業者に対し、雇用する

労働者が自立して生活できる賃金を保障する

よう義務付ける必要があります。

以上の趣旨から下記事項の実施について養

成する。

記

１．国民の権利保障を後退させる公務・公共

サービスの民営化や「市場化テスト」の安

易な導入は行わないこと。

・職業紹介関連業務の市場化テストを含む

民間委託は行わないこと。

・航空交通管制業務の民営化は行わないこ
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と。

・与那国測候所廃止や航空気象観測所の民

間委託を行わないこと。

２．公務・公共サービスを民間委託する際に

は、コストを偏重することなく、入札する

事業者に対し、業務の質の確保をいかに図

るか明らかにさせるとともに、雇用する労

働者が自立して生活できる賃金を保障させ

ること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見

書を提出する。

平成19年３月23日

沖縄県島尻郡久米島町議会

提出先

内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、内閣

府特命（経済財政政策・規制改革）担当大臣

（宮田勇議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

本案につきましては、質疑を省略したいと

思いますが、ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認め、質疑を省略します。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、発議第３号、公共サービスの安

易な民間開放に反対し、国民生活の「安心・

安全」の確立を求める意見書の提出について

を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、発議第３号、公共

サービスの安易な民間開放に反対し、国民生

活の「安心・安全」の確立を求める意見書の

提出については、原案のとおり可決されまし

た。

日程第18 医師不足対策に関する意見書

○ 議長 仲地宗市

日程第18、発議第４号、医師不足対策に関

する意見書の提出についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

９番平田勉議員。

（平田勉議員登壇）

○ ９番 平田勉議員

発議第４号 平成19年３月23日

久米島町議会議長 仲地宗市殿

提出者 久米島町議会議員 平田勉

賛成者 久米島町議会議員 國吉弘志

医師不足対策に関する意見書

上記の議案を別紙のとおり会議規則第14条

の規定により提出します。

提案理由

現在、医師不足は地方・都市部を問わず深

刻な社会問題となっており、閉鎖に追い込ま

れる病院や診療科のみならず地域医療が崩壊

する危機的状況も生じている。沖縄県におい

ても、とりわけ産科・小児科医などの医師の

確保ができず、診療科を閉鎖せざるを得ない

事態が発生している。

よって本会は、国民と患者の命と健康、地

域医療を守るため、医師の勤務条件を改善し

て、安全・安心の医療を確立することを要望

するため、本案を提出する。

医師不足対策に関する意見書
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現在、医師不足は地方・都市部を問わず深

刻な社会問題となっており、閉鎖に追い込ま

れる病院や診療科のみならず地域医療が崩壊

する危機的状況も生じています。沖縄県にお

いても、とりわけ産科・小児科医などの医師

の確保ができず、診療科を閉鎖せざるを得な

い事態が発生しています。

日本の医師数は、ＯＥＣＤ加盟30カ国中27

位、ＷＨＯ加盟国比較でも63位であり、先進

国でありながら極めて少ない数です。理由は、

政府が「医師が増えると医療費が増える」と

して、医学部の定員を削減するなど医師数を

抑制してきたことにあります。また、過労死

が出るほどの過酷な勤務実態のもとで、勤務

医を辞める医師が後をたちません。医師不足

のために、国民の命と健康が脅かされている

今日、国の責任による「緊急対策」と「抜本

的な施策」が求められています。

以上の趣旨から下記事項の実施について要

請する。

記

１ 医師の養成数を抜本的に増やすと共に地

域への定着のための施策を進めること。

２ 現在の医師の不足数、医師の労働実態を

緊急に調査すること。

３ 医師の緊急配置、医師派遣のシステムを

構築すること。

４ 産科や小児科などの集約化・重点化をや

め、地域で安心して子どもを生み、育てら

れる体制をつくること。

５ 各地域医療圏の医師の養成・配置計画

（仮称「医師等受給計画」）を策定するこ

と。

６ 「医師の需給数」の算定は、労働基準法

を遵守したものとすること。

７ 医師の勤務条件の改善のための緊急対策

をとること。

８ 女性医師が働き続けられるよう、産休・

育休等の子育て支援対策を進めること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見

書を提出する。

平成19年３月23日

沖縄県島尻郡久米島町議会

提出先

内閣総理大臣、厚生労働大臣

（宮田勇議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

本案につきましては、質疑を省略したいと

思いますが、ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認め、質疑を省略します。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、発議第４号、医師不足対策に関

する意見書の提出についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、発議第４号、医師

不足対策に関する意見書の提出については、

原案のとおり可決されました。

日程第19 日豪ＥＰＡ交渉に関する要望

○ 議長 仲地宗市

日程第19、発議第５号、日豪ＥＰＡ交渉に
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関する要望についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

３番宮里洋一議員。

（宮里洋一議員登壇）

○ ３番 宮里洋一議員

発議第５号 平成19年３月23日

久米島町議会議長 仲地宗市殿

提出者 久米島町議会議員 宮里洋一

賛成者 久米島町議会議員 山城宗太郎

日豪ＥＰＡ交渉に関要望

上記の議案を別紙のとおり会議規則第14条

の規定により提出します。

提案理由

日豪経済連携協定（ＥＰＡ）交渉により、

重要品目である米、麦、牛肉、乳製品及び砂

糖などの関税撤廃がなされた場合、我が国の

農業は甚大な打撃を被るおそれがある。

また、本県農業においても基幹作物である

さとうきびをはじめ、重要な位置を占めてい

る畜産業が壊滅的な影響を受けることが憂慮

されている。

よって本会は、日本政府におかれては、本

県農業の安定かつ、継続的な営農を進めるた

め、豪州側に対して断固とした対応並びに判

断を下されるよう要望するため本案を提出す

る。

日豪ＥＰＡ交渉に関する要望

昨年12月12日、日本政府と豪州政府は両国

間の経済連携協定（ＥＰＡ）を締結するため

の政府間交渉を始めることで合意した。

ところで、豪州から我が国への輸入状況を

見ると、農林水産物輸入の占める割合が高く、

しかも我が国にとって極めて重要な品目であ

る米、麦、牛肉、乳製品、及び砂糖などが含

まれており、今後、豪州政府は我が国の農業

市場の開放を迫ることが懸念されている。

仮に、今後の交渉において、これら重要品

目の関税撤廃がなされた場合、我が国の農業

は甚大な打撃を被る恐れがある。

また、本県農業においても基幹作物である

さとうきびを初め重要な位置を占めている畜

産業が壊滅的な影響を受けることが憂慮され

ている。

よって、国におかれては、本県農業の安定

的、持続的な営農を進めるため、下記の事項

の確保について断固とした対応がなされると

ともに、豪州側が我が国の重要品目の柔軟性

について、十分配慮しない場合は交渉の中断

も含めた判断を下されるよう強く要請する。

記

１ 米、麦、牛肉、乳製品及び砂糖などの重

要品目の関税撤廃は、我が国の農業を崩壊

させ、地域経済に大きな影響を与えるもの

であることから、日豪ＥＰＡ交渉において

は、これらの重要品目を除外するなどの例

外措置を確保すること。

２ 本県のさとうきび産業及び畜産業が今後

とも安定的・継続的に営まれるよう、日豪

ＥＰＡ交渉においては、さとうきび及び畜

産などの品目を関税撤廃の例外品目とする

こと。

以上、決議する。

平成19年３月23日

沖縄県島尻郡久米島町議会

提出先

内閣総理大臣、外務大臣、財務大臣、農林水

産大臣、経済産業大臣、内閣官房長官、沖縄

及び北方対策担当大臣

○ 議長 仲地宗市

これで提案理由の説明を終わります。
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本案については質疑を省略したいと思いま

すがご異議ありませんか。

（「異議なし」声あり）

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから発議第５号、日豪ＥＰＡ交渉に関

する要望についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手多数）

○ 議長 仲地宗市

挙手多数です。従って、発議第５号、日豪

ＥＰＡ交渉に関する要望については、原案の

とおり可決されました。

○ 議長 仲地宗市

以上で本日の議事日程は全部終了しまし

た。

会議を閉じます。

３月９日から始まりました平成19年第２回

久米島町議会定例会は予定されておりました

全議案が議員各位並びに執行部のご協力で無

事終了することができました。ここに深く感

謝申し上げます。

これにて、平成19年第２回久米島町議会定

例会を閉会します。

（午後 ２時00分 閉会）
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